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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　秋あき葉は原ばら。

　そこは、デジタルとアナログがせめぎ合う混こん沌とんの地────。

　というわけではなく。

　夢と現実が混在するワンダーランド────。

　というわけでもなく。

　意外と普通の場所だと僕は思う。

　そりゃ、多少文化的なものは独特かもしれないけど、海外とか行ったら同じ感じなんじゃないだろうか。

　ふだん自分が生活している界かい隈わいにないものがここにはあるから、新鮮に感じるっていう、ただそれだけのことだと思う。

　ゴールデンウィークの初日。

　気持ちのいい青空の下。僕は友人たちと、ここ秋葉原に買い物に来ていた。

　照りつける太陽の下でうごめく有う象ぞう無む象ぞう。夢の国とはほど遠い、苦行の地だ。

　うんざりしつつも、この混雑は覚悟のうえだったのでしかたがない。

「いやあ、いい買い物をしたなあ」

　混雑の中、でかい袋を掲げて友人の高たか見み沢ざわが言う。

「それにしても、混こみすぎじゃない？」

　僕は小声で答えた。

「おい常つね村むら、周りがうるさくて、そんな小さい声じゃ聞こえないんだが」

　いや、天あま池ち。メガネを中指でくいっとさせながら言うけど、これにはわけがあってだな。

「分かったぞ。良りよう人と、おまえ、声で周りにバレるのを恐れているな？」

　その通りだよ久く住ずみ。おまえはいつもにやけ顔だな。

　僕、常村良人は、「村むら人びとＢ」という名前でラジオに出演している。

　人違いに始まり、あれよあれよという内に、公開録音までやってしまった。

　もちろん変声機なんか使ってないから、地声そのまんま。

　公録だってマスクなんてしてないから、素顔そのまんま。

「気にしすぎだ良人。たかが収録二回、公録一回やったくらいじゃあ、誰だれにも気づかれねえよ！」

　高見沢がわははと笑う。

　いやあ、分かってはいるんだけどさ。

　自意識過か剰じようなのはよっく分かってるんだけどさ。

　なんとなく周りの視線が気になるんだよ！

　人の気も知らずに能天気に笑う高見沢を横目で見ながら、僕はケータイをチェック。

　おっと、そろそろあの時間だな。

　僕が今日、ここ秋あき葉は原ばらへとやってきたのは、こんなアホな友人たちと休日を消費するためではない。断じて、ない。

　もうひとつの目的があるのだ。

「あのさ。僕、ちょっと用事があるからそろそろ抜けるわ」

　そう言う僕に、友人たちは疑問の顔。

　そうかそうか。そんなに気になるか。いいだろう。答えてやる。

「ふっふっふっ」

　肩にかけたカバンの中へと手を差し込む。

　手探りで目的のものを発見。

「者ども！　この紙が、目に入らんかあ！」

　さきほどまで周りを気にして小声だったのに、というツッコミはなしである。

　大きな声で、僕は長方形の一枚の紙を彼らにつきつけた。

　大声を出してまで彼らに見せつける価値が、この紙にはあるのだ！

「「「そ、それは！」」」

　声をそろえて驚おどろいた三人は、わざわざ横一列に整列してその場にひれ伏す。

　その様子を見ていた普通の通行人まで一緒になって「ははーっ」と、その後に続く。さすがにこの街の人はノリがいい。

　あえて言おう。この紙の正体を。友人たちはすでにこれがなにか分かっているようだけど、あえて言葉にしてやろう。

「そう。これは『音おと無なしまどかファンクラブチケット』だ!!」

　音無まどか。いまをときめくアイドル声優。

　演技力抜群。

　ルックス良し。

　トークもおもしろければ、歌もうまい。

　そんな超人気声優さんのファンクラブイベントに参加できるチケットが、いま、僕の手の内にあるのだ。

　友人たちのリアクションからも分かる通り、ただのチケットにあらず。

　入手方法はただひとつ。ファンクラブに入会し、抽選に申し込むのみ。

　ただし、この抽選が非常に厄やつ介かいだ。

　毎回申し込みが殺到するため、当選確率は限りなく低い。

　チケットごとにイベントでの席も決まっているため、オークションに出そうもんならすぐに出品者を割りだされ、ファンクラブから退会させられてしまう。

　チケットを手に入れられるかどうかは、完全に運任せ。

　十数万人が入会しているうちの、ほんの百人程度しか手にすることができない、とんでもないプレミアチケットなのだ。

　そんなチケットが僕の元へと届いたのは数日前。

　当選者の発表は賞品の発送に代えさせていただきます、ということだったので、とっくに外れたものだと思っていた矢先に、このチケットは届いた。

　そう！　僕は、選ばれし者になったのだ！

　…………は、いいのだが、ひとつだけ皮肉なことがある。

　なんでだよ神さま！　とツッコまざるをえないことが。

　大人気のアイドル声優・音おと無なしまどかは、ラジオで僕の相方なのだ。なぜか、彼女は僕を相方に選んだみたいなのだ。

　それだけじゃない。

　家は隣となりだし、学校も一緒。

　クラスも一緒で、席は前と後ろで並んでいる。

　さらに言ってしまえば、着替えも覗のぞいちゃったし、うちに泊まりに来ちゃったりもした。ここまでイベントをこなしてしまうと、今度はこの先なにも起こらないのではないかと逆に不安になる。

　それらの出来事はすべて、ほんの一ヶ月で起こったことだ。

　ラブコメじゃなくて、ドキュメンタリーだ。

　妄もう想そうじゃなくて、リアルだ。

　アニメやラジオで声を聞き、雑誌の写真で姿を眺ながめるだけの遠い存在だった彼女が、いまとなっては普通に会話をできる場所にいる。

　そんな関係になってから当たった、このファンクラブチケット。

　いや、うれしいのはうれしいし、じゃあ友達に譲ゆずれば？　と言われても絶対に譲らないんだけど。

　なんだろうね、この、素直に喜べない感じ。

「な、何枚あるんだ？」

「は？　一枚に決まってるだろ？　一人一回しか応募できないんだから」

　なにを当たり前のことを訊きくんだい、高たか見み沢ざわ。

　おそらく、おまえら三人とも応募したんだろう？

　で、みんな外れたんだろう？

「そ、そうか、一枚か」

　天あま池ちがまたしてもメガネのつるをくいっと中指で持ち上げる。

「うらみっこなしってことだな」

　そりゃそうだろう、久く住ずみよ。抽選で僕が当たったんだから。細い目をさらに鋭くさせて、あんまりチケットを睨にらむなよ。穴があいたらどうするんだ。

「この場でじゃんけんするか、それともゲーセンに行って対戦ゲームで決めるか」

「おいおい高たか見み沢ざわ。なんでチケット争そう奪だつ戦せんが始まろうとしてるんだよ」

「リアルファイトでも俺おれは構わんが」

「構うよ！　大いに問題があるよ！」

「そうだな。音おと無なしさんに会うのに、ケンカで破れたぼろぼろの服はいけないよな」

「おい、そこの荒くれ紳士！　そういうことじゃなくて」

「安心しろ。ここをどこだと思っている。アキバだぞ？　『Ｉ♥まどか』Ｔシャツくらい、どこででも販売されている」

「ありそうだけど！　確実に非公式のグッズだからね、それは！」

「ちょっと良りよう人とは黙だまってろ。おまえにはこの戦いくさに参加する資格などないのだから」

「いやいや。戦もなにも、僕のだっつうの」

　不ふ穏おんな空気を察して高見沢から離れると、代わりに久く住ずみが近づいてきた。

「なあ良人」

「な、なんだよ久住。めずらしくまじめな顔しやがって」

「俺ら、小学校からの付き合いだよな。そもそも、良人にオタク界の常識を教えたのは俺だ」

「そういえば、そうだったな」

「借りを返そうとは思わないか？」

「そもそも借りを作った覚えがない」

「良人。親友って、幼なじみって、そういうもんじゃないだろ？　おまえは音無さんと俺ら、どっちを取るんだよ」

　どっちを取るかだって？

　三人の顔をゆっくり順番に見ていく。三人ともすごくおだやかな顔で、深く頷うなずいて返してくれた。

　ははは。なんだ。答えなんて最初から決まってるじゃないか。

　考えるまでもないわ。

「僕が選ぶのは────音無さんに決まってんだろうがああああああああああ」

　高見沢に背を向ける。全力で逃走…………と思いきや。

「「ここは通さん」」

　立ちはだかる天あま池ちと久住。すでにまわりこまれていただと!?

「おい、僕ら親友じゃなかったのか！　親友だったら信用しろよ！」

　不敵に笑う久住に猛もう抗議。

「ああ、もちろんしたさ。おまえのことをよく知っているからこそ、この判断だ」

　くそっ。親友なんて。親友なんて！

　どうする。どうすれば逃げられる。なんとかこの場から逃げださなくては。なんとしてもこのチケットだけは守り通さなければ。

　そうだっ！

　僕は適当な方向を指さしながら叫ぶ。

「あ！　ＵＦＯ！」

「「「………………………………」」」

　騙だまされないか。

　ならば。

「あ！　金髪ツインテールのツンデレお嬢さま────」

「「「………………………………」」」

「────のスカートが、ＵＦＯの起こした風でめくれ────」

「「「なに!?　どこだ!?」」」

　僕は全速力で逃げだした。




　大通りから二本ほど裏道に入り、ようやく僕は一息ついた。

　裏道といっても、人の多さはたいして変わらない。街全体に人が溢あふれている。それが休日の秋あき葉は原ばらだ。一度撒まいてしまえば、そうそう見つからないだろう。

「はあ、はあ、はあ」

　肩で息をしながら、汗をぬぐう。

　これは走ってきたから息がきれているのであって、けっして目の前に立っている半はん裸らの女の子の、等身大ポップを見て興奮しているわけではない。

　周囲から、哀あわれみの視線と、親近感が寄せられているのを感じる。うん、立ち止まる場所が悪かったな。

　あ、もうひとつ視線があった。等身大ポップに描えがかれている女の子の扇情的な眼まな差ざしだ。そ、そんな目で僕を見ないでくれ。二次元の君はとてもかわいいよ。

　さ、さて。まだちょっと早いけど、会場に向かうか。

「ご覧らんになっていってくださいませ」

　ん？

　シャッターが降りた店の前に人が集まっている。なにかやっているのだろうか。

　人と人の間から、なにやら黒っぽい服を着た小柄な人がちらちらと見える。

「タネも仕掛けもございませんわ」

　折りたたみ式のテーブルを広げて、なにかをやっているらしい。

　なぜだか分からないけど、無性に気になってしまった。

　ちらっと見えただけなのに。かすかに声が聞こえただけなのに。

　ケータイで時間をチェック。イベントの時間まであとちょっとある。友人からの着信履り歴れきもあったが、そちらはもちろん無視。

　せっかくだし、ちょっと覗のぞいていってみようかな。

　人と人の間を埋めるように、最前列まで僕は近づいていった。

　黒を基調としたフリルがいっぱいの服を着た女性がいた。ゴスロリというやつだろう。最近ではあまりめずらしくもなくなったね。

　あちこちフリルだらけで、ふりふりひらひらと、とにかく派手。

　彼女が動くたびに黒くて長い髪がさらりと流れる。

　黒いゴスロリのおかげか、腕なんか肌はだがとても白くてきれいに見える。

「この水の入ったコップに、ハンカチをかけます」

　そんな女性が、テーブルの上に置かれたガラスのコップにハンカチをかけている。

　なるほど。

　この人はマジックをしているんだ。大道芸ってやつだ。

　でも、こんな若い女性がやってるなんて、めずらしいんじゃなかろうか。

　若い……よな？　若そうではある。でも、よく分からない。もしかしたらそこそこ歳としがいってる人かも。

　というのも、顔が見えないのだ。

　仮面をつけていて、口元しか見えていないのである。仮面だけを見ると、どっかの大人おとなのお店の女王さまみたい。
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　ただ、ゴスロリという派手な格好をしているせいで、仮面のインパクトはあまり感じられない。むしろ馴な染じんでしまっている。

　ほうほう、そうかそうか。

　仮面をつけていれば、視線を隠せる。しかし、普通の服に仮面では、あまりにも怪しすぎる。そこでゴスロリだ。仮面をしていても、そこまで怪しくは見られないのだ。

　うまいやりかただな。

「さあ、このコップをさかさ…………」

　ん？

　彼女が顔を上げた瞬しゆん間かん、なぜか動きが止まった。

　僕と目が合ったような気がする。

　もちろん、確証はない。相手は仮面をつけているのだから。

「し、失礼いたしました。この水が入ったコップを逆さまにしても、中の水は一滴もこぼれません」

　ハンカチがかかったまま、女性はコップを逆さまに。

　お、すごいすごい。本当にこぼれないや。

　……………………あれ？　なんかハンカチがふくらんできた。

　ばさばさばさーっと羽ばたく音。

　なんか出てきた！　鳥だ！

　真っ白なハトが飛んでいくのを呆ぼう然ぜんと見送る女性。アンド観客の僕ら。

　す、すげえ。

「し、失礼いたしました！　いまのはなしで！」

　慌あわてるゴスロリマジシャン。

　え？　失敗なの？

　いま演じていたのは、水が入ったコップを逆さまにしてもこぼれないマジックだった。なのに、失敗してハトが飛びだしてきた。

　いや、どう考えても失敗したほうがすごいだろ！

　女性はコップとハンカチをさっと袖そでの中へ。

　ちょっと待て。

　いまのコップとハンカチ、どこやったの？

　あ、ハトが戻ってきて、女性の頭に止まった。そして彼女の頭をついばみ始めた。

「あたっ、あたっ。ちょっと、やめていただけませんか!?」

　女性はハトをつかまえると、やっぱり袖の中へと入れてしまう。

　いや、だからちょっと待てって。

　手て提さげカバンとかカゴとか持ってないよね？　どこにしまったの？

「えと、えと…………では、次は」

　わたわたと、女性は再び袖そでに手を差し込む。

「次は、このカードで！」

　じゃじゃーんとカードを取りだして掲げる。

　ま、まあカードくらいなら────

　いや、入らんだろう。

　よく、時代劇とかで和服のたもとからいろいろ出したりするシーン見るけどさ、ゴスロリでそれは無理じゃね？　腕をおろしたら全部出ちゃうんじゃね？

「このトランプを使ったマジックをご覧らんいただきましょう」

　机の上でカードを半円状に広げる。

　ふむふむ。手て際ぎわはいいな。かっこいい。

「これからお客さまに、このトランプの中から一枚ひいていただきます。お客さまにそのカードを覚えていただきまして、また中に戻していただきます。カードをシャッフルしたのち、わたくしがお客さまの選んだカードをずばり当てる、というマジックでございます」

　有名なマジックだ。

　簡単な部類なんじゃないかな。トリックを知ってる人もいっぱいいると思う。さっきは失敗しちゃったみたいだけど、これなら大だい丈じよう夫ぶだろう。

「では、お客さま。お願いしてもよろしいですか？」

　む、僕？　僕が選ぶの？

　時間、大丈夫かな。そんなにゆっくり見てる暇ひまはないんだけど。

「どうぞ、トランプを一枚ひいてください」

　しょうがない。このマジックだけ付き合うことにしよう。

「分かりました。じゃあ、これ」

　真ん中の一枚をひいた。

　女性に見えないように、トランプを持ち上げる。

　トランプに書かれていた文字は────

「うわー、しまった。ドロフォーだ。あと四枚ひかなきゃ────って、これトランプじゃねえし！」

　カードをテーブルに叩たたきつける！

「す、すみません。間違えてしまいました」

　この人、本当にマジシャンなんだろうか。まあ、大道芸でやってるくらいだからプロではないんだろうけど。

　女性は慌あわててカードを集めている。

　修業中なのかな。

　もうちょっと練習してきたらいいんじゃないかな。

　人前に出るの、早かったんじゃないかな。

　まあいいや。ちょっとした時間つぶしになったし。そろそろ行こう。

「お客さま。あとひとつ。あとひとつだけお付き合いしていただけませんか」

　服をがしっと摑つかまれた。

「えと、あの。すいません、ちょっと時間が」

「あとひとつ。あとひとつでよいのです。汚名返上のチャンスを、どうかわたくしに」

　別の人でもいいんじゃないだろうか。ぱらぱらと帰っていく人もいるけど、さっきからずっと見てる人もいるし。

　ほら、ゴスロリマジシャンってことで結構注目はされてるじゃん。

「お願いします」

　…………しょうがないなあ。

「じゃあ、あとひとつだけ」

　僕がそう言うと、女性は胸に手をあてて大きく息を吐く。

「では、とっておきのマジックを」

　とっておきって言うくらいだから、成功できるやつなんだろうね！

　女性はカードを袖そでに放り込むと、再び手をその中へ。

　次に取りだしたのは────なんと穴のあいた大きな箱だった！

　どっから出したんだよ！　これかなりでかいよ？

　てか、大だい丈じよう夫ぶなの？　これ普通の段ボールじゃん。横に『みかん』とか書いてあるし！

　たいていマジックってさ、仕掛けができる丈夫な箱を使ったりしない？　まあ、なんのマジックをするのか知らないけどさ。

「ではお客さま。この箱に腕を入れてください」

　この箱の中に？

　しょうがない。付き合うって言っちゃったしな。

　僕はテーブルに置かれた箱の横へ。

「この穴から、腕を入れてください」

　言われた通り、袖をまくって右腕を差し込む。

　すると、反対側にも穴があいていたようで、手だけが飛びでた。

「まだ、手は普通にありますよね」

「え？　はい」

　手をぐーぱーぐーぱーしてみる。箱から飛びでた手が動いている。

　大丈夫だ。ちゃんとある。

　でも、なんでそんなこと訊きくの？

　なんだろう。ちょっと嫌いやな感じがしてきた。こういうマジック、見たことあるな。主に、テレビとかで。

「さて、ここで取りだしたるは────」

　女性が再び袖そでに手を。

　うわ…………。出た…………。

　鈍にび色いろに光る刃やいば。ギロチンというやつだ。

「ちょ、ちょっと待ってください！　それどっから出したんですか！」

　その袖すごくない？　未来の猫型ロボットだって、ポケットだったんだよ？

「これからこのギロチンで、この男性の腕を切断します」

　やっぱりそのマジックか！

「ちなみに、ギロチンの切れ味ですが…………この鉄パイプを」

　にょきっと袖から出てくる。

「それどこにしまってたんですか!?　ひじ曲げられないでしょ！」

「ほら、ご覧らんのとおり。すぱっと切れます」

　うわあ、切れ味抜群。

「あの、すいません。やっぱり僕やめます」

「わたくしを信じてください」

　無理でしょ！　さっきから失敗してるところしか見てないよ!?

　って、あれ？　腕が抜けない！

「マジックが終わらないと抜けない仕様になっております」

「どんな仕様だよ！　そっちのほうがよっぽど不思議な仕掛けなんですけど！」

「では、ギロチンをセットいたします」

「ちょ、ちょっと待って！　あ、急用が！　すいません、僕用事があって、いますぐ行かなくちゃいけないんですけど」

「またまた、そんなことをおっしゃって。盛り上げるのがお上じよう手ずなんですから。でも、あんまり言うとグルだと思われてしまいますわ」

　本当なんだって！

　時間がないのも、用事があるのも事実なんだって！

「大だい丈じよう夫ぶなんですよね？　ちゃんと、仕掛けがあるんですよね？」

「あら。わたくしのマジックには、タネも仕掛けもございませんわ」

「そういうことじゃねーんだよ！　ないと困るんだって！」

　箱の真上にギロチンがセットされた。

　目の前には刃。これがおろされれば、僕の腕は途中からまっぷたつになってしまう。

「では、そろそろいきましょうか」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

「あら、時間がないのでしょう？　急がないと」

「たしかに！　時間はないけど、ちょっと待って。心の準備が！」

　生なま唾つばを飲む。

　周りを見ても、助けてくれそうな人はいない。もう完全にグルだと思われているんだろう。

「あの、このマジック、やったことあるんですよね？」

「………………………………」

「まさかの無言！　なんか言ってくださいよ」

「本でやりかたは見ましたわ」

「そっか、じゃあ安心────できるか！　うわあああ、その告白聞きたくなかった」

「でも、お客さまが言えと」

「だからそういうことじゃないんだって！」

　話がまったくかみ合わないな！

「では、そろそろ本当にいきますわよ」

　こうなったら信じるしかない。

　祈るように目をつむる。

　成功してくれ！　頼む！

「せーのっ！」

　うぎゃああああああああああああああ……………………あ？

　痛く、ない。

　ゆっくりと目を開ける。

　ギロチンが、箱ごと僕の腕をまっぷたつにしていた。成功した……のか？

「あら？　おかし……あ、いえ、あまり動かないでくださいね」

「おかしい!?　ねえ、いまおかしいって言いました!?」

　ゴスロリマジシャンはまっぷたつにした箱をそっと動かす。僕の位置から断面は見えないんだけど…………あれ？　僕の手がちょっと遠くへいったぞ？

「だ、大だい丈じよう夫ぶですわ」

「大丈夫とか大丈夫じゃないとかじゃなくて、成功したんですよね!?」

「じっとしていてくださいませ。くっつかなくなると困りますので」

「はい？　え？　切ったの？　切らないっていうマジックじゃなくて、切ったのをくっつけるマジックなの？」

「大丈夫です。血は見えない仕様になっております」

「変なところでバラエティを意識しなくていいから！」

「ご安心ください。完かん璧ぺきにくっつけますから」

「どんなゴッドハンドだよ！　あんた医者か!?　もうマジックの領域じゃねえって！」

「さて、ここからが大詰めでございます」

「いや、もう終わったんだって！　あとは僕が箱から腕を出して、なんともありませんよーって言って終わりなんだって。あれ、腕が抜けない」

「マジックが終わらないと抜けない仕様になっております」

「だから終わったんだって!!」

「では、試しに手を動かしてみてください」

「…………あ、あれ。なんでだろ。ははは、動かない」

　感覚がない。そんなバカな。緊きん張ちようしすぎて痺しびれちゃってるだけだよな。それで感覚がないんだよな。誰だれかそうだと言ってくれ！

「こら！　そこでなにをしている」

　む。誰か来た。男の人の声が。

　僕が振り向くと、そこには二人の警官の姿が。

「またおまえか！」

　どうやら、この警官はゴスロリの女性を知っているらしい。

「見つかってしまいましたか。しかし、ここで捕まるわけにはいきません」

　女性が僕を見る。そして、僕の耳元に口を寄せてくる。

「申し訳ありません。お付き合いありがとうございました」

「え、ちょっと」

　おいおい、一人で逃げる気か？

　いや、その前に、切った腕どうすんだよ！

　くそっ、箱から抜けない。なんで？　ねえ、なんで？

「では、お先に失礼いたしますね。良りよう人とさま」

　逃げんなって！　おい！

　って、あれ？　いま、名前呼ばれた？

　確認する間ももらえず、ゴスロリの女性は僕を置いて走っていってしまった。

　代わりに僕の目の前にやってきたのは、警官の男の人。

「ここは大道芸禁止だぞ！」

「はあ…………」

「まったく、こんな大きなもの広げて」

　あれ、いつの間にかギロチンがなくなってる。あの女性が持ってったのかな。

「署まで来てもらうぞ」

「へ？　いや、ちょっと待ってくださいよ！　僕は関係ないんですって！」

「なにを言ってるんだ。思いっきりマジックに参加してるじゃないか」

「いや、それは、やってくれと言われたからやってるだけであって」

「どうせグルなんだろう？」

「違いますよ！」

「分かった分かった。話は署で聞くから。来い」

　肩を摑つかまれる。ものすごい力で引き寄せられる。

　手が！　僕の手がどんどん体から離れていく！

「ちょっと待ってください！　僕、切れてるんですけど！」

「切れてるのはこっちだ！　何度注意していると思ってるんだ」

「違うんです！　そういうことじゃないんですよ！　あ、ちょっと、そんなに強引に引っ張らないで」

　なんで抜けないんだよ、この箱。

「大だい丈じよう夫ぶだ。商売道具はちゃんと持っていくから」

「ていねいに扱ってくださいよ、僕の腕！　くっつかなくなったらどうするんですか！」

　ああもう、なんでこんなことに。

　こんなことしてる場合じゃないのに。

　こんな、こと。

　あ。

「あ、あの、いま何時ですか？」

「ん？　ほれ」

　警官の一人が腕時計を見せてくれた。

「ええっ！　す、すいません、僕ちょっと用事が！」

「はあ？　逃げるつもりか」

　僕の肩を摑む手に力が入った！

「本当なんです。行かなくちゃいけないところがあるんです！」

「あんまり抵抗すると、公務執行妨ぼう害がいで現行犯逮捕するぞ」

　だあああああああもう！　なんでこうなるんだよ。

「ちょっ、勘かん弁べんしてください。途中入場できないんですよ！」

　せっかくチケットが当たったのに。

　プレミアチケットが、この手にあるというのに！

「わけの分からんこと言ってないで、来い」

　なんでなんだよおおおおおおおおおおおおおおおおおお。




「はあ……………………」

　僕が解放されたのは、ファンクラブイベントの開始時刻を大幅にオーバーしてからだった。

　警官には何度も何度も巻き込まれただけだと言ったのだけれど、なかなか信じてもらえず、結局厳重注意ということで解放された。

　ちなみに僕の腕だけど、警察署に着いたら簡単に箱から抜けた。手もちゃんとついていた。マジで安心した。ほんのりと柑かん橘きつ系の匂においがするけど。

　振り返り、いま出てきた警察署を見上げる。

　僕のような細々と生きてる一般人には、一生縁のない場所だと思ってたのに。

「はあ……………………」

　またため息が出た。

　手には、折りたたまれたテーブルとまっぷたつになったみかん箱。

　こんなん持たされてもなあ。箱はもう確実にゴミだろ。

　っていうか、あのゴスロリマジシャンのせいなんだよ。全部あいつが原因なんだよ。

　あいつのせいで、音おと無なしさんのイベントに行けなかったんだよ。

　あー、ちくしょう。文句のひとつでも言ってやりたい。

「あの……」

　ん？

　警察署を出た僕に、女の人が話しかけてきた。

「あの！」

「あ、あんたは」

　僕に話しかけてきたのは、女の人。

　ゴスロリの、そう、まさに今日酷ひどい目に遭あわされた、あの女だ。

「申し訳ありませんでした！　良りよう人とさま」

　謝りながら、女性は頭を下げる。

　あ、あれ？　僕、名乗ったっけ？

「あの、わたくしです」

　顔を上げた女性は、仮面をゆっくりと外した。

　艶つややかな黒髪が揺ゆれる。

　西日を浴びてもなお白く輝く肌はだ。

　そこには、見覚えのある顔があった。

「あ、天あま乃の川がわさん？」




　警察署の前で話をするのもなんなので、僕と天乃川さんは近くの公園へとやってきた。

　移動してる間、もう天乃川さんは謝りっぱなし。

　もういいですから、と何度も言ったけど、いくら謝っても足りないらしい。

　公園に着いた僕は、とりあえず天あま乃の川がわさんをベンチに座らせた。

「あ。なんか、飲み物でも買ってきましょうか」

「いえ、これ以上ご迷めい惑わくをおかけするわけには」

　そう言うと、天乃川さんはまた例の袖そでへと手を差し込んだ。

「こちらを」

　缶コーヒーが出てきた。

　もしかしたらあのマジックをしてた人とは別人かも、なんて思ってたけど、いまので確信した。あのマジックをしてたのは天乃川さんだ。

「ありがとうございます」

　受け取って、天乃川さんの隣となりに座る。

「本当にごめんなさい。あの、なんとお詫わびを申し上げたらいいか」

「いやあ、あの…………もういいですよ。なんともなかったし」

　腕は無事だったし。

　逮捕されて前科がついたわけでもないし。

　心残りはイベントのみ。しかし、こればっかりはなあ。言ったところでどうにもならんし。

「ひとつだけ、訊きいてもいいですか？」

「はい」

「なんで、あんなところでマジックを？」

　天乃川しぐれさんは、音おと無なしさんに負けず劣らずの大人気アイドル声優さんだ。

　そんな彼女が、なぜ秋あき葉は原ばらの路地裏で大道芸なんてやっていたのか。しかも、仮面で正体を隠してまで。

　天乃川さんは、すぐには口を開かなかった。

　隣に座る彼女を、横目でちらりと見る。

「えー、言いたくなかったら、べつに」

「いえ。言いにくいというか、少し恥ずかしくて」

　天乃川さんは両手を頰ほおに添えている。ああもう、いちいち仕草がかわいらしいな、この人は。

「好きなのです」

　え？　こ、困ったなあ。突然そんなこと言われるなんて。でも、天乃川さんがそう言ってくれるなら。

「魔ま法ほうって、かっこいいですよね」

　かっこいいだなんて、そんな。そ、そうかなあ。かっこいいかな、まほ────魔法!?

「あの、良りよう人とさま？」

「は、はひ。え、魔法？」

　しまった、見とれてた。

「良りよう人とさまはご存じかもしれませんが、わたくしの家族はみな、同じ仕事をしております」

　天あま乃の川がわ家は声優一家だ。お父さん、お母さん、お兄さん、そして天乃川さん本人。俳優さんではよく見かけるが、声優という仕事に限って言えば、まだまだめずらしい。

「親の仕事の影えい響きようで、わたくしは幼い頃ころからアニメを見て育ちました。その中でも、一番好きなのは魔ま女じよっ子モノでした」

　子供の頃は誰だれもがアニメって見るもんな。そこにきて親が声優だと、もうどっぷり浸つかってたんだろう。

「子供ながらに、あのキャラクターみたいになりたい、と思うようになっていました。この世界に魔法なんて存在しないと分かってからも、諦あきらめきれなかったのです。しかも、声優という仕事を始めたせいもあり、憧あこがれだけは日に日に強くなっていくばかり。そうして始めたのが、マジックなのです」

　たしかに。上う手まい人のマジックは本当に魔法みたいだもんな。

「それで、マジックをやってるんですか」

「はい。子供っぽい理由で、恥ずかしいのですが」

「じゃあ、なんであんなところでパフォーマンスを？」

「やるからには見ていただきたいじゃないですか」

　ここまでいくと血筋だね。表現者である両親から完かん璧ぺきに受け継いでるよ。いくら好きなことだからって、普通の人はなかなかそこまで自分の意識を持っていけないって。

「天乃川さん、すごいですね」

「え？　い、いえ、全然、そんなことないんです。マジックも下へ手たですし」

「すごいですって」

　今度は顔全体を手で覆おおってしまった。褒ほめすぎたか。非常にかわいいのでもっとやろう。

「だって、半分くらい叶かなえちゃってるじゃないですか。声優として、キャラクターになれてるじゃないですか」

「そんな…………。それも、結局は好きだから、やりたいからやってるだけであって」

「僕だって小さい頃にはいろいろ夢とかありましたけど、成長するにつれて、いろんなことを知って、いろんなことを諦めました。天乃川さんみたいに、やりたいことをやりたいからやるって、やり続けるって、すごいことなんですよ」

　変身ヒーローに憧れたりしたっけ。

　小学校の頃の卒業アルバムとか見たら、すっげー恥ずかしいこと書いてありそう。ああいうのを黒歴史って言うんだよな。

　子供の頃は本気で描えがいてたんだよな。将来の夢を。

「本当に感心しますよ。天乃川さんのその行動力、ちょっとうらやましいですもん」

「うらやましいだなんて、そんな…………」

「いやー、やっぱすごい人はなにもかもがすごいんですね。天は二物も三物も与えてくれるんですね」

「良りよう人とさま、褒ほめすぎですって」

　あらあら、真まっ赤かになっちゃって。たまんないね、こりゃ。

「また見せてくださいね、天あま乃の川がわさんのマジック」

「…………良人さまはお優やさしいですね」

「そんなことないですよ」

「いままでに打ち明けた人は、みんなわたくしのことを笑っていました。この歳としになって魔ま女じよっ子に憧あこがれているなんて、笑われるのが当然だと思っていました。でも、良人さまは褒めてくださいました」

　もしかしたら、正体を隠してたのは、声優ってことがバレるのが嫌いやというよりも、魔女っ子に憧れる子供っぽい自分を表に出すのが恥ずかしいという理由だったのかもしれない。

　天乃川さんは両手で僕の手を取ると、目をつぶりながらぎゅっと握ってきた。

「本当に、ありがとうございます」

「い、いやあ。お礼を言われるようなことはなにも」

　さっきはついつい天乃川さんがかわいくて褒めちぎっちゃったけど、すごいと思ったのは本心だ。

　天乃川さんに比べて、僕はなんにもしてない。

　学校に行って、最低限の勉強をして、友達と遊んで、の繰り返し。

　天乃川さんのように、なりたい自分に向かって努力をしている人と比べると、とんでもなく無む駄だな時間を過ごしてるんだろうな。

　いまは小さな小さな努力でも、十年後、二十年後、僕と彼女の間にはとんでもなく大きな差がついているんだろう。

　って、いまでもすでに差はできちゃってるか。

　いま、僕ががんばってるものってなにかあるかな。ラジオ？

　楽しいからって、音おと無なしさんやスタッフのみなさんに認めてもらえたからって、なりゆきでラジオのパーソナリティとかやってるけど、将来どーすんのよ。声優？　アナウンサー？　もう高校生にまでなっちゃった僕が将来の夢として描えがくには、ちょっと周りの目を気にしちゃうな。

「あの、このことは秘密にしておいてくださいね？　やはり、恥ずかしいので」

「へ？　ああ、はい。いいですよ」

「絶対ですよ？　わたくしと良人さまだけの秘密ですからね？」

　僕としては、ずっと手を握られてるこの状況も結構恥ずかしいんですけど。

　少しして気づいた天乃川さんが、「あ、ごめんなさい」とか言ってまた恥ずかしがる姿が容易に想像できる。

　まあいっか。それまでこの手のぬくもりを、たっぷり味わおうじゃないか。




　天あま乃の川がわさんと別れた僕は、とくにすることもないのですぐに家に帰った。ファンクラブイベントのチケットは、大事にとっておくことにする。一応、記念ってことで。

　晩飯を済ませ、部屋でのんびりとネットサーフィンを開始。

　まずは音おと無なしさんのブログをチェックしよう。

『これから打ち上げです！』

　そうか。音無さんは打ち上げ中か。

　ってことは、いま音無さんは部屋にいないってことだな。

　カーテンを開けた。

　すぐ近くに、お隣となりさんの家。

　そして、音無さんの部屋の窓。カーテンが閉まっていて、暗い。

　こういう時でないと、カーテン開けられないからなあ。

　業者のミスでできた、隣となり合った家同士の窓が近いという欠陥。

　旅行券をもらってからというもの、業者からの音おと沙さ汰たはない。よって、状況を改善するめどはまったくたっていない。

　この状況のおかげですばらしい出来事もあったにはあったが、やはり日中も気を遣つかってカーテンが開けられないというのは問題だ。

　いまはいいけど、夏場はどうしよう。一日中エアコンつけてたら母さんに怒られるしなあ。カーテンを閉めたまま窓を開けても風なんか入ってこないだろうし。

　やってくる夏を憂うれえていると、部屋をノックする音が。

　慌あわててカーテンを閉める。部屋の主あるじがいないうちに覗のぞいていた、なんて誤解されては困るからだ。

「兄さん、入るよー」

「ちょ、待てって」

　勝手にドアが開いて、ずかずかと部屋に入ってくる。

　そしてベッドに腰かける。

　メガネっ娘この妹、愛あ好こである。ただし、メガネに度は入っていない。

　まだ風呂には入っていないらしく、晩飯の時に見た格好のままだった。フードのついたパーカーにスカート、という服装である。

「僕が開けるまで待てよ」

「いいじゃん、べつに。……あ。それとも、なんかあやしげなことでもしてた？」

　鼻をひくつかせ、すんすんと部屋の匂においをかぐ愛好。なにをしに来たんだこいつは。

「よし、自分の部屋に帰れ」

「いーじゃん。暇ひまなんだもーん」

　親ががんばっちゃったおかげで、愛あ好こは現在、お嬢さま学校に通う女子中学生となった。

　周りに女子しかいないからか、変な知識ばかりをぐいぐい身につけ、恥じらいもなく口にする。兄として、将来を心配してしまう我が妹である。

　僕はパソコンの前に座る。さりげなく、ブラウザの×ボタンを押して音おと無なしさんのブログを消すことを忘れない。

「だってさ、学校の友達、みんなゴールデンウィーク中は海外に行っちゃってるし」

　すごいな。さすが私立グレイス女学院。

　金持ちの集まる学校って、そんなもんなのかな。

「あれ？　でもさ、明日は平日じゃね？」

「ん？　うちの学校は休みだよん」

　ずるいぞ！

　明日は、ゴールデンウィーク中唯ゆい一いつの平日。

　当然、僕が通う古ふる里さと学園は普通に授業だ。

　こんなところにも貧富の差が出ているというのか…………。

「こはるんなんてさ、アメリカのなんとかって劇場に招待されて、ショーを見に行くんだって」

　さすが、金持ちは休日の過ごしかたも半はん端ぱないっすね。

　観劇に行くとかじゃなくて、招待だもんな。

　世界を股またに掛ける大企業ムーンフロストカンパニー。

　そこの一人娘である霜しも月つき幸こ春はるさんを、「こはるん」とか呼んじゃううちの妹もちょっと大物に見えてきた。完全に虎とらの威いを借る狐きつねだけど。

「一応、誘さそわれたんだけどね。交通費は自家用ジェットで行くからかからないし、宿泊費も会社が経営してるホテルに泊まるから大だい丈じよう夫ぶって言われたんだけど」

　いたれりつくせりじゃないか。

　自家用ジェットを持っているとか、海外でホテル経営をしてるとか、そこらへんのことにはもう驚おどろかないさ。

　へー、ムーンフロストカンパニーってそんなことまでしてるんだあ、くらいさ。

「なんで行かなかったんだよ」

「パスポート持ってないもーん」

「あ……………………」

　ですよね。僕も持ってないや。

　っていうか、常つね村むら家の人間は誰だれも持ってないや。

　一般家庭なんてそんなもんだと思うよ？　他ほかの家庭は違うのかな？

「夏は絶対に行こうね、って誘さそわれちゃったよ。だからわたし、パスポート作る！」

　わざわざガッツポーズして意気込むほどのことじゃないぞ、愛あ好こ。

「愛好、それってさ、僕も作ったほうがいいかな？」

「…………誘ってほしいの？　兄さん」

「………………………………うん」

　人生で一回くらいは、海外旅行とかしてみたいじゃん！

「兄さんがまどかさんを誘ってくれたら、一発でオーケーなんじゃないかな」

「なるほど、僕はおまけだね！　ああ、兄さんは悲しい！」

　霜しも月つきさんも音おと無なしさんの大ファンだからなあ。

「まあ、それは冗談として、こはるんは優やさしいから、きっと頼めば連れてってくれるよ」

　そうなんだよね。だからこそ、気が引けちゃうんだよね。お願いの規模が大きいし。

　そもそも、僕が音無さんを海外旅行に誘うってことがありえないからなあ。

「あ！　そういえば今日ね、兄さんにお客さんが来たんだよ」

「僕に？　誰だれだろ」

　あ、もしかして、友人たちだろうか。逃げてきちゃったもんな。

「えっと、嘉か保ほうさんって、知ってる？」

　げ。

　嘉保さんかよ…………。

「あ。兄さん、あからさまに嫌いやそうな顔になった」

　思わず顔に出るほど厄やつ介かいな人。それが嘉保芽め愛あ璃りである。

　僕や音無さんの通う古ふる里さと学園の二年生。

　新聞部の部長で、スクープが大好きで、神出鬼没。

　小柄なのに、女性的な特徴は人目をひくほど。

　さらに、ごっついカメラを首から下げている。

　とても目立ちそうな人なのに、気配を隠すのがすごく得意なんだ。びっくりするようなところから現れたり、気づかないうちに隣となりにいたりする。

　嘉保芽愛璃、苦手な人だ。

　そもそも、僕がラジオに出ていることを全校生徒にバラしたのは嘉保さんだし。

　この前の公録にも彼女は現れ、その一部始終はすぐに廊下に張りだされていたっけ。

　恥ずかしくて自分では全然読まなかったけど。

　あ、でも、その後に発行された『職員室の乱！　現国の和わ田だ先生、物理の三み木き先生のダジャレに一本！』の記事は最高におもしろかったけど。

「嘉保さん、なんだって？」

「いやあ、それがさ、兄さんはいませんって言ったら、知ってるって返されちゃって」

　家にいないの知ってて来たのかよ。

　それ以前に、なんで僕が出かけてるのを嘉か保ほうさんは知ってたんだ？

「で、兄さんについていろいろ教えてほしいって」

　聞き込みか…………。

「愛あ好こ、余計なこと言ってないだろうな？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、変なことは言ってないし。一ヶ月に減る兄さんの部屋のティッシュの量くらいかな？」

　なあ、妹よ。それは充分に変なことなんじゃないだろうか。

「やっぱり男の子の部屋は減るの早いよねえ、って話してたんだよ」

「なにをしょーもないことで和なごんでんだよ！」

「一番訊きかれたのは、まどかさんと兄さんの関係についてかなあ」

　やっぱりそこか。前回の新聞でも、音おと無なしまどかと常つね村むら良りよう人とは付き合ってるんじゃないか、みたいなこと書かれてたしな。

　もちろんそんな事実はまったくないけど、誰だれもが気になるところだというのも分かる。

　書く側も読む側も、お年とし頃ごろの男の子と女の子だしね。

「なんて答えたんだ？」

「とてもじゃないけど口には出せない関係です、って」

「どんな関係だよ、それ！」

「そんな…………そんな恥ずかしいこと、兄さんの前で言えないよ」

「いつももっとすごいこと言ってる気がするけど!?」

　顔を赤くしてそっぽを向く愛好。

「あのな、嘉保さんが狙ねらってるのは、僕と音無さんが付き合ってるんじゃないかっていうスクープなんだよ」

「あちゃー、しまった。じゃあ、ただれた関係ですって言えばよかった」

「なんでだよ！　なんでわざわざ！」

「だって、そのほうがおもしろいじゃん！」

　しまった、こいつも恋バナ大好きな年頃の女の子だった。

「実際どうなの？　兄さん」

「なんもないから。あるわけないから」

「いや、それは分かってるんだけどさ」

「じゃあ訊かないでもらえるかなあ！」

「今後の努力次第で、もしかしたら、ってこともあるかもしれないじゃん！　だから、がんばってアピってる？　ってことだよ」

　なんだよアピるって。アピールなんてしてないから。

「これでも、わたしは応援してるんだよ？」

「いいよべつに。応援なんてしなくて」

「なんでよう。この先、兄さんがあんな美人さんと知り合いになる機会なんて、ないよ？　絶対、一生、ないよ？」

「言い切るなよ！　分かんないだろ!?」

「そう言いながら、兄さんは一生を独りで過ごすんだね」

「うるせえな、ほっとけよ！」

「子供さえ作らなきゃ、血の繫つながった兄妹きようだいでもおっけーなのかな？」

「なにが!?　ねえ、なにがおっけーなの!?」

「あ、でもちょっと待って」

「ぴたっ」

「わたしが十八歳になるまで」

「待って損したわ！　十八歳になったらなんでも許されると思ったら大間違いだからな！」

　愛あ好こが十八になったらなんだってんだよ。勘かん弁べんしてくれよ。

　かわいくない。やっぱり、三次元の妹ってかわいくないよ！

　ああもう！　ベッドに横になって、足をばたつかせながら笑うなよ！

　パンツが見えるだろ！
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　お嬢さま学校に通っているわりには、レディとしての嗜たしなみが勉強不足なんじゃないかなあ！

　なにがそんなにおかしいのか、ひとしきりけらけらと笑うと、ずれたフレームを直しながらむくりと起き上がった。

「兄さん、ケータイがぶるぶるいってるよ」

　おっと。

　帰ってきて、ベッドに放り投げたまんまにしちゃってたか。

「ベッドの上で震ふるえてるから、大人おとなのおもちゃかと思ってびっくりしちゃった」

「持ってないから、そんなの！」

「なーんだ、持ってるなら、今度貸してもらおうと思ったのに」

　愛あ好こからケータイをぶん取り、ディスプレイを見る。

　…………見たことのない番号だ。

　番号から察するに、かけてきている相手もケータイ。

　誰だれだろう。間違い電話かな。

「はい、もしもし」

　知らない番号からの着信に出るのはちょっと面倒くさいが、間違い電話だとかわいそうなので出てみることに。

『…………………………………………』

　無言。

　いや、かすかに女性のすすり泣く声が聞こえてきた。

　なにこれ恐こわい。

　即座に電話を切る。

　背せ筋すじがぶるっときたぞ。

「だーれ？」

「分からん。なんか、女の人の泣き声が聞こえたような…………うわ、またかかってきた」

　恐いんですけど。でも出るしかないか。

「はい、もしもし？」

『ぐすっ。ねえ、なんで？　なんでなの？』

　ぶちっ。切った。

　これは確実に心しん霊れい現象だろ。

　やべえって。またかかってきたよ。

　落ち着け、落ち着くんだ。

『もしもし？』

　あれ？　どっかで聞いたことのある声かも。

「えっと…………音おと無なしさん？」

『うん。ぐすっ。声聞いても分からない？　やっぱりあたしなんてまだまだなんだ。あたしのことを好きな人にさえ、声だけでは分かってもらえないんだ。ぐすっ』

　音おと無なしさん、だよな？　なんで泣いてんの？

　と、思ったら電話の向こうから笑い声が。音無さんのものだけではない。騒さわがしい場所にいるようで、複数の男の人の笑い声が一緒に聞こえる。

　泣いてたり笑ってたり、一体どういうこと？

　さっき見たブログでは打ち上げだとか書いてたと思うんだけど。

「電話のお相手はまどかさん？　はっ。も、もしかして、二人はもう電話であんなことやこんなことをしちゃう関係だったの!?」

　なあ、愛あ好こよ。年とし頃ごろの男女は、電話で一体なにをするのさ。

　愛好がしょーもないことを言っている間も、なぜか音無さんのすすり泣く声がケータイを通じて僕の耳へと届く。

『あのね、あのね』

「音無さん、ナニしてるの？　ちゃんと説明してよ」

「え？　まどかさんがナニしてるの!?　それを女の子に説明させるなんて！　兄さん、意外とＳだったんだね！」

『ぐすっ、ぐすっ、あのね？』

「ナいてばっかいないでちゃんと言えって」

「きゃー、鬼き畜ちく！」

『あの、あのね？　えっとね？』

「音無さん、早くイってよ」

「きゃああああああ。とりあえず一回目は、ってこと!?」

　……………………邪じや魔まだな、こいつ。

　愛好の背中を押して部屋から追いだす。

「そっか。ごめんね、わたしが部屋にいたら、兄さんもできないもんね」

　最後までよく分からんことを言いながら、愛好は階段をおりていった。

　よし、邪魔なやつはいなくなった。改めて音無さんに訊きいてみよう。

「で？　なんの用？」

『もしもし、良りよう人とくん？　芹せり沢ざわです』

「あ、こんばんは」

　よかった。愛好を追いだしている間に、話の通じる相手に代わっていたようだ。

『こんばんは。ごめんなさいね。急に電話しちゃって』

「いえいえ。それはいいんですけど。どうしたんですか？」

『それが……いまね、打ち上げ中なんだけど、まどかったら間違えてお酒を吞のんじゃったみたいなのよ』

「はあ…………」

『この娘こ、極端にお酒に弱いみたいで。しかも泣き上じよう戸ご。それでね、良りよう人とくんの話題になったんだけど、いまから本人を呼ぶって言いだして』

　なんてはた迷めい惑わくな…………。

　ちなみに、もうラジオを三回収録しているけど、音おと無なしさんのケータイの番号は知らないし、僕も教えていない。

　ただ、芹せり沢ざわさんとは連絡用に交換した。なので、音無さんは番号だけ聞いて、自分のケータイでかけてきたのかもしれない。

『そこでね、迷惑ついでにお願いがあるんだけど、いいかしら』

「お願い、ですか」

　なんだろう。この、僕がラジオに出ることになってしまった時と同じパターン。

『私もまだちょっと抜けられなくてね？　もしよかったら、まどかを連れて帰ってくれないかしら』

　迎えに来い、ということらしい。僕は音無さんの保護者じゃないんだけど。

『もちろん、他ほかに用事がなければ、でいいんだけど』

「とくに用事はないですけど…………分かりました。いいですよ」

『本当？　ありがとう。助かるわ！』

　芹沢さんからお店の場所を聞く。そんなに遠くない。三十分強で行けそうだ。

『タクシー使っていいからね。お代はこっちでもつから』

　それは助かる。では、お言葉に甘えてタクシーを使わせてもらおう。

　電車でも行ける場所だけれど、さっきの音無さんの状況から考えるに、タクシーのほうがいいんだろうな。

「じゃ、すぐ行きますね」

『ごめんなさいね。お願いします』

　芹沢さんとの電話を切ると、いそいそと僕は家を出た。

　そろそろ僕のことを、人がいいにもほどがある高校生としてニュースで取り上げてくれてもいいんじゃないだろうか。




　タクシーをつかまえるのに少々手こずり、店に着くのが遅くなってしまった。夜の忙しい時間帯で、高校生を相手にとまってくれるタクシーが少なかったからだ。

　こんなことなら、家の前まで来てもらえばよかった。

　車を店の前にとめてもらう。

　ここで少し待っていてもらうように運転手さんに言ってから、店へと入った。

　威い勢せいのいい店員さんの「いらっしゃいませ！」に、軽く手をあげて「大だい丈じよう夫ぶです」とやると、店内を見渡す。

　騒さわがしい店内でも、より一層目立つ、さらに騒がしい集団を発見。

「良りよう人とくん！　こっちこっち！」

　お、芹せり沢ざわさんを見つけたぞ。

　靴くつを脱いであがるお座ざ敷しきで打ち上げ中らしいが、芹沢さんは僕に分かりやすいように、一番外側に座ってくれていた。

　同じ席についているのは、今日のイベントのスタッフのみなさんだろう。

　一いつ斉せいに視線が僕に集まる。

　僕の話をしていたらしいから、当然っちゃあ当然か。

「どうも」

　と一応頭を下げておく。

　会ったことのある人は、おそらくいない。僕が出ることになった『ラジオの法ほう則そく』のスタッフはいないようだ。

「君があの村むら人びとＢくんかい？」

　おっと、ラジオで名乗ってるほうの名前で呼ばれた。この人も、ラジオを聴きいてくれたのだろうか。っていうか、ファンクラブイベントのスタッフなんだから、音おと無なしさん関連のものはチェックしているのかもしれないな。

「はい、まあ」

「そうかそうか！　じゃあ駆けつけ一杯！」

　相当な吞のん兵べ衛えなのかもしれない、このおっちゃん。顔を真まっ赤かにして陽気に話しかけてきた。

「いえあの、高校生なんで」

「まあまあ、いいじゃんいいじゃん」

　ダメです。絶対にダメです。お酒は二は十た歳ちになってからです！

　周りの人たちからも止められて、おっちゃんは席に戻されていった。

　ただ、離れ際ぎわに一言。

「まどかちゃーん！　王子さまの到着だよ！」

　と、お座敷の奥へと声をかけた。

　王子さまとか…………やめてくれ。恥ずかしい。

　やんややんやとはやし立てられながら、ぺこぺこと頭を下げつつお座敷の一番奥へ。

　音無さんの姿を発見。

　お馴な染じみのサイドポニーに髪を結っている。今日は仕事だったからだろう。

　あー、イベント行きたかったなあ。音無さんを見て、またちょっとくやしくなってきた。

　そんな僕の気も知らずに、音無さんは僕を指さす。

「こんな王子さまやだああああああああああ」

　うるっせえな。王子さまって柄がらじゃないのは自分でもよく分かってるって。

「ほら、帰るよ、音おと無なしさん」

「うう、立てない」

　なにをぬかしてるんだ、こいつは。

「ほら音無さん、肩貸して」

「やだ」

「わがまま言うなよ」

「お姫さま抱だっこじゃなきゃヤだあ」

　やれというのか。この僕に！

「…………マジで？」

「うん」

　……………………はあ。しかたない。

　頑がんとして立とうとしない音無さんの背中に手をまわし、もう片方の手は足を抱かかえる。

「よ…………っと」

　う、ぐぐぐ。

　なん、とか…………持ち、上がった！

　音無さんが特別重いわけではない。けっしてない。スタイルを見るからに、そんなことは絶対にない。完全に、僕の力が足りないのだ。

　思ったより、きついぞ。この体勢。

　本物の王子さまはさすがだな。涼しい顔でやってみせるもんな。

　おっと！

　腕の力が足りず、音無さんの上半身が下がる。人間の体は上半身のほうが重いのだ。

「落ちる、落ちるう」

　言いながら、音無さんの腕が僕の肩にまわってきた。

　うう…………どんなに身に纏まとう雰ふん囲い気きや、口から出てくる言葉が変わっても、見た目は、見た目だけは、超かわいいアイドルさんなのだ。

　顔が目の前にある。

　お酒のせいか、頰ほおは赤いし目がとろーんとしている。瞳ひとみが潤うるんでいるのは泣き上じよう戸ごのせいかもしれない。

　いつも強気な音無さんが、ちょっと弱々しく見えるのだ。なんというか、守ってあげなくちゃいけないような。

　そんな音無さんが、僕の腕の中にいるわけで。

　しかも、なんか当たってるんですよ。むにゅむにゅしてるのが。大きさってあんまり関係ないんだね。音おと無なしさんのって、どっちかというと控えめなほうだけど、やっぱりとってもやわらかいんだね。

　あの、頼むから、あんまりドキドキしないでくれるかなあ。僕の心臓！

「おっ、シャッターチャンス！」

　一人の言葉をきっかけに、周りにいた人たちが一いつ斉せいにケータイを構える！

　ぴろりん、かしゃっ、ぴぴぴっ、ずいぶん軽快な音をたててくれるじゃないか。

「じゃ、失礼します！」

　早くこの場を脱出しなくては。

　僕が周りの方々に言うと、音無さんも空あいてる手を振って続く。

「おつかれさまでしたあ！」

『おつかれっした！』

　こういう感じは、ちょっとうらやましいと思うよ。一致団結してるっていうか。同じ仕事をしている仲間なんだろうなって。

　音無さんをお姫さま抱だっこしたまま、手さぐり……というか足さぐりで靴くつを履はく。

「はい、まどか。靴」

「はーい」

　芹せり沢ざわさんに靴を渡される音無さん。

　間違って酒を吞のんじゃったとか言ってたけど、一体どれくらいの量を吞んだのだろうか。音無さんは極端に弱いとも芹沢さんは言ってたしなあ。

　芹沢さんは店の外までついてきてくれて、僕がタクシーに音無さんを放り込むと、一緒に彼女のカバンも投げ込んでくれた。

「本当に、迷めい惑わくかけちゃってごめんなさいね」

「いえ、まあ、他ほかに用もなかったですし」

　タクシーの後部座席に沈む音無さんを見ながら、芹沢さんは腕を組む。

　芹沢さんも多少吞んでいるんだろう。少し頰ほおが赤い。

　いつもは第一ボタンまでびしっと留まっているシャツのボタンも、今日はいくつか緩ゆるんでいる模様。大人おとなの色気って、やべえ。

「女の子がこんなにお酒に弱いと、心配ね。大人になれば吞み会はたくさんあるのに。ま、うちの娘こに手ぇ出そうもんなら、潰つぶすけど」

「ははは。な、なにをですか」

　芹沢さんからおっかないオーラを感じる。きらりとメガネのレンズも光った気がする。

「良りよう人とくんは大だい丈じよう夫ぶよね？」

「はい？　なにがですか？」

「良人くんは、酔よっぱらった女の子をムリヤリどうこうする男の子じゃないわよねえ？」

　芹せり沢ざわさんはそう言いながら、自身のカバンへと手を入れる。

　じゃらり。赤あか提灯ちようちんの光を反射する鈍にび色いろの鎖。

「なん…………ですか、それ」

「これで縛しばってね、バイクで一晩中引きずり回すの」

「だ、誰だれをデスカ」

「不誠実な男よ。そんなに恐こわがらないで。良りよう人とくんはそういう人じゃないって、私信じてるから。良人くんはストーカーも追っ払ってくれたしね。……本当に信じてるからね？　ふふ」

　なんでそんなもの持ってるんですか、芹沢さん。

　僕はいま、ヘビに睨にらまれたカエルの心境を実体験しております。

「まあ、まどかも気に入ってるみたいだし？　お互い了承の上でだったら全然問題ないんだけどね？」

「そう、ですかね？　あんまり、そんな風には見えないんですけど」

「そうよ。だって、今日…………ううん、なんでもないわ。下へ手たなこと言って、まどかの機嫌悪くしちゃうと、後が面倒だし」

　今日？　打ち上げの時になにか言っていたのだろうか。

「あ、これ使って」

「え？　あ、はい。ありがとうございます」

　なにやら一枚の紙を受け取った。タクシー券というものらしい。初めて見た。

「じゃあ、お願いね」

「おつかれさまです」

　芹沢さんに軽く会え釈しやくをしてから、タクシーに乗り込む。

「音おと無なしさん、もうちょっと奥いってよ」

「うぅぅ…………」

　うめくだけで動かない音無さんをずりずりと奥へと押して、後部座席へと乗り込んだ。

　行き先を運転手さんに告げると、車は走りだす。

「ふう」

　ため息をついてすぐ横に座る音無さんを見ると、潤うるんだ瞳ひとみが見つめ返してきた。

「ごめんね？」

「え？　…………え!?」

「う…………ぐすっ」

　また泣き始めた！

「ちょ、なんで泣いてんの」

「ごめんね。迷めい惑わくかけて、ごめんね」

「いや、べつに。いいんだけど」

　酒には人を変える力があるっていうけど、まさかあの音おと無なしさんがこんなにしおらしくなってしまうなんて。

「ねえ、あたしのこと、どう思う？」

「ど、どう、とは？」

　突然なにを言いだすんだ、この人は。

　音無さんはずりずりっと僕に近づいてくる。

「いまはちやほやされてるからいいけど、この業界、いつほされてもおかしくないでしょ？　仕事がなくなったら、あたしどうすればいいの？」

「大だい丈じよう夫ぶだから！　音無さんがほされるわけないでしょ？」

「ほんとに？」

「本当に」

「仕事がなくなっても、応援してくれる？」

「まあ…………ファンだからね」

　真顔の本人を目の前にして言うのはちょっと照れるぞ！

「あ、そうだ！　さっきの番号あたしのだから、よかったら登録しておいて？」

「ほいほい、了解」

　さっそく登録しとこっと。

「ごめんね、お手数かけてごめんね？」

「いいからべつに。これくらい」

「うれしい？　うれしい？」

「いや、べつに」

　よ、喜んでなんかないんだからねっ。

「うれしくないんだ…………。やっぱりそんな程度なんだ」

　うわ、また泣き始めた。ああもうしょうがないな！

「うれしいです！　いやっほう！」

「あたしのじゃないけど」

「じゃあ登録しねえよ！　誰だれのなんだよ！」

「ごめんなさああああああい！　噓うそつきましたあああああ。あたしのですううううう」

「ああああもう、いいから。分かった分かった。登録しておくから」

　ハンカチ…………は、ないか。サイフとケータイだけ持って出てきちゃったからなあ。

「…………………………………………」

「ど、どうしたの？」

　急に黙だまりこくって、ひたすら目をこすっている。

「ナイアガラのナキ、とか思いついちゃってごめんなさあああああああい」

「どうでもいい！　この状況でダジャレとか、はっきりいってどうでもいいから！　思いついたとしても、言わなきゃいいでしょ!?」

「ごめんね。あたしの番号、他ほかの娘こに疑われそうだったら、男の人の名前で登録しちゃっていいから」

「そんなに気を遣つかわなくていいって。そもそも、他の女の子の番号なんて全然入ってないんだから」

「か、かわいそううううううう」

「泣きたいのはこっちだわ！　遠回しにバカにしてんじゃねえよ！」

「ごめんなさあああああい！　これからはもっと直接バカにするから許してええええええ」

「バカにするのをやめる方向でお願いしていいかなあ!?」

「ぐすっ。ごめんね。あたし、やっぱりダメだね。いつもツッコんでもらってるのに」

「待って。なに言ってんの音おと無なしさん。運転手さんに変に思われるから」

「でもね、もうダメなの。一度あの快感を味わっちゃったら、忘れられないの」

「よし音無さん、ちょっと黙だまろうか」

　ミラー越しに運転手さんと目が合う。にやりと笑って、彼は大きく頷うなずいた。

「お客さま。ご安心ください。わたくし、もう二十年もドライバーをやっているプロでございます。お客さまの個人情報を外に漏もらすなんてことは────無料では絶対にしません」

「じゃあだだ漏れってことでいいですかね!?」

「さあ、口止め料のチップは、いかほどはずんでいただけるのでしょうか」

「いい仕事してんな、あんた」

「ありがとうございます」

「褒ほめてないからね？　これっぽっちも！」

　僕が運転手さんにツッコんでいると、音無さんが横から服を引っ張ってきた。

「ごめんね、あたしがちゃんとボケないから、男の運転手さんにツッコむハメになっちゃって」

「お、お客さま。あの、たとえいくら積まれたとしても、男性のお相手は……申し訳ないのですが…………」

「ねえ、二人ともなんの話してんの!?　いま、とてつもない疎そ外がい感かんが僕を襲おそっている！」

「どうしよう、イクラ持ってない…………すじこでいい？　積む？」

「積まねえよ！　ってか、すじこなら持ってんのかよ！」

「暇ひまな時とか、ぷちぷちして時間潰つぶしてるの」

「せめて食え！　大自然に感謝して食せ！」

「ごめんなさあああああああい！　たくさんの命を粗そ末まつにしてごめんなさああああああい」

「その謝罪は重いよ音無さん。今後卵が食べづらくなるじゃん…………」

「正確に言えば、一万六千五百二十一個の命にごめんなさあああああああい」

「一個一個数えてたんかい！」

　思わず手が出た。音おと無なしさんの後頭部を、軽く、すぱーんとはたく。

　とたんに泣き止やむ音無さん。

「えへへ」

　はたかれたところをさすりながら、しまりがない顔。なにを喜んでるんだよ、この人は。

　本当に好きなんだな、ツッコまれるの。

　あんまりうれしそうな顔すんなって。見とれちゃうだろ？

　ムリヤリ目を窓の外に移して、ガラスに映る音無さんに言う。

「はあ…………。家に着いたら起こすから、もう寝てていいよ」

　酔よっぱらいの言うことは支し離り滅めつ裂れつで困る。いっそのこと、寝ててくれたほうが楽だわ。

「眠くないもん！　………………………………くう」

　肩に重みを感じて振り返る。

　…………………………………………むう。

　芹せり沢ざわさんじゃないけど、こりゃたしかに心配するね。




　結局、家に着くまで音無さんが起きることはなかった。

「音無さん、着いたよ！」

　肩を摑つかんで揺ゆする。

「んー、ねむい」

「ほら、音無さん、靴くつ履はいて」

　なんで僕はこんなことまでやらないといけないのだろうか。

「はい、カバン持って」

　タクシーの車内でお姫さま抱だっこはできないので、手を引いてタクシーから降ろす。

　が、すぐに力無く崩くずれそうになったので肩を貸して立たせる。

　運転手のおっちゃんが、発車する間ま際ぎわにこっちを向いて親指を立てた。

　いや、違いますからね。

　酔った女の子を自宅に連れて帰ったとか、そんなんじゃないですからね。

　僕ん家ちの隣となりが音無さん家なんだからね。

「よいしょ」

　タクシーを見送ってから、ずりずりとなかば引きずりながら音無さんを輸送する。

　いま気づいたけど、完全脱力状態の人を運ぶのって、えらい疲れる。お姫さま抱っこのほうがまだ運びやすいかもしれない。おんぶとかのほうがもっと楽だと思うけど。

『おい』

「なに？　…………え!?　うわ!!」

　びっくりした！　いきなり男の声がした！

　辺りを見渡しても、男どころか人の姿はない。

　と、いうことは……………………。

『おまえ、さっきからまどかにベタベタくっつきすぎだぞ！』

　出た…………。あのタコだ。

　ぷくーっとふくれた真まっ赤かな頭。なぜかはちまきを巻いている、妙に目力のあるタコ。

　その奇妙な生物──と言っていいのかも分からない存在が、音おと無なしさんの頭の上に乗っている。

『まどか！　さっさと起きろ！　いつまでこんな男に甘えている気だ！』

「はあ？　甘える？　あたしが？　寝言は寝て言いなさいよね、ばかおやじ」

　いやあ、そんな目をこすりながら言われても。

　やっと体に力が入ったようで、音無さんは自力で立つとふらふらと僕から離れる。

　そして、頭の上のタコをむんずっと摑つかむと、手のひらに載せるようにして、自身の目線の高さまで持ち上げた。

「いつの間に来てたの、お父さん」

『今日はずっとおったわ！』

「あっそう」

　やっぱり音無さんは、このタコのことを「お父さん」と呼んでいる。

　音無さんのお父さんといえば、俳優で、十二年前に亡なくなった音無源げん太たさんのことである。

　けっして、目の前にいる軟体動物のことではない。

　手のひらのタコは、触しよく手しゆをバネのように器用につかってジャンプすると、音無さんの肩に着地。どうなってるんだ…………。

　音無さんは視線を僕に移して、睨にらむ。

「あー、なんかぼんやりとしか覚えてないんだけど…………」

　酔よいが醒さめてきたのだろうか。かわいい音無さんがいなくなってしまった。残念すぎる。

「状況を説明しなさい」

　そしてこの命令口調である。

　しょうがないので事情を話した。ただし、お姫さま抱だっこをしたことは秘密。だって僕も恥ずかしいし。

「そりゃ、悪かったわね」

「まったくだ。僕だって忙しいんだぞ」

「そうね。ゴールデンウィークだものね。さぞ楽しかったんでしょうね」

　自分が仕事だったからって嫌いやみを言われてもなあ。

「じゃあ。また明日、学校で」

「うん、また…………って、ちょっと待った！」

「なによ、疲れてるんだけど」

「なに自然に帰ろうとしてんだよ！」

「当たり前じゃない。家が目の前なんだから。あ、もしかして、本気で送り狼おおかみにでもなろうとしてる？」

『ふてえ野郎だ』

「違うわ！　それだよそれ、そのタコ！　そろそろ教えてもらうからな」

「……………………」

　音おと無なしさんは肩に乗ったタコと見つめ合う。

「公録からこっちの一週間、ずっともやもやしてたんだ。そろそろちゃんと説明してもらうぞ。だいたい、自分でも後で説明するからって言ってただろう」

「…………………………………………はあ」

　なんだよそのため息。

　そんなにしゃべるのが嫌いやなのか。

　それとも、観念したってことなのか。

　音無さんは、まっすぐに僕を見つめてくる。

　僕も彼女の視線に応こたえるように見つめ返す。

　音無さんの口がゆっくりと開いて…………。

「これはね──────」

「兄さん、お帰り」

　いやあ、愛あ好こ。タイミング悪すぎだなあ！

　やっと開いた音無さんの重たい口が、また固く閉ざされてしまった。

「家にも入らないで、なにしてんの？　兄さん」

　サンダルを履はいて、愛好がひょこひょことやってきた。僕らの声でも聞こえていたのか、タクシーの音で気づいたのか。どちらにしろ、間が悪いにもほどがある。

「いや、ちょっと」

　そういえば、まだ愛好には訊きいてなかったな。

　ちょうどいいから、この機会に訊いておこう。

「愛好、音無源げん太たって知ってるか？」

「そりゃ知ってるよ。まどかさんのお父さんでしょ？」

「そう、その音無源太が、タコに生まれ変わってこの世にやってきたって言ったら、どう思う？」

　僕なりに推測してみた結論だ。

　あまりにも現実離れしすぎていて、自分でも笑ってしまうけど。

「…………はあ、兄さん。あっちはどれだけヌこうと兄さんの勝手だけど、頭のネジまでヌいちゃうのはやめてもらっていいかな？　人として」

　家族としてじゃなくて、人としてかよ！

「いや、えっと、その。あれだ。守しゆ護ご霊れい的なものって考えたらどう？」

「あ、ごめん兄さん。ボケてる場合じゃなかったんだね」

「僕は正常だから！　どこもおかしくないから！」

　額に伸ばしてきた愛あ好この手を振り払う。

「おかしい人が一番よく言うセリフだよね、それ」

「信じてくれよ愛好！　っていうか音おと無なしさん、そろそろ教えてよ！　このままじゃ僕が本当に疑われちゃう！」

　音無さんの肩には、相変わらずタコが乗っている。こっちを見てにやにやしている。

　なんなんだよ、もう！

「ねえ、あんた、なに言ってんの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「こっちのセリフだよ！　そんなに堂々と肩に乗せてんじゃん！　もうおまえ、ごまかす気ないだろ！」

「愛好ちゃん、ごめんね。なんだか疲れてるみたい。無理もないわ。パーソナリティだなんて、やりなれないことを急に始めたんだから。でも大丈夫、こっちの業界ではよくあることだから。ゆっくり休めば、元の変態に戻るから」

「元の変態ってなんだよ！　って、違うわ。僕がツッコミたいのはそこじゃない」

　僕のツッコミは華か麗れいに無視され、音無さんは「じゃ、おやすみ」と言って自分の家へと入っていってしまった。

　くそう。僕なのか？

　僕がおかしいのか？

　釈然としないまま、愛好に背中を押され、玄関を開けて靴くつを脱ぐ。

　部屋へ帰るため階段を上っていると、ポケットの中でケータイが震ふるえた。

『三十分後、そこの公園で　まどか』

　音無さんからのメールだ。メールアドレスも芹せり沢ざわさんに教えてもらっていたらしい。

　ようやく腹をくくったか。やっと教える気になったのか。

　ついに、僕の疑問も解決されるのか！




　────三十分後。

　僕は夜の公園にやってきた。

　音無さんはまだ来ない。

　公園に備え付けられている街灯の下で、一人たたずむ。

　────四十分後。

　音おと無なしさんはまだ来ない。

　遠くで犬がほえている。

　────五十分後。

　音無さんはまだ来ない。

　酔よっぱらいのおっさんが、千ち鳥どり足あしで僕の前を横切っていった。

　────六十分後。

　音無さんはまだ来ない。

　さすがに、こちらからメールを送ってみる。

　返信は、すぐに届いた。

『部屋に着いたと思ったらそのまま寝ちゃった。てへ。今日はもう遅いし物ぶつ騒そうだから、寝るね。オヤスミ』

「うおおおおおおおおおおおい」

　音無さあああああああああん!!

　夜空に向かって叫ぶ。

　届くだろうか。あの星々に。

　この、晴れない僕のもやもやが、届くだろうか。

　っていうか、届け！

「だから、あのタコは！　なんなんだよおおおおおおおおおおおお」
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　世間はゴールデンウィークまっただなか。

　休日と休日の間の平日。

　融ゆう通ずうのきかない古ふる里さと学園は普通に授業だった。

　昨夜ゆうべ、音おと無なしさんに公園での約束をすっぽかされた僕は、登校するなり彼女に詰め寄ったわけだが、やはりごまかされるばかり。

　いや、もう話はごまかすとかいう次元ではない。

　開き直られて、シラをきられている状態だ。

　音無さんのことだからしつこく尋たずねても絶対に教えてくれないだろう。

　ま、これからも、めげずに隙すきをみてしつこく訊きくけど。

　しつこいといえば、昨日秋あき葉は原ばらで撒まいた友人たちをなだめるのも大変だった。昼飯三回を三人分。はあ、懐ふところが寒いぜ。

　さて、今日は帰ってどうすっかなあ。明日はラジオの収録だしなあ。

　教卓に目を向ければ、担任の和わ田だ先生が帰りのホームルームを進行中。

「今週の掃除当番はこの列だったよね。よろしくね！」

　しまった。掃除当番だったか。さっさと帰ろうと思ってたのに。

「あー、めんどくさ」

　僕の後ろで、僕だけに聞こえる小さな声で音無さんがつぶやいている。

　音無さんの席は僕の真後ろ。同じ列ということだ。つまり、音無さんも掃除当番ってことである。アイドルらしからぬ発言については、聞かなかったことにしよう。僕のささやかな優やさしさだ。

「ではでは、みんな、ゴールデンウィーク中に登校おつかれさま！　はやく帰って休日を有効に使っトウコウ！　なんちゃって！」

　静まりかえる教室。

　みんな、乗り越えるんだ。これを乗り越えれば、今日はもう終わりだから！

　和田先生が教室中を見渡す。誰だれもが視線を逸そらす。愛あい想そ笑いなんかしようもんなら、次から次へとダジャレの雨あられは必至なのだ。

　すでにホームルームが終わったクラスもあるのだろう。廊下の喧けん騒そうがやけに遠くに聞こえる。冷ややかな雰ふん囲い気きが教室を占拠していく。

　しかし、そんな中で、突然教室のドアは開いた。

　これ幸いと、教室中の視線がそこへ集まる。

「…………間に、あった」

　現れたのは、嘉か保ほうさんだった。

　ふだんは無表情な彼女だが、なぜかいまは疲労困こん憊ぱいの様相。

「…………号外」

　教卓の横までよたよたと歩いていくと、一枚の紙を置いてＵターン。そのまま教室を出ていってしまう。

「ちょ、ちょっと嘉か保ほうさん待ちなさい！　さっきの授業欠席だったけど、もしかして一日中これやってたの!?　授業にはちゃんと出ないとだめデナイ？　なんちゃって！」

　たわごとはいいから。先生、追いかけるなら早くしないと見失いますよ。

　先生が嘉保さんを追いかけて教室を出ていくと、とたんに教卓へと人が集まっていく。

　おそらく、嘉保さんが持ってきたのは新聞だろう。号外って言ってたし。嘉保さんが授業を休んでまで作った新聞。たしかに興味はある。

「あたしも見てこよっと」

　音おと無なしさんも野や次じ馬うま根性丸出しの様子。

　でもね、音無さん。クラス中の人が見に行ってるんだよ？　いまから行っても見えっこないって。

　ああ、ごめん。僕が間違ってた。

　人ひと垣がきができていたのに、音無さんが行くとモーゼの名シーンのように教卓までの道ができた。もうこのクラス内の出来事は音無さんの思うがままですね。

　音無さんは教卓に身を乗りだして、なにかを読んでいるようだ。

　僕はその後ろ姿を眺ながめている。

　身を乗りだしているせいか、ちょっとだけスカートの裾すその位置が上がっている。

　べつに中が見えるわけじゃない。ギリギリというほどですらない。スカートの長さ的に、どうやったって見えない。

　ほんのちょっとスカートの丈たけが上がっただけなのに、気になってしょうがない。

　男とは悲しき生物よのう。

　はた、と気づく。

　なぜかみんなに見られている。な、なんだよ。なにもしてないじゃん。覗のぞこうだなんて思ってないって。本当だよ？

　あ？　違う？　そういうことじゃない？

　男子からは嫉しつ妬とと怒りの視線。視線だけで相手の感情が分かるようになってきた最近の自分が悲しい。最近このテの視線をよく受けるからな。

　対して、女子からは汚いものを見るような視線。一体どういうことだろうか。

　高たか見み沢ざわが手招きをする。

「良りよう人とくーん」

　な、なんだよ気持ち悪いな。いつも呼び捨てじゃんか。

　天あま池ちが高見沢に続く。

「ナースが大好きな良人くーん」

　おいおい。個人情報だぜ？　みんな聞いてるんだぜ？

　さらに久く住ずみも。

「しかも色は断然ピンクがいいとか、完全に二次元の影えい響きようでナースが好きになった常つね村むら良りよう人とくーん」

　なんなんだよおまえら！　人の情報垂れ流しにしてんじゃねーよ。

　教卓にいた人たちがみんな僕を見ている。

　その中央にいる音おと無なしさん。彼女も僕を見ていた。ものすごく冷たい目で。

　分かったよ。行くよ。行けばいいんでしょ？

　あー、嫌いやな予感しかしない。

　嘉か保ほうさんが持ってきた紙。おそらく新聞だろう。

　僕を呼ぶということは、書かれているのは僕についてのなにかなんだろうな。

　そして、嘉保さんが授業をサボってまで仕上げたということは、なんかとんでもないスクープを手に入れたということか。

　なんだろう。最近、僕、なにかしたかな。

　やましいことはなにもしてないはず。っていうか、撮られた記き憶おくもないし。

　重い腰を持ち上げて、重い足を引きずって、心まで重くして、教卓の前まで歩み寄る。なおも視線を一手に引き受けながら。

　教卓の上に広げられた、一枚の紙を視界に入れる。

　なっ…………こ、これは！

　視界には入れたが、思考が止まる。

　目に入ってきたものが、なんなのかよく分からない！

　見出しにでかでかと書かれている『あの噂うわさの人物に二ふた股また疑ぎ惑わく』の文字。

　大きく掲載された二枚の写真。

　一枚目は、一組の男女が写っている。黒い線が目のところに入っているが、どう見たって僕と音無さんだ。そう、僕が音無さんをお姫さま抱だっこしているシーンだ。

　二枚目は、かなり遠くから撮ったのだろう。ぼやけてしまっていて分かりづらいが、僕らしき人物と、黒っぽい服を着た長い髪の女性が公園のベンチに座っているところだった。女性はちょうど手を顔にあててるところらしく、誰だれなのか分からない。

　ごていねいに撮影した日時までしっかりと掲載されている。同じ日だ。昨日だ。

　どういうことだよ。

　なんでこんな写真があるんだよ。

「あの、その」

　言い訳をしなくては。逃れるための言葉を、噓うそでもいいから吐かなくては。

　どどどっどうしよう。

　慌あわてる僕にかけられた言葉は…………

「もー、いつの間に撮られてたんだろうね、常つね村むらくん」

　あれ？　アイドルスマイル全開の音おと無なしさんである。

「昨日ね、ブログにも書いたと思うんだけど、イベントの打ち上げがあったんだ。その時の罰ゲームの写真だよ、これ」

　音無さんが言い訳をしてくれるなんて！　そりゃそうか、自分のスクープ写真でもあるんだもんな。

　音無さんの言葉を聞いて、やっと周囲の空気が弛し緩かんする。

「なーんだ、そっか」

「そりゃそうだよな」

「音無さんが常村となんて、ありえねえよな」

　ありえねえとか言うなよ。ありえねえけど！

　よかった、よかった。男子からは相変わらず、うらやましいなコイツって視線を頂ちよう戴だいしているけど、こちらはいつも通りだし。もう慣れた慣れた！

　いて、足踏ふまれた。

　いて、脇わき腹ばら殴なぐられた。

　ははは、ヤメロヨ、ミンナ。

　それにしても、嘉か保ほうさんにも困ったもんだ。神出鬼没にもほどがあるだろう。

「さ、みんな！　掃除しちゃおうよ。あたし、この後、仕事で事務所に行かなくちゃいけないしさ！」

　音無さんの一言で、教卓前に集まったクラスメイトが解散していく。

　僕と音無さんも、自分の席まで一度戻る。

「ねえ、素人しろうと」

「ん？」

「あんまり覚えてないんだけど、なんでこんなことになったの？」

　言いながら指をさすのは、僕が音無さんをお姫さま抱だっこしている写真。

「音無さんがやれって言ったんじゃん」

「言うわけないでしょ？　あたしが、こんな、乙女チックなこと」

　どうやらちょっと……いや、かなり恥ずかしいらしい。そりゃそうだ。やってる側の僕だって恥ずかしいわ。しかもそれを写真に撮られたんだから。

「本当だって。音無さんが、お姫さま抱っこじゃなきゃヤだって」

「う、噓うそじゃないでしょうね？」

　頰ほおをほんのり赤くしながら、じとっと僕を見る。

　疑ったのは一いつ瞬しゆん。僕の考えてることを当てるのが得意な音無さんは、すぐに真実を言っていることに気づいたようだ。

「はあ、最悪」

　見るからにがっくり、といった様子。

「スタッフさんたちも、みんなケータイで撮ってたよ？」

「マジで？　うわー。人生で最大の汚点だわ」

　そこまで言うか。

　まあでも、音おと無なしさんのフォローのおかげで大事にならずに済んだし。

　よかったよかった。

「で、こっちの女の子は誰だれ？」

　本当によかったよか…………はい？

　音無さんは新聞を手に、僕に見せつけるようにして、一枚の写真を指さしている。

　一難去ってまた一難。視線という名の針のむしろから逃げだした僕だが、まだ地獄からは脱出できていないらしい！

　そ、その写真は。

　まあ、その。

　天あま乃の川がわさんと僕だね。昨日の夕方っていったら、その答えしかないよね。

「昨日の夕方かあ。あたし、仕事中だったなあ。いいわねえ、素人しろうとは。好きな時間にデートできるんだから」

「いや、デートとかそういうんじゃなくって、あの…………」

「ぼやけててよく分からないけど、ちょっとかわいい感じの女の子なんじゃない？　へー、あんたにこんなかわいい女の子の知り合いがいたなんてねえ？」

　あれ？　もしかして音無さん、この写真に写ってるのが天乃川さんだって気づいてない？

　ぱーっと、希望の光が差し込んできた。

　親しん戚せきの女の子とか適当なことを言ってしまえば、逃げられるかも。だって、誰にも分からないんだから。

「あら、これ、わたくしですわね」

　そうそう。こんな風に、本人が登場して証言しない限りバレないって。

　って、えぇ!?

「天乃川さん!?」

「しぐれ!?」

　驚おどろく僕と音無さんを、ふんわりとした笑顔で迎える天乃川さんである。昨日見たのと同じゴスロリだが、細かいところの作りが違う。一体何着持っているのだろうか。高いんじゃないの？　こういう服って。

「しぐれ、どうしたの？　こんなとこに」

「まどか、この後、事務所に行くのでしょう？　わたくしも同じでしたので、ついでと言ってはなんですが、ご一緒しようかと」

「よく学校の場所、分かったわね」

「ええ、芹せり沢ざわさまに教えていただきましたので」

「そう…………え？　いや、あんた学校は？」

「お休みいたしましたわ」

　ただただ普通の会話をしているだけなのに、どうしてこの二人は絵になるのだろうか！

　教室にいる人たちもみんな静かに聞いてるし。他ほかのクラスのやつまで、教室を覗のぞき込んできてるし。

　それを気にしてか、音おと無なしさんは急に小声になった。

「あんたね……もうちょっと、ちゃんと学校行きなさいよ」

「大だい丈じよう夫ぶですわよ。出席日数は足りていますし。試験でも、指導していただいている先生がたを黙もく認にんさせるだけの点数はとっていますから。あと、仕事ばかりで学校に友人はあまりいませんしね」

　勉強の話をされると分ぶが悪いよね、音無さんは。「まあ、あんたがいいならいいけど」と、それ以上の追及はやめたようだ。

「てゆーかさ、これから事務所行くのにまたそんな服着てきて。芹沢さんに怒られるわよ？」

「よいではないですか。今日は人前に立つお仕事ではありませんし」

　どうやら天あま乃の川がわさんは、ゴスロリを事務所から止められているらしい。まあ、イメージとかけ離れてるからねえ。

「そもそも、迎えにくるなんて、どういう風の吹き回し？」

「さきほど言った通りですわ。ついでです。本当の目的は────」

　天乃川さんが僕を見る。

「良りよう人とさまにお会いしたかったので」

　おっと、天乃川さん。

　急に、な、な、なにを言いだすんだ。

　ぼ、ぼ、僕に？

　そ、そんな目で見ないでください。ドキッとするから。

　それから、教室にいる聞きき耳みみを立てていた男子たち。そんな目で見ないでください。ゾクッとするから。

　ほら、みんな、掃除しようよ。当番じゃない人は、教室から出ていこうよ、邪じや魔まになるから。

「良人さま、昨日は本当にありがとうございました。これ、つまらないものですが」

　天乃川さんは袖そでに手を入れると、ごそごそと紙袋を取りだした。

　って、紙袋!?　結構大きいよこれ！　ど、どこに入れてたの？

　啞あ然ぜんとしながらも、差しだされたので紙袋を受け取った。

　べつにいいのになあ。「逆に気を遣つかわせてしまったみたいで、すいません」と言う僕に、再び音おと無なしさんの言葉が。

「へー、本当に昨日、二人でいたんだ。ふーん。そうなんだ？　あんたたちずいぶん仲良くなったのね」

「さ、さあ！　掃除しようか、音無さん！」

　天あま乃の川がわさんのマジックのことは秘密だしな！　変なことを言ってボロが出る前に、話を変えてしまおう！　僕ら、掃除当番だしね！

「すいません、天乃川さん。すぐに掃除終わらせちゃいますんで！　ちょっと待っててくださいね」

「あら、良りよう人とさま。このお写真は？」

　うげ。

　天乃川さんが見つけてしまったのは、例の、僕が音無さんをお姫さま抱だっこしている写真である。

「あらあらあら」

「いや、あの！　違うんですよ、天乃川さん！」

「違うのよ、しぐれ！」

　音無さんも急に慌あわてだす。

　二人して、「これは」とか「あの」とか「えっと」とか言うが、なかなか次の言葉が出てこない。

「まどかも、うれしそうな顔してますわ」

「してないわよ！　って、重要なのはその話じゃなくて。昨日、なんであんたたち一緒にいたのよ」

　あれ？　音無さんが矛ほこ先さきを僕に変えたぞ。変えたというか、標的を強引に変えた感じ？

「良人さま、これはどういうことですか？」

　天乃川さんもですか？　音無さんにじゃなくて、僕に訊きくんですか？

「素人しろうと、答えないとどうなるか、分かってるわね？」

　矛先、全部僕？

　どうって言われても。なんも言えねえって。

　な、ナニコレ。珍ちん百ひやつ景けいってやつですね、分かります分かります。

　僕が女性二人に問い詰められているなんて。まるで浮気がバレた男みたいじゃないか。一生ありえないシチュエーションをいま、味わっています！　まったく経験したくなかったけど！

「素人！」

「良人さま」

　え、あの…………。その、これは、あの。

　頭の中がパニーック！

　……………………逃げちまおうぜ。頭の中の悪あく魔まがそそのかす。

　……………………逃げたほうがいいよ。頭の中の天使がささやく。

　満場一致で次の行動が決まった！

「あ！　待ちなさい素人しろうと！」

　掃除当番なんて知るか！　あとは音おと無なしさんと天あま乃の川がわさんで話し合ってください！　僕がいなくても、きっと大だい丈じよう夫ぶだから！

　走って教室後方のドアを開ける。

「待ちなさいって言ってんでしょ！」

　後ろから音無さんの声。みんなに聞こえるほど大きな声ですけど、アイドルを演じなくていいんですかね!?

　ドアを力いっぱい開けて、廊下へと飛びでる。

「ふむ」

　だがしかし！　僕の肩を誰だれかが摑つかんだ。

「いててて」

　すごい力だ！　そこは昨日警官に摑まれたところだから。ちょっとアザになってるから優やさしくして！
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　まったく、どこの誰だれだよ！

「君、レディが待てと言っているのに逃げるとは、どういうことだ？」

　あれ？　この人、うちの制服じゃない。

　でもどっかで見たことあるような。うちの学校の生徒じゃなくて……どこだったっけ。

「あら、お兄さま」

「しぐれ、ここにいたか。なかなか帰ってこないから、迎えに来たぞ」

　お兄さま？　天あま乃の川がわさんの？

　あ、そうか。この人もしかして。

「天乃川流りゆう星せいさん？」

　音おと無なしさんのつぶやきが聞こえる。僕とまったく同じ予想をしていたようだ。

　美少年。いや、美青年か。

　端正な顔立ちに、切れ長の目。少女漫画に出てきそうなイケメンさんである。

　真っ白なシャツの胸元はこれでもかと開けられていて、同性なのになぜか視線が引き込まれる。

「みなさん、こんにちは！」

　体操のお兄さんのような爽さわやかな笑顔で、教室中に響ひびくような挨あい拶さつ。

『きゃあああああああああああああ』

　女性陣の黄色い歓声で教室が……いや、校舎が揺ゆれる。

「声援ありがとう！　ボクも君たちに会えてうれしいよ」

　超がつくほどのイケメンさんが、白い歯をきらりとさせながら教室へと入ってきた。もちろん、僕は捕まったままである。

　流星さんは、そのまま音無さんの前まで歩いていく。そこまでいって、ようやく僕を離してくれた。

「君が音無まどかクンかい？　初めまして。天乃川流星です」

「あ、は、初めまして。音無まどかです」

　きょとんとしていた音無さんだけど、名指しで挨拶されたので慌あわてて返した様子。

　あれ？　たしか、音無さんと天乃川さんの兄妹きようだいは同じ事務所だったはず。同じところに所属していても、あんまり会ったりはしないのかね。

「妹がいつもお世話になっているね。ああ、そんなにかしこまらないでくれたまえ。歳としはボクのほうが上だが、芸歴は君のほうが長いのだから。かといって、ボクがかしこまってしまうと、君も困ってしまうだろうから、普通にさせてもらうよ。君の活躍はいつもいろんなメディアで拝見しているよ。…………うん、さすがだ。制服姿もキュートだね」

「は、はあ…………。ありがとうございます」

　さらっと褒ほめてきた流りゆう星せいさんに、戸と惑まどいながらも答える音おと無なしさん。

　さらに流星さんの追撃。

「古来より、美しい人のことを『立てば芍しやく薬やく座れば牡ぼ丹たん、歩く姿は百ゆ合りの花』と言うが……いやはや、君はどんな花よりも美しい」

「そ、そんな。褒めすぎですよ。あはは」

　あれ？　どうしちゃったの音無さん。なにをもじもじしちゃってんの。もしかして本気で照れてる？　音無さんらしくないじゃないか。こんなクサイセリフ、ふだんなら鼻で笑って流すところでしょ？

　なおも流星さんは続ける。両腕を広げて。

「ああ光よ。もっとボクらを照らしてくれ！　そして少しでも早く、まどかクンの美しさをこの目に映しておくれ！」

　本気で焦あせった風の音無さん。頰ほおが赤いんだけど。なにを真に受けてんだよ。

「まどかクン、妹から話は聞いているよ。これから事務所へ行くのだろう？　もしよかったら、ボクの車で送らせてくれないかい？」

「あ、ありがとうございます。でも、あの…………」

「どうかしたかい？」

「あたし、今日掃除当番で」

「おおそうか。掃除当番か。いいね。学生っぽくて。まさに青春だ。よし、分かった！　ボクも手伝おう！」

「い、いえ、それは結構ですから」

「いいんだよ、まどかクン。人手は多いほうが早く済むだろう？」

　はっはっはっ、と流星さんは笑う。

「えっと、じゃあ、お願いしようかな…………ね？」

　ね、って。そこで僕にふられても…………。

　まあ、いいんじゃない？　この人がやりたいって言ってるんだから。

「じゃあ、えっと、流星さん」

「なにかな？　まどかクン。なんでも言いたまえ。君のためなら、なんだってしよう。そうだ、業者を呼ぼう。電話一本ですぐに来てくれるよ。君の美しさに見合うだけの清潔な教室にすることを約束しよう！」

「普通に教室を掃除するだけですから！」

　止めようとする音無さんに、ちっちっちっと人さし指を振ると、流星さんは本当にケータイを取りだした。やばいって。この人本気だぞ。

「お兄さま」

「ん？」

　流りゆう星せいさんを止めたのは、妹の天あま乃の川がわさん。ケータイを操作する流星さんにそっと自身の手を添えて、「あちらを」と微笑ほほえむ。

「お兄さまのファンの方々が、お待ちですよ」

「む、そうか。よし、ちょっと行ってこよう」

　さっきからキャーキャー言っている女子の集団へと、流星さんは歩いていく。

「お兄さまが失礼いたしました」

「いえ、いいんですよ。天乃川さん」

　そんなに申し訳なさそうにしなくていいんですよ。天乃川さんなら大歓迎です。

「あの、良りよう人とさま。苗みよう字じですと、お兄さまと区別がつかないので、わたくしのことは名前で呼んでいただけませんか？」

「え…………は、はい。しぐれ、さん」

　うわあああ、緊きん張ちようする！

　名前を呼ぶだけなのに！

　いままで苗字で呼んでいたから、その分慣れてなくて呼びにくいんだけど、でもなんかうれしいような、やっぱり恥ずかしいような！

「なに二人して赤くなってんの？」

「え？　いや、赤くなんかなってないから！　音おと無なしさん！」

　あ、赤くなってるかなあ？　手を頰ほおにあててみるとほんのり温かい。けど、それくらいだよなあ？

「あー、なるほどね。そんな感じで昨日も一緒にいたんだ？」

「さ、さあ！　掃除しようか、音無さん！」

　音無さん、勘かんがするどいからなあ。下へ手たなこと言ってバレる前に、話題変えておこうっと。

「ほら、音無さん！　他ほかの当番の人ももう始めてるしさ、僕らだけサボってるわけにはいかないって」

「む…………それもそうね」

　さすが、外そと面づらのいい音無さん。いまの状況を把は握あくしたようだ。

「良人さま、わたくしも微力ながらお手伝いさせていただきますわ」

　秘密を共有するしぐれさんが僕に賛成してくれたので、音無さんの追及から逃れることができそうだ。

「そんな、いいですよ、しぐれさんは」

「お兄さまも申し上げた通り、人手は多いほうがよいですから」

　そう言って、しぐれさんは近くの机に手をかける。

「んっ…………んんん、うんっ」

　しぐれさんは、机を運ぶ作業を手伝ってくれようとしているのだが。

「しぐれさん…………？」

「相変わらず非力ね、あんたは。ゲームの収録とかじゃあ、広こう辞じ苑えんみたいに重い台本だってあるでしょ」

「分冊しているので台本は大だい丈じよう夫ぶなのですが…………はあ、はあ」

　ああ、机が重すぎたか。

　しぐれさんくらいお淑しとやかな女性だと、やっぱり机は重すぎるよね。

　異論は認めない。きっと机の中に、とんでもなく重たい物が入ってたんだよ。

「それに、今日はちょっと筋肉痛もありまして」

「筋肉痛？　あんたが？　めずらしい。運動でもしたの？」

「ええ、先日、納なつ豆とうをかきまぜたせいで」

　どんだけかきまぜたんだよ！

　十キロくらいの納豆をでっかい木の棒とかでぐるぐるやってたんかね!?

　おっと、ついついツッコんでしまった。

　きっと、あれだ。スタッフさんに納豆を振る舞うため、大量にかきまぜたんだろうね。納豆を振る舞うシチュエーションにどうなれば行き着くのか、いささか不思議ではあるが。

「あの、しぐれさん。机を運ぶのは僕らでやるんで……えっと、じゃあどうしようかな」

「すみません…………。では、わたくしは机でも拭ふいていますね」

　うーん、べつに、手伝ってもらわなくてもよかったんだけど。まあいいか。本人がやりたがってるし。

　何枚かあるぞうきんの中から、一番きれいなものを渡す。

　ようやく僕らも掃除開始だ。

　べらべらしゃべりすぎちゃったな。よーし、サボってた分を挽ばん回かいせねば。

　それにしても、教室の中に人が多いなあ。邪じや魔まだなあ。掃除してるだけだって。見てるんなら手伝えよ。

　ちらりと流りゆう星せいさんのほうを向けば、女子たちと談笑する姿が。もう掃除することなんて完全に忘れてるだろ、あの人。

　心の中で文句を言いつつも、机を移動させていく。

　さて次の机、と探したところで、音おと無なしさんと目が合った。

　僕と目が合って三秒。音無さんはただ立っているだけで、なにかをしている風ではない。

　確認しておこう。音無さんは、掃除当番だ。間違いない。なのに、こいつはなにをしてるんだろう。こっちはサボってた分、人一倍がんばっているというのに。

「音無さん、なにやってんの？」

「見て分からない？」

　つまさきから頭のてっぺんまで、ゆっくりと見る。

　制服姿の音おと無なしさん。か、かわいい……………………じゃなくて。

「見ても分からないから訊きいてるんだけど」

　どっからどう見ても、突っ立っているだけのように見受けられるのだが。

「掃除よ」

「どこが!?　どの辺を掃除してるの!?」

「やろうとはしてるのよ」

「じゃあ、態度で示してもらっていいかなあ！」

　僕がツッコむと、音無さんはすぐ近くにあった机に手をかける。運んでくれるのかな。

　やっとやる気になってくれたのか。しぐれさんと違って、音無さんだったら机のふたつやみっつ、一気に運べるんじゃない？

　しかし、音無さんが机を持ち上げる直前で、高たか見み沢ざわが現れた！

「音無さん、重いでしょう。俺おれがやりますよ！」

「え？　いいの？　ありがとう、助かる！」

　高見沢が机を運んでいくのを見送ってから、今度はＴ字ほうきを手に────。

「音無さん、これは俺が！」

「ありがとう、天あま池ちくん！」

　ならばと、ぞうきんを。

「音無さん、そのような手が汚れてしまうような仕事はこっちでやりますから！」

「ありがとう、久く住ずみくん！」

　ダメだ。

　なんていうか、うちのクラスの男子はもうダメだ。

　とくに僕の友達がダメすぎる。

　音無さんは両手を腰にあてて、僕のところに戻ってくる。

「どう？　態度で示してみたけど」

「もう、イイデス」

　音無さんの代わりに、男手がみっつ手に入ったと前向きに考えよう。

「ねえ、それよりさ、昨日って…………」

　しまった、またその話題か！

　なんとかして逃げる術すべは…………。

「常つね村むらくん！」

「はい！」

　誰だれだい？　いきなり名前を呼ばれてびっくりしたぞ？　しかしナイスタイミングだ。

　あれ？　和わ田だ先生。さっきいなくなったのに。なにしに戻ってきたんだろ。

　先生に呼ばれちゃったんなら、行かないといけないよな。しょうがないじゃん。だから音無さん、そんなに睨にらまないで。

「なんですか、先生」

「黒板の上の蛍けい光こう灯とうが切れかけてるから、交換しとコウカン？　なんちゃって！」

「あ、はい、分かりました」

　蛍光灯を替えろってことね。はいはい、分かりました分かりました。

「常つね村むらくん…………」

「な、なんでしょう」

「なんで先生にはツッコんでくれないの？」

　なんでって、先生のダジャレには、周囲を凍り付かせる特殊効果がついてるんですよ？　そこにツッコんでも、一緒にすべったみたいになっちゃうだけなんですもん。

　だいたい、背が高い人はいっぱいいるのにわざわざ僕に頼むってことは……もしかして先生、ラジオ聴きいたのかな。

「じゃ、やっときますんで」

「…………………………………………よろしくね」

　すっごい不満そうな顔をしながら、和わ田だ先生は帰っていった。

　なんとか先生のダジャレを乗り切ってから振り向くと、まだ僕を睨んでいる音おと無なしさんが。

　よ、よし、さくっと交換しちゃうか。

　上うわ履ばきを脱いで教卓にのぼる。

　ん？　なんか違和感が。足が冷たい。

　じわっと、靴くつ下したに染しみてくるような────

「うわっ……っと」

　どういうわけか、教卓の上がびしょびしょだった！

「うわ、うわ、うわ!!」

　すべってバランスを崩くずす。

　やべ、落ちる。

　どんがらがっしゃーん、とマンガみたいな音をたてて僕は落っこちた。

　ほうきで床を掃くため、教室の前方に集めていた机やイスを巻き込んで。

「いてててて」

　なにかが僕の上に乗っかっている。

　机だろうか。イスだろうか。

「ぶっ──────」

　女の子だった！

　しかも、僕の眼前におしりを突きだすような格好で！

　制服のスカートがめくれあがり、目の前で！　至近距離で！　まのあたりで！

　……………………獅し子しが吼ほえていた。

　いや、パンツはパンツなんだけど。バックプリントっていうんだっけか。

　くまさんとかだったらさ、ちょっと子供っぽいけど、かわいいなあってなるじゃない？　違うんだよ。

　獅子なんだよ。リアルな。

　雄お々おしく、猛たけ々だけしく、女性用の下着なのに、なぜか男前なパンツ。むしろ漢おとこ。

　なぜこんなところに女子生徒が。なぜこんな下着を身につけているのか。

　机と机の間に隠れていたとでもいうのか。これが勝負下着だとでも言うつもりなのか。

「えっと…………」

　僕が声をかけると、女生徒も気づいたようで、ばっと体を起こす。

「うお、ふがががが！」

　獅子に鼻を嚙かみつかれた！

　って、違うわ！　思いっきり僕の顔に乗っかってきた！

　で、ほら。体の部位的に、鼻を挟はさまれた感じになったわけデスヨ。

「────────っ!!」

　なぜか、びくんっと跳はねるように体を起こした女生徒が僕から離れる。

　いやあ、いい目に…………じゃなかった、酷ひどい目に遭あった。

「良りよう人とさま、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ、しぐれさん。大丈夫です」

「ごめんなさい。わたくしのしぼりが甘かったから…………」

　そ、そうか。非力なしぐれさんがぞうきんをしぼったからか。しぼりきれずに教卓を拭ふいたからびしょびしょだったのか。

　それで僕はすべって、机と机の間に身を潜ひそめていた女子生徒とくんずほぐれつか。

　相手は誰だれだったんだろう。

　不運な事故だったとはいえ、恥ずかしいことになってしまったんじゃないだろうか。

　僕も体を起こして、相手を見る。

　あー、なるほど。この人か。

　この人なら、なんであんな机の間にいたのか理解できるわ。

「…………えっち」

「いや、違うんだ、嘉か保ほうさん」

　首から一眼レフのカメラを下げた嘉保芽め愛あ璃りさんである。

　おおかた、しぐれさんと流りゆう星せいさんの騒さわぎを聞きつけて潜入取材でもしていたんだろう。さっき出ていったばっかなのに、いつの間に戻ってきたんだろうか。

「…………見た」

「うん、ごめんなさい。それは、えっと、事故とはいえ、ね」

「…………さわった」

「それは、僕だけの責任じゃないっていうか」

「…………かいだ」

「かいでない！　それは断言させてもらう！」

　相変わらずの無表情のままで、僕を非難する嘉か保ほうさん。

　感情のこもっていない視線から逃れるために立ち上がると────

「きゃああああああああああああああ」

　今度はどうした！

　これは、音おと無なしさんの声か？

　音無さんが悲鳴をあげるなんて！　なにか大変なことでも起こったのだろうか。

「流りゆう星せいさんが、頭を抱かかえながらブリッジ状態で鼻血が噴水のように！」

　なにがあったの!?

　音無さんの説明を聞いても状況がさっぱり理解できない！

　駆け寄る僕に、しぐれさんがこっそりと教えてくれた。

「お兄さまは女性が本当に大好きなので…………。さきほどの御お方かたのショーツを見てしまい、興奮したのではないかと。アイドルという立場を考こう慮りよし、あまりそういうものに触れる機会がなかったために、免めん疫えきがまったくないようなので」

　それにしたって、パンツ見たくらいで鼻血出すなよ！　男子校出身か!?　いや、いくら男子校出身でもそりゃないって！

　しかもあれだぞ？　獅し子しだぞ？　透けてもなけりゃ、Ｔでもないし、ひもでもないぞ？

「音無さん、とりあえず大だい丈じよう夫ぶみたい。たいしたことじゃなさそうだし」

　介かい抱ほうはしぐれさんに任せて、音無さんに事情を話す。

「パンツを見て興奮して鼻血出しちゃったんだって」

「…………はあ？　なに言ってんの？　あんたじゃあるまいし」

「いや、本当だって。妹のしぐれさんが言ってたんだから。あと、僕じゃあるまいしってどういうこと？」

　アイドル声優といっても、やっぱり男なんだな。少々いきすぎなところもあるけど。

　イケメンってだけで勝手に敵視してたけど、少しだけ親近感がわいた。

　音無さんは僕の質問を完全に無視して、眉み間けんにしわを寄せる。

「だって、パンツ見ただけで鼻血って、マンガじゃないんだから」

「まあ、ほら。そこは男だし、ね。音無さん」

　いやあ、情けないよね。

　イケメンなだけに、余計にかっこ悪いよね。ぷぷぷっ。

　どんなに見てくれがよくても、中身まではそうそううまくいかないってことさ。

　音おと無なしさんも、「そうね……」とつぶやいてるし、分かってくれたかな。

「汚れきった素人しろうとと違って、純情な人なのね」

　なぜそこで評価が上がるのか。

　イケメンって得だなあ、おい！　やっぱ敵だ。くっそぅ。

　この世の理り不ふ尽じんにツッコミをいれながら、流りゆう星せいさんを見る。やっと気がついたようだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか、お兄さま」

「ああ、しぐれか。うん、問題ない」

「これをどうぞ、お兄さま。鼻血をお拭ふきになってください」

「ありがとう…………」

　しぐれさんが渡した布で、流星さんは顔を拭く。でも、それって…………。

「くさっ！」

「あら、ごめんなさい、お兄さま。それはぞうきんでしたわ」

「あああああああ。ボクのきれいな顔が！」

「女性の下着を目撃して噴きでたお下劣な鼻血を拭くぐらい、ぞうきんで充分ですわ」

　しぐれさんは流星さんの顔をがしっと摑つかみ、ぞうきんをこすりつけ始めた！

「うががががが、ちょ、しぐ…………ぺっぺっぺっ。うげ、なにか口の中に入ったぞ」

　し、しぐれさん、やりすぎじゃないかな。いくら兄妹きようだいだからって、怒られちゃうんじゃないかな。

「はい、きれいになりましたよ、お兄さま」

「む、きれいになったかい？」

「はい。お兄さま。お顔がとてもおきれいです」

「ふむ、そうか。よし、ならばいい」

　いいんかい！

　流星さんは何事もなかったかのように立ち上がる。

　まったく、全然掃除が進まないじゃないか。

　流星さんも問題なさそうだし、そろそろまじめに掃除しようよ。

「…………はあ。じゃあ、掃除を再開しましょうか」

　この調子でやってたら、いつまでたっても終わらないぞ。

「待て、少年」

「なんですか！」

「髪型が崩くずれてしまった。直してくる」

　有無を言わせず、教室を出ていく流星さん。

　もう、帰ってこなくていいです…………。




　普通にやっていれば十五分ちょっとくらいで終わるところを、倍の三十分近くかかってやっと掃除が終わった。

　その間、野や次じ馬うまは集まる一方。

　ただ掃除をしていただけなのに、減るどころか増えまくっている。

「じゃあ、あたしたち、このまま事務所に行くから」

　カバンを肩にかけて音おと無なしさんは言う。

「あ、ああ。うん。じゃあ、僕は帰ろうかな…………」

　掃除が終わって友人三人の姿が見えなくなったけど、きっと野次馬の中にいるのだろう。探して、どっか遊びに行くのもいいかもしれない。

　と、思っていたら。

「良りよう人とさまもご一緒しませんか？」

　ぱん、と軽く手を鳴らして、しぐれさん、なにを言ってるんですか。

「いや、僕が行っても…………」

「わたくしとまどかが今日事務所に伺うかがうのはですね、次のイベントで着るお洋服の衣装合わせをするためなのです。そこでなのですが、もしよろしければ良人さまにも見ていただいて、感想をいただけたらなあと」

「ちょっとしぐれ。こんなやつの感想なんて、参考になるとは思えないんだけど」

「わたくしが、良人さまの感想をいただきたいんです！　まどかには関係ないでしょう？」

「あー、はいはい。関係ないわね。じゃあ好きにすれば？」

「本当はまどかだって見てほしいのでしょう？」

「はあ？　なに言ってんの？　衣装はファンのみなさんのためのものでしょう？　こいつ一人喜ばしてどうなるっつーのよ」

　えっと、どうすればいいのかな。

　迷っている僕に助言をくれたのは、意外にも流りゆう星せいさんだった。

「すまないが、そろそろ時間がないので急いでもらっていいかな！　それから、年長者として少年にひとつアドバイスだ。レディの頼みは、どんな内容でも断るものではないぞ？」

　時間がないのはあんたのせいのような気もするんだけど…………まあ、いいか。

「すみません、流星さん。いま行きます」

　小走りで流星さんのところへ行く音無さん。なぜか振り返って舌をつきだした。いや、僕はなにも言ってないんですけど。

　そんな音無さんの様子を見て、しぐれさんはなぜか熱い息を吐きだした。

「はあ…………まどか、かわいいですわね」

「はい？」

「なかなか飼い主に慣れない子犬みたいでかわいいじゃないですか」

　かわいい…………かなあ？　音おと無なしさんみたいな猛もう犬けんをからかって遊ぶなんて、しぐれさん意外とＳなんですね。

「では、参りましょうか」

　こうして、僕も一緒に事務所まで行くことになったのである。




　流りゆう星せいさんの車で学校から事務所まで三十分ほど。

　僕はあんまり車に詳しくないけど、流星さんのはおそらくスポーツカーというやつだろう。派手だけど、かっこいいけど、乗る人を選ぶ車だと思う。

　だって、ドアが上に開くんだぜ？　そこにどんな意味があるんだよ。

　ゴールデンウィークの最さ中なかだというのに、運よく道もすいていた。

　そんななか、並走する車の運転手たちが、必ずこちらを見ていたっけ。車、派手だもんな。

　ちなみに、流星さんの車の助手席は女性しか乗ってはいけないらしく、音無さんがそこに座った。僕としぐれさんは後部座席だった。

　後部座席に座る僕に見せつけるように、音無さんと流星さんは仲良さそうにしゃべっていた。昨日のこと、根に持ってんのかな？

　僕は緊きん張ちようしちゃって、しぐれさんとゆっくりおしゃべりなんてできなかったのに。

　はあ…………なんだか精神的に疲れた。

　そんなこんなで事務所に着いて、最初に迎えてくれたのは芹せり沢ざわさんである。

「ああ、まどかにしぐれちゃん、来たわね。って、良りよう人とくんも？　それに流星くんもそろって。どうしたの？」

「やあ、芹沢さん。今日もおきれいですね。ここまでスーツをセクシーかつ凜り々りしく着こなす女性に、ボクは会ったことがありませんよ。その髪留めの蝶ちようも、おそらくキレイな花に引き寄せられて離れられなくなったのでしょうね」

「はいはい。いつもありがとうね、流星くん」

　さりげねえ、流星さん。挨あい拶さつのようにさらっと褒ほめるんだな。少しは見習ったほうがいいのだろうか。

「みなさまも、ごくろうさまです！」

　さらに流星さんは、フロア全体に行き渡るほどの大きな声で挨拶。

　爽さわやかだ。見習ったほうがいいんだろうな。「さすが流星さん。緊張して縮こまってるあんたとは違うわね」とか音無さんが言ってきたし。いや、そんなこと言われてもさ。言いたいことは分かるけど。

　僕がやってきた場所は、ごくごく普通のビルだ。

　こんなところに芸能事務所があったのかって驚おどろくくらいに普通のビル。

　建物の中も普通なのだが、変わったところといったら、壁かべという壁にポスターが貼はられているところくらいか。所属しているタレントや声優さんのものだろう。なかには、出演したアニメのポスターとかもある。

　部屋の四よ隅すみには観葉植物。

　その他ほかに目立つものといったら、でかいコピー機とか、それくらいだ。

　デスクごとにパソコンが置かれていて、そこだけ見ると普通の会社のイメージとなんら変わらない。まあ、基本は事務仕事という点で、やってることは同じなのかもしれないけど。

　僕が事務所というものを興味深く観察しているうちに、音おと無なしさんは芹せり沢ざわさんに状況の説明をしているようだった。

「しぐれと流りゆう星せいさんが学校まで迎えに来てくれて。…………で、なんでか分かんないけど、こいつも連れて行くってしぐれが言うから」

　親指で、こいつ、だって。

　まあ、なんで僕がここに来たのかってことについては音無さんと同じ気持ちだけど。

　音無さんのざっくりとした説明に、しぐれさんが補足をいれる。なぜか音無さんの陰に隠れるようにしている。ゴスロリについてだろうか。全然隠れられてないけど。

「あの、良りよう人とさまにも衣装の感想をいただこうと思いまして。ダメですか？　芹沢さま」

「ああ、いいんじゃないかしら？　年とし頃ごろの男の子の意見は、なかなか事務所やスタッフからじゃ聞けないし」

　言われてみればそうか。事務所で働いている人も、スタッフさんも、もう大人おとなだもんな。

　でも、商売相手の客はやっぱり中高生が多いわけだから、多少なりとも感覚の違いってのは出てくるのかもしれない。

　ラジオのスタッフさんとか、この業界の人がみんな若そうに見えるのは、そういうところが理由なのかな。若い人を相手に仕事をしているから、外見も中身も若く感じるのかも。

「まあ、それはそれとして、ちょっとしぐれちゃん？」

「は、はい。なんでしょうか、芹沢さま」

　ちょいちょいっと芹沢さんが手招きをすると、音無さんの陰からしぐれさんが出てきた。

「またそんな服着て」

「で、でも。今日は人前に出るお仕事ではありませんし」

「ちゃんと気をつけてね？」

「はい…………」

　僕も最初に見た時はびっくりしたっけ。でも、かわいいから僕は許す！　かわいければなんだっていい！

「じゃ、流星くん」

「はい」

「あなたはこっちで、打ち合わせね」

「いや、ボクもまどかクンの衣装について感想を…………」

「はいはい、あなたは忙しいんだから、こっち来てね」

「しかし！」

　芹せり沢ざわさんはこなれた手つきで流りゆう星せいさんの背中を押すと、小部屋のようなところに押し込んだ。扱い慣れているところを見るに、流星さんのマネージャーも、芹沢さんなのかもしれない。

「まどか、しぐれちゃん、衣装はいつものところに届いてるから、さっそく試してみて」

「はーい」

「かしこまりました」

　音おと無なしさんとしぐれさんは、慣れた足取りで廊下を進んでいってしまった。さすが芹沢さん。手て際ぎわが良すぎる。

　さて、僕はどうしたもんか。

「昨日に引き続きわざわざごめんね、良りよう人とくん」

「いえ、そんなことは」

　いま気づいたけど、スーツ姿なのは芹沢さんだけだ。パソコンに向かっている人や、難しい顔で資料に目を通している人、みんなラフな格好をしている。

「ちょっと、いい？」

　そんな芹沢さんが小声で僕に話しかけてきた。

「あ、はい」

「流星くんなんだけど…………」

　いまさっき流星さんを押し込んだ部屋のドアをちらりと見てから、芹沢さんは続ける。

「なんでまどかのところに？」

　はて。質問の意図がいまいち伝わってこないけど…………。

「えっと、しぐれさんが仕事で事務所に行くところだったみたいなんですけど、音無さんも同じ用があったことを思い出して、ついでに迎えに来てくれたとか」

「それで、流星くんの車で送ってもらったってことね」

「はい、そんな感じみたいです」

「あー、そっかあ。たしかにしぐれちゃんには学校の場所を訊きかれたのよね。良人くんにお世話になったから、どうしてもお礼がしたいって。まさか流星くんまで一緒に行くとはね」

　芹沢さんはなぜかヒールを床に叩たたきつけている。自分の失敗を悔くいているように見える。

　あ、タイルが割れた。

「流星くん、まどかに会ってどうだった？」

「どうだった、とは？」

　芹沢さんはメガネをくいっと直しつつ、ため息ひとつ。

「流りゆう星せいくんね、悪い子じゃないんだけど、ちょっとフェミニストすぎるところがあって。ほら、あの容姿でファンもいっぱいいるでしょ？　女の子のほうが放っておかないというか……。女の子に誘さそわれたら断れない性格のくせに、あんな…………いや、まあその話はいいとして」

　なにかを言おうとして、首を横に振る芹せり沢ざわさん。

「もちろん、この時代、アイドルの恋愛は御ご法はつ度となんて言うつもりはないのよ？　ただ、とっかえひっかえされても、イメージが……ね？」

　あー、うん。なんとなく分かる。

　流星さんの行動を思い返してみれば、なるほど。

「同業者同士ってだけで、周りからはあまりよく思われないのに、そこにきて同じ事務所に所属してる者同士ってのは…………。だから流星くんは、あまり事務所の娘こと会わないようなスケジュールにしてるのよ。ありもしない噂うわさをたてられても困るしね。ああ、誤解しないで。本当に、悪い子ではないのよ？」

　はあ、そういうもんなのか。

「でもって、まどかもまどかでね」

　ため息ひとつ、ずれたメガネを直して芹沢さんが言う。

「あの娘のお父さんがあまりにも偉大すぎてね。言い寄られるのに慣れてないのよ。とくにまどかはずっとこの業界で生きてきたでしょ？　身近にいた男共は父親にビビっちゃって、誰だれも必要以上に近づこうとしなかったってわけ」

　音おと無なしさんが流星さんのくっさいセリフに顔を赤らめてたのは、そのせいか。大人気アイドルの音無さんのことだから、男のあしらいかたは完かん璧ぺきだと思ってた。

「まあ、あの娘はプロ意識が高すぎるくらいに高いから、ファンの人相手だと、また別らしいけど」

　ああそうか。なんでもかんでも真に受けてるわけじゃないのね。

「で。どうだった？　まどか」

「そう、ですね…………ははは」

「はあ…………やっぱりか。流星くん、相手が女の子だと、とりあえず褒ほめるからなあ」

　芹沢さんはメガネがずれるほど落らく胆たんしてから、再度位置を直す。

「でも、不幸中の幸いかしら。あのまどかと、あの流星くんだものね。変なことにはならないと思うんだけど。ありがとう。ちょっと注意して見ておくわ」

「いえいえ」

「で、良りよう人とくんはどっちなの？」

　あれ？　なんかメガネのレンズがきらりと光ったような。

「ど、どっち、とは？」

「まどかとしぐれ。なんか、しぐれちゃんとはぐっと仲良くなってるみたいじゃない？　あ、二人ともってのはなしよ。マネージャーとしてというよりも、一人の女として」

「いや、そんな。僕なんて」

　昨夜ゆうべ、芹せり沢ざわさんがカバンから出した鎖の輝きを思いだして、背中に冷や汗がたらり。

「恋愛はしたほうがいいのよ。たとえ叶かなわなくても、演技の幅が広がるし。だから、私個人としては恋人を作るの推すい奨しようしてるの。もちろん相手にもよるけどね」

　レンズ越しの芹沢さんの瞳ひとみが、ひときわ鋭くなり僕を突き刺す。

「まどかを落とすなら、さっき言ったように、ちょっとクサイくらいのセリフで正面突破が有効よ？　まあ、良りよう人とくんの場合は、ファンの中の一人って捉とらえられてる可能性が高いから、そこをこえるのが大変かもしれないけど」

　いやあ、ファンの一人とも見てもらってないんじゃないですかね。

「っと、あんまり流りゆう星せいくんを待たせても悪いわね。そこの左側の部屋で待ってて。まどかたちには、着替えたらそこに行くように言っておくわ」

「分かりました」

「あっそうそう！　明日、ラジオの収録だったわよね？　私、明日は他ほかの娘このところに行かなくちゃいけなくて、まどかについていけないけど、よろしくね」

「あ、はい！　よろしくお願いします」

「じゃ、がんばってね」

　笑顔の芹沢さんにお辞じ儀ぎをして、僕は言われた部屋へ。

　四角い机とソファが並べられただけの、窓もない部屋で、僕は音おと無なしさんとしぐれさんを待つことになった。




　マネージャーの仕事って大変なんだなあ。

　自分が担当している人のことだけじゃなくて、その周りの人間関係にまで気を遣つかわなくちゃいけないなんて。ものすごく神経を使いそうな仕事だ。

　そういえば、流星さんってたしか、二は十た歳ちくらいだよな。そんな流星さんを「あの子」呼ばわりできる芹沢さんって、いくつなんだろ…………？

　実はそれなりの歳としなのかな。外見や話したイメージでは、大学生ですって言っても通用するくらいなんだけど。

　なんて考えていると、ドアの向こうから音無さんとしぐれさんの声が。

「入るわよ」

「失礼いたします」

　二人が部屋に入ってきた。

「おおぅ」

　思わず声が漏もれた。

　二人のアイドルさんが、僕の前に立つ。

　音おと無なしさんのほうはといえば、脚線美を惜しげもなくさらすミニスカートに、普段着としてもいいようなロングのＴシャツ。ただし、肩が片方だけ出ている。そこにちょっとドキッとする。

　日常的に、ちょっとおしゃれな女の子の友達としていそうな、親近感を抱いだかせる装よそおいだ。

　髪型も服装に合わせてなのか、サイドポニーに結って現れた。頭の右側に結うのか、左側に結うのかは、どうやらその時の気分らしい。今日は左側だ。

　活動的なイメージと相まって、音無さんらしさが全開である。

「で？」

「は…………え？」

「感想は？　そのために来たんでしょ？」

　音無さんが腰に手をあてて僕を見る。

　なんだ、音無さんも感想が欲しかったのか。

「すごくいいんじゃない？　その、段々になってるスカートとか」

「段々って…………あんたね、ティアードスカートっていうの。ちゃんと、スパンコールもついてるんだから」

「え!?　す、スパンキング…………？」

「そんなに叩たたかれたいなら、気の済むまで殴なぐってあげましょうか」

「やった！　って、違うんです。あ、やめて。すいません、冗談です！　な、なんて言ったんですか!?」

「スパンコール！　このキラキラしたやつのことよ」

「えっと、名前とかはよく分かんないけど、すっごくかわいいって！」

「やっぱ、あんたに感想訊きいても意味がない気がしてきた」

「あとは中身さえ完かん璧ぺきなら文句なしだと思うよ」

「あ？」

「いや、なんでもないです」

　あまりに衣装がかわいかったもんだから、つい本音が。

「良りよう人とさま、わたくしはどうですか？」

　しぐれさんは、黒を基調とした膝ひざ丈たけのワンピースである。

　派手になりすぎない程度についているフリルは、ゴスロリを彷ほう彿ふつとさせる。

　ほんのりと肌はだが透けるくらいに生地が薄いカーディガンを羽織っていて、袖そで口ぐちがフレアになっている。

　さらりと流れる長い黒髪によく合っていて、とても美しい。

「なんか、こう、高貴なお嬢さまって感じでいいじゃないですか」

「上を脱ぐと、一気にイメージが変わるんですよ」

　と言うと、しぐれさんが羽織っていたものを脱いだ。

　おおっと。

　はは、いやあ、これは、ちょっと目のやり場に困るというか！

　ワンピースの肩の部分はひもになっているだけ。

　胸元は大きく開いていて、豊かなものをお持ちの方だけに現れる谷間がっ！

　しぐれさんがくるりと回れば、背中もかなりの面積が見えてしまっているではないか。

　上品なお嬢さまが、一気にセクシーに。

　こ、これはたまりませんね。たまりませんよね？　はい、たまりません。思わず自問自答するほどたまりません。

「しぐれ、素人しろうとにサービスしすぎよ」

「ふふふ、気に入っていただけたようで、ありがとうございます」

　少し頰ほおを染めて、しぐれさんは微笑ほほえむ。

　その格好で、そんなにかわいい仕草を見せないでください！　いろいろなものが暴走しちゃう！

「しぐれ、ちょっと露ろ出しゆつしすぎじゃない？」

「イベント中に上着を脱ぐことはありませんから、大だい丈じよう夫ぶかと」

　そうですね。絶対に脱がないでください。そんな、どこぞの馬の骨共に見せるなんてもったいない！

　目の前で、音おと無なしさんとしぐれさんがお互いの衣装を見せ合っている。

　この二人の姿、他ほかのファンの人はまだ見てないんだよな。

　そもそも、この至近距離で、しかも二人並べて見れるって、どんだけ役得なんだよ僕。

「それに、それを言ったらまどかもですよ。スカート短すぎませんか？」

「大丈夫よ、下に見えてもいいのはくし」

「そうなんですか、どれどれ」

　しぐれさんの手が、音無さんのスカートに伸びる。

　僕の視線も、つられる。

　しぐれさんは音無さんのスカートの裾すそをちょこんとつまみ、そのまま上へ────。

　短すぎるスカートはあっさりとめくられ、その下に薄い桃もも色いろの布地が！

　眼球が取得した情報を、脳がフルパワーで処理。

「きゃあああああああああああああ」

　慌あわててスカートを押さえる音無さんの行動によって、魅み惑わくの光景が消えるまでのほんのわずかな時間は、脳内でスローモーションのように記き憶おくされる！

　しかし!!　たった一回のまばたきで、状況は一変。

「きゃあああああああああああああ」

　叫びながらも、音おと無なしさんの拳こぶしが僕を襲おそう。記き憶おくすることに精一杯だった僕に回避する余裕はなく、まともにヒット。

　あ、あれ？　おかしいな。殴なぐられた痛みが、さっきの記憶を強制的に上書きしていく！

　ぶっ倒れそうになるも、ちかちかする頭を振りながらなんとか体勢をたてなおすことに成功。

　ただし、記憶は曖あい昧まい。

　いま見たばっかりのものが、うまく思いだせない！

「なにすんだよ！」

「こっちのセリフよ！　なにすんのしぐれ！」

「ごめんなさい。いまも下にはいているものだとばかり」

「ねえ、なんでいまの状況で僕が殴られなくちゃいけないの!?」

「はいてるわけないでしょ！　ただの衣装合わせで！」

「あら。そこまでやらないと、衣装合わせの意味がないではないですか」

「おい、聞けって！」

「じゃあ、しぐれははいてんの？」

　む。

　なぜかしぐれさんが僕を見た。

「良りよう人とさま、確認、してみます？」

「ちょ、ちょっとしぐれ？　はいてるのよね？」

　音無さんの質問には答えず、しぐれさんはワンピースの両端をつまむと、少しずつ上へと持ち上げていく。

　黒の境界がゆっくりと持ち上がり、きめの細かい白い肌はだがきらきらと光っているように見える。

　膝ひざが見えるか見えないかくらいの丈たけだった裾すそが、ふとももの辺りまで持ち上がっていく。

　しぐれさんは恥ずかしさからか、脚をすり合わせる。

　そうすることで、肉感というか、質感が、より強調され……………………ごくり。

　つ、ついに────ぶっぱぁ!!

　あれ。

　どうしちゃったんだろう、僕。

　天井がさっきより近い気がする。

　そうか、僕は空を飛んでいるんだ。

　ふわふわと、体が揺ゆれる。

　ああ、なんて気持ち…………よくない！

　音無さんの見事なアッパーで打ち上げられたのだ。突然のことに、痛みよりも驚おどろきのほうが大きい。

　空中で摑つかむものもないまま、僕は重力に引っ張られて落下。

　どすん、と落下したものの、衝しよう撃げきはあまりない。あんまり痛くないぞ。なんでだ？

　むしろ、顔の辺りなんかは、ふよふよしている。いや、もにょもにょ？　ふにょふにょ？

　ソファに落っこちたのだろうか。そのおかげで衝撃が和やわらいだのだろうか。

「あらあらあらあら」

　しぐれさんがなんか言ってる。いま、僕、どういう状況？

　顔を上げて目の前の状況を確認する。

　僕の下敷きになる、嘉か保ほうさんがいた。ん？

　見間違い……じゃ、ないよな。

　嘉保さんの、小柄なわりに豊かな双そう丘きゆう。僕の目の前にある。目と鼻の先にある。

　あれ？　さっきの、ふよふよしてて、もにょもにょしてて、ふにょふにょした、なんだか気持ちのいい感触って、もしかして？

　目の前の谷間は、まさか、僕がさっきまで顔を突っ込んでいた場所？

　って、ええええええええええええ!?

「しぐれ、ケータイ持ってる？　あたし、制服のポケットに入れっぱなしにしてきちゃったみたい。早く警察呼ばないと」

　音おと無なしさんのせいでこうなったんだけどね!?　でも悪いのは全部僕なんだね！
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　嘉か保ほうさんは、かたまっている僕の下から抜けだすと、顔を赤くしてそっぽを向く。ただし、表情は無のままで。

「…………ウチのこと、好きなん？」

　いいえ！　全然まったく確実にそんなことはないのですが！　ただ、さっきも学校で同じようなことがあったよね…………。

　あと、なんていうか、嘉保さんって、その服の下にすごいものをお持ちなんですね。小柄な体格からは想像できませんでしたよ。

　ん？　誰だれかが扉をノックしてるぞ。

「入るわよ！　二人とも着替えた？　あら、いいじゃない。問題なさそうね…………ん？　良りよう人とくん、顔真まっ赤かにしてどうしたの？」

「い、いえ！　ななななんでもないです！」

　視界の端で、音おと無なしさんの口が「ばーか」と動いているのをはっきりと捉とらえた。

　…………く、くそぅ。

「そうそう。さっきね、嘉保さんがまた取材したいって来たんだけど…………ああ、いるみたいね。じゃ、私は打ち合わせに戻るから」

　忙しいらしく、芹せり沢ざわさんはすぐにドアを閉めていってしまった。

「嘉保さん、いつの間に来たんですか！」

　ドアを開け閉めする音したか!?

　無表情で僕を見続けていた嘉保さんが、思いだしたように首から下げたカメラへと視線を落とす。

「…………そんなことより」

　そんなことで済ますなよ！

　嘉保さんは僕の疑問には答えず、カメラをいじっている。

　そして、つぶやいた。

「…………衝しよう撃げき的瞬しゆん間かん」

　にやりとしながら、嘉保さんの見下ろす先には、一眼レフデジカメのディスプレイ。

　視線をあげる。嘉保さんが音無さんを見る。そしてまた、にやり。

　まさか。

　まさか！

　撮ったのか！

　さっきの瞬間を、撮ったのか!?

「ちょっ！　嘉保さん！　消して！」

　音無さんも察したらしい。思いだしたらしい。さきほどの、しぐれさんが音無さんのスカートを持ち上げてしまった瞬間のことを。

　嘉か保ほうさんがあの時すでにこの場にいたのなら、最高のシャッターチャンスを逃すはずがない。

　慌あわてて嘉保さんのカメラを取り上げようとする音おと無なしさんだったが、後ろから忍び寄ったしぐれさんに羽交い締めにされる。非力なしぐれさんが、見事に柔じゆうよく剛ごうを制している。

「…………むり」

　嘉保さんは満面の笑みで顔を横に振った。

　無表情がデフォルトの嘉保さんだが、いい写真が撮れた時だけ、彼女は笑顔になる。

　つまり、いま、嘉保さんがこれだけの笑顔でいるということは、すばらしい画えが撮れたということなのだ。

「まどか、そんなに暴れると、また見えてしまいますよ」

「しぐれ離して！　離しなさい！」

　なぜか楽しげなしぐれさん。もしかしたら、さっきのは確信犯だったのかもしれない。

　どちらにせよ、グッジョブすぎる。

「…………見る？」

　唐とう突とつに、嘉保さんが僕に問う。

　見る？　だと？

　…………………………………………………………………………。

　たっぷり考えて、僕はゆっくりと頷うなずいた。

「ちょっと待ちなさい！」

　この際、音無さんは放っておこう。しぐれさんに任せておくことにする。

　あとでどれだけ音無さんに罵ば倒とうされようと、僕はいま、高鳴るこの胸の奥に渦巻く欲望を無視することはできない！

　嘉保さんに近づいて、ディスプレイを覗のぞき込む。

　こ、これは！

　すげえ。最近のデジカメって、こんなに鮮明に捉とらえることができるのか！

　さすが嘉保さんだ。シャッターチャンスを逃さない。

　よく写っている。写っているとも。

　僕の、にやけた顔が！

「なんでだよっ!!」

　全力でツッコんだ！

　やっとしぐれさんの拘こう束そくから解放された音無さんも、僕と同じようにディスプレイを覗き込むと、「ぷっ」とふきだした。

　音無さんの、さっきのあれじゃないのかよ！

　なんで僕のアップなんだよ！

　ああもう！　なんか、ぼんやりと、ピンク色っぽかったのは覚えてるんだけど、詳細が思いだせない！

　記き憶おくにもやがかかっている。なんとももどかしい。その先には、すばらしい光景があるというのに！

「なんだよ……結局撮ってないのかよ」

「…………興味ない」

「え？」

「…………女の身体からだ」

　女の身体に興味ないって？　そりゃあ、嘉か保ほうさん自身が女性だからねえ。

「…………ベストショット」

　嘉保さんがカメラのディスプレイを僕へと向ける。今度はなにさ。

「ぎゃあ！　嘉保さん、その写真は！」

　ちょっと前に撮られた、全ぜん裸らで夜の街を走る僕、である。

　ただし、学園新聞に掲載された写真とはまた違った一枚だった。

　丸出しなのだ。

　僕の、僕である部分が。

　へー、こうして見ると、僕のモノもなかなか…………って、そうじゃねえええええ！

「なにこれ！」

　嘉保さんはなにも言わずに笑顔だ。それも、いままで見た中で最高の笑顔。

　以前の学園新聞に載った写真は、腰布一枚で疾しつ走そうする姿だった。これは、あまりにも丸出しすぎて掲載できなかった秘蔵の写真ということなのか。

「…………趣味」

「趣味って、なにが!?」

　それ以上、彼女はなにも言わない。

　数々の憶測が僕の頭の中を駆け巡る。

　女の身体には興味ないけど、男のそういう写真はベストショットって、どういうこと？

　な、なんだろう。体の芯しんのほうがむずむずする。

　反応に困っている僕を無視して、嘉保さんはディスプレイを消してしまう。

「ちょっ、嘉保さん！」

　慌あわててカメラに腕を伸ばす！　よし、わずかだが僕のほうが早いぞ。

　捉とらえたと確信し、嘉保さんの肩を摑つかむ。

　あ、あれ？　摑んだはずなのに。なぜか僕の手には一切の感触もなし。

「ざ、残像だと…………」

　確実に捕まえたと思ったのに。

　すでに嘉保さんはドアの前にいた。

　音もなくドアを開け、ちらりとこちらを振り向く。

「…………ほな」

　無表情で言い捨てると、音もなくドアは閉じてしまった。

　……………………すさまじいスピードだ。いや、驚おどろくべきところはそこだけではない。あれだけのスピードで動いていたというのに、物音ひとつたてないだと？

　ありえねえ。あの人、忍者かなんかか？　それも、外国の人が誤解しているレベルの力を持った忍者じゃね？

　少なくとも、僕にはそれくらいに感じられたんだけど。

「はあ、なんか疲れた。もうやることやったし、帰ろ」

　音おと無なしさんの言葉で僕の思考は遮さえぎられた。

　か、考えてもしかたないか。僕も、帰ろう。

「わたくしはお兄さまを待って、車で帰りますわ。良りよう人とさまとまどかも、もしよろしければ送ってさしあげますけど」

「いや、いいわ。電車で帰る。すぐだし」

「じゃあ、僕も」

「あら。この後デートですか？」

「なわけないでしょ！」

　思いっきり、しぐれさんにツッコむ音無さん。

　でも、すぐに顔がこっちを向いた。

「…………あたし着替えてくるけど、あんたどうすんの？」

「えっと…………」

　音無さんの唇くちびるが歪ゆがむ。にやーっと。

「あたしと帰りたいっていうんだったら、待ってなさい」

　うわあ、ずるい言いかた。

　なぜ、ただ普通に帰るって選せん択たくができないんだよ。

　僕に変に意識させて、楽しんでやがるな。

「べつにおまえとなんか、帰りたくないっつーの」

「あら？　そうなの？　大好きなあたしと一緒に帰りたくないの？」

「なっ！　ちょっ、おまっ！」

「あー、はいはい。そんなに焦あせらなくても分かってるわよ。あんたが好きなのは、あくまであたしの声だって言いたいんでしょ？　もしくは、あたしが演じたキャラクターとあたし自身を重ねて見てるだけ。一人の人間としては見てないんでしょ？　よくあることよ。そんじゃ、どうせ方向同じだし、ここで待ってなさい。一緒に帰ってあげるから」

　好きなことを言うだけ言って、けらけら笑いながら音無さんは部屋を出ていってしまった。

　なんだってんだ。まったく。

「まどかも困ったものですわね」

　しぐれさんが音おと無なしさんの背中を見送ってから言う。

　口では「困った」とか言ってるけど、顔はいつものふんわりとした笑顔である。なぜかちょっと楽しそう。

「たしかに、ファンの方々に言っていただける『好き』をいちいち気にしていたらキリがないですけど…………まどかの場合、プロ意識が高いせいか、自分に向いている本気の好意にも気づいていないんですわ。鈍感にもほどがありますわね」

　ん？

　しぐれさんは、なにを言っているんだ？

「最近多いんですよね。いざ告白されて付き合ってみれば、勝手に理想と現実のギャップに幻げん滅めつされて別れてしまうっていうの。そのせいでしょうか」

　…………たしかに。

　さっき音無さんが言っていたように、アニメのキャラクターのイメージをそのまんま演じた声優さんにあてはめてしまうことって、あるかもしれない。

　いや、だから、でもさ、その話がいまの状況となんの関係が？

「では、わたくしも失礼しますね」

「あ、はい。おつかれさまでした」

　深々とお辞じ儀ぎをして、しぐれさんも部屋を出ていった。

　うーむ、しぐれさんは一体なんの話をしてたんだろうね。

　部屋に一人取り残された僕。

　なんとなくそわそわしながら、僕は音無さんの着替えが終わるのを待った。










「おつかれさまでーす」

　今日はラジオ収録の日である。

　日が傾きかける頃ころ、僕はスタジオへやってきた。

　前回が公録だったせいか、スタジオでの収録がひさしぶりのように感じる。

　まあ、まだ懐なつかしさを感じるほど、この場所に馴な染じんではいないけど。

　馴染むどころか、着いた瞬しゆん間かんから手て汗あせがすごいのなんのって。

　スタッフの人たちと挨あい拶さつを交わしていると、音無さんの姿を発見。何分前に入ってるんだろ。音無さんより先に来たことないな。次回はもうちょっと早めに来てみるか。

　髪をサイドポニーに結っているのは、彼女の仕事時の決め事らしい。

　グミをもぐもぐしながら台本を読むというのも、いつものスタイルだ。

　ちなみに、このラジオの元となった、『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』の作者、与よ太た与よ作さく先生は今回も来ていないようだ。

　ずっと締め切りに追われているのだろうか。

　人気作家さんは大変だねえ。

「ちわ」

　台本に集中していてこちらに気づいていないようなので、音おと無なしさんの目の前に座ってから挨あい拶さつした。

「…………ああ、うん」

　素っ気ない態度。

　これも、まあ、いつも通りっちゃあ、いつも通りか。

　スタッフさんから台本を受け取り、簡単な打ち合わせが始まる。

　といっても、本当に簡単なんだけどね。簡単っていうか、段取りの確認だけって感じ。まあ、基本トーク主体の番組なんて、そんなものなのかもしれないけど。

　それこそ僕なんてド素人しろうとだからね。やることなんてとくにないさ。

　対して、僕以外の人はみんな忙しそうにしている。ディレクターさんなんかは、音源のチェックとか結構忙しそうだし。

　打ち合わせも終わり、やることもなく気持ちも落ち着かずにきょろきょろしていると、なにやらお客さんがやってきたようだ。

「失礼いたします」

「スタッフのみなさん、おつかれさまです」

　声のした入り口のほうを見てみれば…………。

　あれ？　どうしてこの二人が？

　ゲストとか書いてあったっけ？

「しぐれに流りゆう星せいさん。どうしたんですか？」

　音無さんも驚おどろいている様子。ってことは、ゲストじゃないのか。

　そう、やってきたのは、しぐれさんと流星さんの二人である。

　しぐれさんは、またしてもゴスロリの格好だ。普通に私服として着てるらしい。

　僕は三度目だからいいけど、スタッフさんは少なからず驚いているようである。ふだんのしぐれさんのイメージと全然違うからね。

「見学させていただけないかと思いまして。ね、お兄さま」

　流星さんはといえば、今日も今日とて胸元全開。なのに暑苦しくなく、とっても爽さわやかなお兄さんである。

「ああ。自分でやっていると分からないこともあるからね。他ほかの番組の様子を見ることで、自分の番組を客観的に捉とらえることができるだろう？」

　見学って。

　あなたたち、いままで何本ラジオやってきたんですか。

　見学というより、遊びに来たってほうが正しいんじゃないだろうか。

「もしお邪じや魔まじゃなければ、なんですけど」

「お願いします。なるべく邪魔にならないようにするよ」

　天あま乃の川がわ兄妹きようだいに言われて、首を横に振るスタッフはここにはいなかった。大人気の兄妹だからねえ。両親も大おお御ご所しよだし。

　打ち合わせをしていたスタッフさんがどいて、席を空あける。

「ありがとうございます」

「ありがとう」

　まあ打ち合わせは終わってるからいいんだけど。…………いいのか？

　しかし、流りゆう星せいさんは空いた席には座らず、スタッフさんたちのところへと歩いていってしまった。そして、なにやら談笑を始めた様子。

　一人一人と挨あい拶さつをしながら軽く話す、を繰り返している。

　流星さんのことだから、女性スタッフにしか声をかけないと思ってた。もしくは、真っ先に音おと無なしさんに話しかけるか。

　なのに、「突然お邪魔してしまって、すみません」から始まり、「じゃあ、よろしくお願いします」と頭を下げる流星さん。ちょっと髪型が崩くずれたくらいで直しに行くようなナルシストの流星さんが、人前で頭を下げてるのは意外だった。

　音無さんもそうだったけど、しぐれさんも流星さんも、メディアで見る姿とは少しイメージが違うんだよな。ステージに立つ人って、みんなそうなのかな。

　感心していると、音無さんが僕の隣となりに座ったしぐれさんに話しかけていた。

「しぐれ、よくスタジオの場所、知ってたわね」

「ええ。まあ」

　音無さんの疑問はもっともだ。

　学校の場所と同じで、芹せり沢ざわさんに訊きいたのだろうか。いや、それはないな。

　音無さんとしぐれさんがどこまで聞かされてるのか知らないけど、昨日の芹沢さんの話から考えるに、流星さんがここにいるのはちょっとおかしいのだ。

　なるべく会わないようにさせてるんじゃなかったのだろうか。

　音無さんが相手なら大だい丈じよう夫ぶと信頼しきっているのだろうか。

　それとも、この状況は芹沢さんの計算外で起きていることなのだろうか。

　流星さんを盗み見る。

　まさか、本気で音無さんを？

　昨日の時点では確証がなかったから、芹せり沢ざわさんには曖あい昧まいな感じで答えたけど……うーん、ちょっと嫌いやな感じ。

　なんだろう、この感覚。

　芹沢さんも言ってたし、僕もちょっと注意して見ておこうかな。で、なにかありそうなら芹沢さんに…………。

　って、おいおい。なにを考えてるんだよ僕は。

　べつに、流りゆう星せいさんが誰だれを気に入ろうが関係ないじゃないか。

「流星さん、かっこいいわよね」

　僕の視線に気づいたのか、音おと無なしさんもスタッフの人と談笑する流星さんを見ながらつぶやく。…………うーん。

「あのさ、音無さん。あんまり流星さんに近づかないほうがいいかもよ？」

　って、なに言ってんだよ僕。これじゃあ、完全にやきもち焼いてるみたいじゃんか。違うよ、えっと、そう。芹沢さんがそういう風に言ってたからさ。なんて言い訳しても、もう口から出ちゃってるから遅いんだけども。

「はあ？　なんであんたにそんなこと言われなくちゃいけないのよ。誰と仲良くしようが、あたしの勝手でしょ？」

　で、ですよね。

　なんであんなこと言ったんだろ。

「もしかして嫉しつ妬としてる？　わー、うれしいなー」

　言葉に心がこもってないんですけど。

「ち、違うから！」

「ふーん」

　にやにやと音無さんが僕の顔を覗のぞき込む。

　緊きん張ちようしすぎてるんだよ！

　収録が始まったら、とにかくしゃべらないといけないって思ってるから、ついつい心にもないことを言っちゃったんだって。あくまで、心にもないことを！

「だいたい、僕に嫉妬されてもうれしくないだろ？」

「ううん、そんなことないよ？　相手が誰だろうが、好意を寄せられて嫌なわけないじゃない。で、どうなの？　ねえ、ほら、言ってみなさいよ。あたしのこと好きなんでしょ？　ん？」

「…………………………………………」

　音無さんの視線から逃げる。でも追ってくる。勘かん弁べんして。

　横ではしぐれさんが、なぜか音無さんを見てにこにこ。助けは期待できない。

　だ、誰か助けて。

　あ、ほら、流星さんが戻ってきたよ！

「いやあ、すまない。スタッフの方と話が盛り上がっちゃって。ん？　どうかしたかい？」

「いいえー、なんでもないんですよ」

　流りゆう星せいさんが音おと無なしさんの隣となりに座る。音無さんは満面の笑顔。もう好きにしてくれ。

　横を見れば、なぜかいまのやりとりをやっぱりにこにこしながら聞いていたしぐれさんが。

「良りよう人とさま、もう収録には慣れました？」

　ああ、その笑顔、癒いやされるなあ。

　僕を気き遣づかってくれるその言葉、癒されるなあ。

「全然ですよ。いまも冷や汗がすごいですもん」

　汗あせ臭くさくないかな、僕。大だい丈じよう夫ぶかな。

「いつか、スタジオの収録でもゲストに呼んでいただきたいですわ」

「それは大歓迎ですよ！　都合さえつけば、いつだって！」

　今日だっていいくらいだとも。

　ちらり。

　音無さんと流星さんも、なにやら楽しげに会話しているようだ。

「良人さまのためでしたら、いつだって予定を空あけますわ」

　僕と話す時はメール読みながらだったのに。

　いや、べつにそれがどうってわけでもないんだけど。

「気になりますか？」

「はい!?　いやそんな！」

　人のこと言えないな。僕もたいがい失礼だ。

　ちゃんとしぐれさんのほうを見ないと。と、思ったら。

「準備できたんで、そろそろいいですか!?」

　時間のようだ。

　台本を手に立ち上がると、音無さんに続いてブースの中へ。

「良人さま、がんばってくださいね！」

　しぐれさんのエールに会え釈しやくで応こたえる。

　ブースに入る。

　マイクの前に座る。

　ダメだ。頭の中が真っ白になってきた。まったく慣れない！

　正面には、音無さん。マイク越しに、少し緊きん張ちようした表情の音無さんが見える。

　どれだけ経験しても、やっぱり本番前ってのは、緊張するもんなんだろうね。

　ま、僕も周りから見たらすごい険しい顔してるんだろうけど。

「村むら人びとくん、イヤホン」

「あ、すいません」

　やべ、忘れてた。

　音おと無なしさんに言われて、慌あわててイヤホンをつける。

「よし、気合い入れていくわよ」

「は、はい」

　ダメだなあ。

　やっぱり仕事のこととなると、音無さんには頭が上がらない。

　スタッフさんの声がイヤホンから聞こえてきた。

　始まるぞ…………始まるぞ…………。がんばれ、僕。

『じゃ、はじめまーす！』










「ねえねえ、村むら人びとくん」

「ずいぶん普通に始めたね！　最初の一言くらい、ビシッと決めましょうよ」

「いいのいいの。今日はいっぱいしゃべることあるから、さっさといかないと」

「本当にいいんですか!?」

　ブースの外にいるスタッフさんを見る。頷うなずいている。

　…………大だい丈じよう夫ぶか、この番組。素人しろうとの僕でも、ちょっと不安になる時がある。

「今日はこの前の公録後、一発目の収録なんですよ。だから感想とか交えてトークしていこうかなと。楽しかったね、公録！」

「いやあ、僕は楽しむ余裕なんてありませんでしたよ」

　極度の緊きん張ちようでね。

「あー、たしかに大変だったよね。当日はあいにくの豪ごう雨うで」

「めちゃめちゃいい天気だったでしょ！」

「あれ？　ああ、そっか。他ほかのイベントとごっちゃになってた」

「まあまあ、音無さんお忙しいですからね」

　本気で間違えたのか、ボケたのか、あやしいところだぞ。

「そうだったそうだった。あたしたちの『ぼいる・しゃるるのラジオ』の日は、いい天気だったんだ」

「番組名！　一番間違えちゃいけないとこ、そこ！　この番組は『ラジオの法ほう則そく』っていう名前ですから」

「ちなみに村人くんは雨男？　晴れ男？」

「んー、あんまり気にしたことなかったですけど」

「雪男？」

「ちげえよ！　間違ってもそんな伝説上の生き物ではない！」

「雪女はすごくきれいな女の人として描えがかれるのに、なんで雪男はいつも怪物みたいなんだろうね」

「その疑問はもっともですけど、いまは公録の話しよーぜ！」

　この調子で脱線してったら、話が進まないって。

「たくさんの人に来ていただいて、うれしかったですよね、音おと無なしさん」

「本当にね。結構狭いスペースだったのに、まったく次から次へと、よくもあんなにたくさんおいでくださいまして」

「なんでちょっとやさぐれてんだよ！　素直になれって」

「べ、べつに、みんなが来てくれてうれしいだなんて……思ってないんだからねっ」

「伝わった！　真逆のことを言っているのに、なにを伝えたいかは完かん璧ぺきに伝わっている！　なんでだろ」

「スタッフの人も来てくれてね」

「当たり前！　し・ご・と!!」

「しかも、たくさん」

「まあまあ、僕らのサポートのためにね、たくさんのスタッフさんが来てくれたってことに関しては、ありがたいことですよ」

「原作の先生も来てくれたしね」

「あー、これはやっぱりうれしかったですよね」

「たくさん」

「一人だよ！　原作の与よ太た与よ作さく先生は一人！　与太と与作で二人組とかじゃないから！」

「差し入れなんかもらっちゃったりして」

「ねー、本当に。気を遣つかわなくてもいいのに」

「たくあん」

「渋しぶいな、おい！　差し入れに漬つけ物って。会場には冷蔵庫とかないから腐くさる腐る！」

「飲み物とかも結構もらってね。収録中に飲んでください！　って」

「助かりますね。やっぱりしゃべってると、のど渇かわきますから」

「たんさん」

「収録中に飲むものじゃねえよ！　げっぷ出ちゃうでしょ!?」

「あとは、突発企画とかもあって、盛り上がったよね」

「あー、僕はちょっと疲れましたけどね」

　音無さんとしぐれさんの人気対決のことかな。僕としては、楽しかったというよりは、焦あせったって記き憶おくのほうが鮮明だわ。

「トークですべったら、一枚ずつ服を脱いでいくという」

「やりました!?　そんな企画？」

「最終的に村むら人びとくんは全ぜん裸らになるという」

「僕どんだけすべったんだよ！　最悪だ…………」

「そしてテンションの上がった村人くんが、一曲披ひ露ろうするってシーンもあったよね」

「記き憶おくを捏ねつ造ぞうすんな！　あと、それはもうテンション上がったとかで済む問題じゃない。完全にヤケになってますよ」

「それでは今日も歌っていただきましょう」

「歌わねえよ？」

「村人くんは貧しい家で育ちました。子供の頃ころに見た満天の星。こぼれた星が線を引く。彼はその星に願います。おなかいっぱい食べたいな、と。そんな甘い夢を歌った曲、聴きいていただきましょう。村人Ｂで『今日の昼飯、こんぺいとう』」

「歌わねえよ!?　完かん璧ぺきに曲紹介されたけど、絶対に歌わないからね!?」

「あたしには見えてたよ。一生懸命歌う村人くんの頰ほおを、熱い液体がつつつ、っと」

「どんだけ心こめてんだよ！　結構悲しい歌なんですね！」

「カラスのフンが」

「最悪だ！　台なしだよ！」

「まあまあ、しぐれもゲストに来てくれたしね」

「そうですね。急に決まったイベントなのに、運良くというか」

「…………暇ひまだったんじゃない？」

「音おと無なしさん！　せっかく来てくれたゲストさんになんてことを！」

　本人すぐそこにいるんですけど！　っていうか、しぐれさんだって売れっ子さんだから！

　ちらりとブースの外を見る。

　スタッフさんの前だからか、しぐれさんは顔を真まっ赤かにして笑いを堪こらえている。

　少なくとも怒ってはいないようだ。

「そういえば村人くん、第一回放送の時にしぐれのこと好きだって言ってたよね？」

　よ、よく覚えてんな…………。あの時の話を蒸むし返すのかよ。

「ま、まあ、好きっていうか、ファンっていうか。そんな話をしたような、してないような」

「実際に会ってみてどうだった？」

「そそその…………いい人でしたよ？　すごく」

「本番前も見とれてたもんねえ」

　あー。僕、音無さんのこの笑顔嫌い。僕をイジる時のにやにや顔。

「あれから仲良くなったんでしょ？　オフの日も一緒にどっか行くくらい」

　げえっ！　ちょっ…………。

「この前はどこ行ったの？」

　ここでそれを訊きくか。この、絶対に逃げられない状況で！

　どうしよう。なんとかごまかさないと。うまく噓うそをつくコツは、真実を織り交ぜること。よし、偶然別件で会ったっていうことに…………。

「村むら人びとくんはこの業界の人じゃないからねえ、別の現場で会ったとかはありえないもんね」

　しかしまわりこまれてしまった！　有名なメッセージが脳裏をよぎる。

「えっと、音おと無なしさん…………」

「あっ、ごめんごめん！　プライベートだもんね？　ラジオじゃ話せないよね！」

　なんでこの人は、こんなに楽しそうに人をイジるのだろうか。

「ちょっと待って音無さん！　べつにやましいことはなんもないですからね？　天あま乃の川がわさんのファンのみなさんも勘かん違ちがいしないでくださいよ!?」

「おやおや、必死になっちゃって」

「……………………あ、あの」

　ついになにも言い返せなくなった。

　ヘルプを出してくれたのは、意外にもブースの外。

『音無さん。ちょっと…………』

「あ…………ごめんなさい！」

　音無さんがブースの外へ手を合わせて謝る。

「村人くんの反応がおもしろくて、つい」

　僕のせいなの!?

　音無さんが仕事の場を使っていろいろ訊きだそうとするからでしょ！　公私混同もいいところだわ。

　ん？　あの音無さんが、公私混同？

　めずらしいこともあったもんだ。初めて見たかも。音無さんがスタッフさんにダメ出しくらってるとこ。

　音無さんは一度ぎゅーっと目をつぶると、何事もなかったかのように僕に話しかけてきた。

「そんなこんなあって、楽しい公録でしたね！」

「おかしい…………同じステージに立っていたはずなのに、ところどころ音無さんと記き憶おくが一致しない」

「来ていただいたみなさま、本当にありがとうございました。またやりたいですね！」

「そうですね！」

「では、今回も始めましょう」

　おっと、タイトルコールは声をそろえて言うんだっけか。

「「『ラジオの法ほう則そく』スタート！」」

「この番組は、オール・メイク・ワールドさまの提供でお送りいたします」

　音おと無なしさんが提供を読み終わったら、今度はブースの外のディレクターさんへと目め配くばせ。

　オープニングの曲終わりにキューを出してもらうのだ。

　しかしブースの外を見ると、しぐれさんと流りゆう星せいさんの姿も視界に入る。

　笑いを堪こらえながらも手を振ってくれるしぐれさんと、腕を組んだままこちらをじっと見ている流星さん。

　プロの人が見てる。

　見学されている。

　どういうことだよ。僕、素人しろうとだよ？　公録合わせても、まだ四回目のド素人だよ？

　おかしいって、この状況！

　うお、キューが出た。

「声優だけど音がない、音無まどかです！」

「は、はい！　永遠のモブキャラ、村むら人びとＢです！」

「お、名前の前になんかつけたね」

「音無さんにならって、つけてみました」

　えーっと、オープニングはなんの話からだっけ。

　ちらっと台本を確認していると、音無さんから話をふってきてくれた。

「実は今日、ブースの外にお客さまが来てるんだよね。しぐれと、お兄さんの流星さん」

「そうなんですよね」

「ゲストってわけじゃないんですけどね、見学に来てくれたみたいで」

「この状況おかしくないですか？　素人の僕がマイクの前にいて、プロのお二人がブースの外にいるっていう」

「ちょっと不思議なことになってるよね」

「いまからでも遅くないから、交代しません？」

「え？　あたし、降板？」

「そっちじゃねえよ！　こっちだよ！　音無さんが代わったら状況変わらないでしょ」

「あ、じゃあ、あたし、流星さんとラジオやりたい！」

「自分から言いだしておいてなんですけど、もうちょっと僕の立場を考えて発言してもらっていいですかねえ!?」

　言われなくても分かってるわ！　音無さんだけでなく、スタッフさんやリスナーのみなさんだって僕より流星さんのほうがいいと思ってるでしょ！

「ごめんごめん。流星さんは無理だよね、出演料的に」

「ギャラの話かよ！　僕たちは、偉い人の懐ふところに優やさしい番組作りを心がけております！」

　音無さんが片手でごめんごめん、とジェスチャーしながらウインクをしてくる。

　まったくもう、音無さんは。今日も絶好調ですね。

　ただ、台本に書いてあるこのことだけはちゃんと話をふっておかないと。今回の最重要項目と言っても過言じゃないからね。

「そういえば、アニメのアフレコが始まったらしいじゃないですか」

「な、なぜ素人しろうとの村むら人びとくんがそのことを！」

「台本を読んだだけですから！　そんなに驚おどろかないでください」

「あ、本当だ。書いてあった」

「まさか、読んでなかったんですか!?」

「いや、ほら、いつもだいたい内容一緒だからさ」

「あーあ、スタッフさんがたまにまじめに書いてきたらこれだよ。あ、僕もたまにとか言っちゃった」

「で、まあそうなんですよ。アフレコ始まりました」

「どうでした？」

「絵が完かん璧ぺきにできてて、びっくりした」

「ちょっと待ってください。その言いかただと、完璧にできてないのが普通って聞こえるんですけど」

「普通ってのは言い過ぎだけど、できてないことが多いね。真っ白な絵に声あてたり」

「えっと、あの…………それはラジオで言ってもいいことなんですかね？」

[image: ]

　慌あわててブースの外に視線を送って確認をとるが、誰だれもリアクションをしない。

「いいんじゃない？　知ってる人は知ってると思うよ」

「そ、そうですか」

「いやー、これが一長一短でね？　絵が完かん璧ぺきだと演じる側もテンション上がっていいんだけどさ、その代わり拍はくを完璧に合わせないといけなくなるんだよ。逆に絵が未完成だと、多少ずれても後から絵のほうで合わせてもらえるからね。アドリブも入れやすいし」

「へー、なるほど。そういうもんなんですね」

「そ。だから、スタッフさんが悪いってことじゃないから」

「あ、さりげなく自分の発言にフォロー入れてたんですね」

「村むら人びとくん。業界にはね、気づいてても口にしないほうがいいことって、いっぱいあるんだよ？」

「す、すいませんっした！　でも、完璧にしなくてもいいところをきっちり仕上げてきてるわけですから、スタッフさんたちの気合いを感じますよね！」

「ん？　どうしたの村人くん。急にハエの物もの真ま似ねなんかし始めて」

「ハエじゃねえよ！　ゴマすってんだよ！　って、言わせんなよ！　ラジオだから言わなきゃ分からないのに！」

　なんか今日は全然話が進まないなあ。

「で、音おと無なしさん。アフレコはどうだったんですか？」

「ああ、そういえばその話だったね。そうだなー。一言で言うなら…………おっぱいかな」

「……………………はあ？」

　またわけの分からないことを言い始めたよ、この人は。

「なにからなにまで、おっぱいだった」

「すいません、まったく理解できないんですけど」

「おっぱいに関する単語を一生分しゃべった気がするね」

「あの僕、一応原作全巻読んでるんですけど、そんなストーリーありました？」

「アニメオリジナルです！」

「おお、なんとここですごい情報が！　まさかこのくだりで新情報を聞けるとは。もっと大々的に発表しろよ！」

「もうとにかくおっぱいだらけだった。最後のほうなんて、『竜りゆう頭とう蛇だ尾び』が『乳にゆう頭とうだべ』に聞こえてきちゃったもん」

「どんな状況で『乳頭だべ』ってセリフを言うんですか！　そんな発言、地球上に存在しないでしょ！」

「あるかもしれないじゃん！　『箱の中身はなんだろなゲーム』とかしててさ。えーっと、これなんだろうなあ。あ！　分かった！」

「「乳にゆう頭とうだべ!!」」

　思わず声がそろってしまった！　なんだこれ。

「ねえよ！　たとえそんなシーンがあったとしても、いまの日本じゃどんなに深夜でも放送できねえよ！」

「箱の中の人が男だったらいけるって」

「たしかに放送できる！　でも誰だれも見ない！　楽しくないから！」

「放送では男の人だけど、ＤＶＤ版では女性に代わる、とか」

「たしかにそれは買うしかない！　むしろ放送を見ないで買う勢いですね！」

「楽しみにしててください！」

「一応確認ですけど、劇中で『箱の中身はなんだろなゲーム』をやっているわけではないですよね？」

「もちろんです！　『竜りゆう頭とう蛇だ尾び』って言葉を聞き間違えて、キャストのみんなと笑い合ったっていうアフレコ中のエピソードですので。誤解のないように」

　ああ、びっくりした。ちゃんと正確な情報を言っておかないと。ＤＶＤを買った人に詐さ欺ぎだって言われても困るもんな。

『そろそろＣＭお願いしまーす』

　む、イヤホンを通して、外から指示がきたぞ。

　音おと無なしさんが頷うなずいて応じる。

「じゃ、そろそろコマーシャルをはさんで、コーナーにいきましょうかね」

　えーっと、たしか、ここでの最後の一言は僕だったな。

「はーい。じゃ、ＣＭです」




　ふう。ちょっと一息。

　前半しゃべりすぎたかも。ま、編集である程度カットされるだろうから大だい丈じよう夫ぶか。

　生放送じゃなくてよかった！

　コマーシャルが流れ始めたのを確認してから、深く息を吐いて天井を見上げる。

　そういえば、僕がラジオをやるようになってから「へえ」と思ったのが、このコマーシャルについてである。

　現在、ブースの中にはオール・メイク・ワールドの商品を紹介するコマーシャルが流れている。そう、収録の番組なのに、コマーシャルはいま、この時点で差し込むのだ。

　もちろん、番組によってやりかたは様々なんだろうとは思う。

　ただ、コマーシャルは後から入れるもんだとなんとなく信じ込んでいた僕からしてみれば、ちょっとした驚おどろきだった。

　たしかに、この時点で入れておけば編集の手間が少し省けるしね。

　あ、もしかしたら、素人しろうとである僕への配はい慮りよだったりするのかな。ちょうどいい休きゆう憩けい時間になってるし。

　コマーシャル明けのキューをもらうためにブースの外を向くと、顔を真まっ赤かにして、隣となりに座る流りゆう星せいさんの肩をバンバン叩たたくしぐれさんがいた。

　楽しんでいただいているようだ。よかったよかった。

　ちなみに、叩かれている流星さんは微動だにしない。

　しぐれさん、ものすごい非力だからな。

　おっと、もうコマーシャルが明けるぞ。




「あらためまして、音おと無なしまどかです！」

「村むら人びとＢです！」

「はーい。えっとですね。ここからは『私たちに任せなさい！』のコーナーをやろうと思ってたんですが」

「はいはい」

　音無さんが何枚かのメールをたぐり寄せる。

「こんなコーナーやって、っていうメールがいっぱい来てまして。ちょっとそれを読んで、今後に生かしていこうかなと」

「ああ、いいんじゃないですか？　どんなメール来てました？」

「あたしがおもしろそうだなって思ったのは、これ！　ラジオネーム、『クマのピー』さんからいただきました」

「気を遣つかって伏せ字にしていただいて、ありがとうございまーす」

「『音無さん、村人βベータさん、こんにちは！』」

「はい、こんにち…………ってちょっと待て！　βって誰だれだ！」

「だって、そう書いてあるんだもん」

　あ、本当だ。間違えてるよ！　『クマのピー』さん！

　こうなってくると、『ピー』さんってのもただのタイプミスのような気がしてくる！

「この人、僕の名前間違ってますよ！」

「そうだよね、カロチンくん！」

「にんじん、大好き！　って、ぅおい!!　僕の名前は村人Ｂですから！」

「続き読むよ？　えっとね、『原作の『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』では、ぼいるくんとしゃるるちゃんが元の高校生の姿に戻って戦いますが、それにちなみまして、パーソナリティのお二人がなにかべつの姿になるという設定でトークする、というコーナーはどうでしょうか？』ということです」

「はあ…………どうやるんです？」

「変身したものになりきるんですよ。試しにあたしは…………えっとね、えっとね、うさぎにします！　うさぎだぴょん！」

　うさぎ…………。

　一いつ瞬しゆん、音おと無なしさんのバニー姿を妄もう想そうした。

　黒い網あみタイツに、これでもかというハイレグ。胸元は全開で、それこそ乳にゆう頭とうだけがなんとか隠れているような開きっぷり。スーツの色はもちろん赤でしょ。情熱の赤！

　首には襟えり付きの蝶ちようネクタイ。これ基本。

　そしてそして忘れちゃいけないのが、うさみみだね。片方が曲がってるのとかいいかも！

　おっと、いかんいかん。収録中に。集中しないと。

　あ、なんか音無さんに睨にらまれた。

　音無さんって、僕の妄想を的確に読む時があるからなあ。

　いでっ!!

　すねを蹴けられた！

　机の下で、誰だれにも見つからないからって。危なく声が出るところだったぞ？

「じゃ、村むら人びとくんはにんじんね」

「僕、野菜!?　動物じゃないんだ!?」

「はい、スタート」

　音無さんがぱちんと手を打つ。

　ど、どうすればいいのよ。

　にんじんになったつもりでトークするの？

　できるか！　にんじんがふだんどんなことを思ってるかなんて、考えたこともなかったわ！

「ねえねえ、カロチンくん」

「名前！　やっぱりそれか！」

　にんじんの名前がカロチンって…………。

「先っぽ、かじってもいいぴょん？」

「ダメに決まってるでしょ！」

　捕食される！

「先っぽ。ね、先っぽだけだから」

「いやです！」

「じゃあさ、舐なめていい？　舐めるだけぴょん」

「それもダメです」

「分かったぴょん……。しょうがないぴょん。触るだけにするぴょん。それならいいでしょ？」

「いやですって！　絶対それだけじゃすまないもん！」

「大だい丈じよう夫ぶ、あたしに任せて！　優やさしく皮むいてあげるぴょん」

　…………なんか、この会話卑ひ猥わいじゃね？

　あくまで、にんじんとうさぎの会話なんだけどね？

　もし、にんじんがしゃべれるのだとしたら、っていう会話なんだけどね？

「音おと無なしさん。やめましょう。これはなんか、まずいです」

　僕の提案に音無さんは首をかしげている。

　音声だけのコンテンツだということを、もうちょっと考えていただきたい。

「他ほかのメールにしましょう！」

　音無さんはなんだかよく分からないといった顔で、納なつ得とくいっていないようだ。

「とりあえず今回は、これだけ」

「一通だけですか…………。新企画のメール、お待ちしております！」

　本当はたくさん来てたけど、音無さんの琴きん線せんに触れなかったらしい。音声だけで楽しめる企画って、結構難しいもんな。

「ではでは、時間押してるんですけど、レギュラーコーナーもやらないといけないので！」

　あれ？　もうそんなに押してるの？

　前半たっぷりしゃべったもんな。

「そうですね！　やりましょう！」

　音無さんが言うんだから、押してるんだろう。

　正確な時間は分からないけど、同意しておく。

「コーナーやらないと、メール来なくなっちゃうからね」

「いちいち裏の話を混ぜなくていいんですよ、音無さん」

「ではコーナータイトルいきますよ！　『私たちに任せなさい！』」

　ジングルが流れる。

　ディレクターさんからキューをもらって、音無さんのコーナー説明だ。

「このコーナーは、『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』の作中で、主人公たちが様々な事件を解決していくことにちなみまして、あたしたちパーソナリティがリスナーのお悩みを解決していくというコーナーです」

　コーナー説明とかって、けっこうな長文なのに、音無さんはさすがだなあ。すらすらと読んじゃう。

「個人的には恋愛相談がいいなあ」

　なんて言いながら、音無さんがメールを選ぶ。

「じゃ、これにします！　ラジオネーム、『片足が行ゆく方え不明のくつした』さんからいただきました」

「なんか切ない名前！」

「『彼女にふられてしまいました。どうやって立ち直ったらいいでしょう？』だって」

「内容まで切ねえ！」

「あ、待って村むら人びとくん。『追伸、無くなった片方のくつしたはどこにいったんだろう』」

「どうでもいい！　この人、全然悩んでないですよ！」

「きっと、彼女が君のことを忘れたくなくて持っていったんだよ」

「切ねえええええええええええええええええ。じゃあなんで別れたんだよ、彼女！」

　僕がツッコむと、音おと無なしさんはいま読んでいたメールをぽいっと。

「次のメール…………」

「ちょっと待って音無さん、解決してない！　本題に一切触れてないですよ！」

「ああ！　ごめん、そうだった！」

　素すか！　素だったのか！

　ツッコまれて満足しちゃったのか！

「彼女にふられて、立ち直る方法ですって。音無さん、なにかありますか？」

「そうだなあ。あたしのＣＤを買って、いっぱい聴きけば立ち直れるよ！」

「好きな音楽を聴いて元気を出すってのは、まあ、妥だ当とうだと思いますけど。…………なんだろう。それ以外の意図を感じる」

「じゃあ、村人くんはどうやって立ち直るの？」

　…………そういう経験、ないんだけどなあ。

　好きな人ができたことはあっても、なにも言わず、なにもしないまま、終わるという繰り返しだからなあ。

「やっぱり…………他ほかに好きな人をつくるのがいいんじゃないですかね？」

「なるほどね。じゃあ、『片足が行ゆく方え不明のくつした』さん。あたしのこと、好きになってもいいよ？」

　うわ！

　うわあ!!

　こりゃ、やばいって。

　傷心のところで、音無さんにこんなこと言われたら、完全に惚ほれるわ。

「くくく、これで、ファン一人ゲット」

「漏もれてます！　音無さん、本音が漏れてます！」

「つ、次のコーナーいこっか」

「そうですね！　早急に！」

「ちなみにいまの発言、全部台本通りだからね？」

「出た！　その言葉を言ってしまえば、すべてが許されるという伝説の奥おう義ぎのひとつ！」

　当然だが、台本にそんなセリフは一切載っていない。

「じゃあ、最後に告知コーナーです！　『新しいてがかり！』」

　告知コーナーは僕の当番だ。

　音おと無なしさんが原作を読んでいないんじゃないか、という疑ぎ惑わくがあがってから、僕がやることになっている。

　実際のところはどうなのか、誰だれも恐こわくて訊きいていない。いやあ、さすがに一冊も読んでないってことはないと思うんだけど……ね？

「えっと、子供の体になることで手に入れた超能力を使って、人助けや悪者をやっつける、ちょっとえっちな……か、勧かん善ぜん懲ちよう悪あくコメディー、『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』はオール・メイク・ワールドさまから絶賛発売中です」

「はーい、村むら人びとくん、ありがとう」

　ちょっとたどたどしいけど、そこは許してほしい！

　それにしても、告知コーナーがすっごいあっさり終わるのは大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。

「さあ、今回も終わりの時間になりました」

　音無さんからはとくになにもなし。

　進行してるし、ここは深くツッコむなってことかな。てか、本来アニメオリジナルストーリーがあるって話は、ここでするべきなんじゃないだろうか。

「今回も早かったねえ。村人くん」

　おわっと、エンディングトークに入っちゃってるし。

「早かったですね。まあ、それも楽しい時間だったから、早く感じたってことで」

「いやあ、あっという間の五分でした」

「みじかっ！　あんなにいっぱいしゃべったのに、ほぼカットされてんじゃん！」

「あ！　そうだ、いっけない。忘れてた」

「え、な、なんですか？　なにか言い忘れてたことでも」

「ではみなさん、また来週！」

「ちょっと待て！　終われねえよ！　すげえ気になるじゃん」

「さあ、貴方あなたに感動を送るオール・メイク・ワールドさまの提供でお送りしました『ラジオの法ほう則そく』、今回はいかがだったでしょうか」

「あ、本当に終わる気だ」

「お相手は、声優だけど音がない、音無まどかと────」

「えっと、はい！　村人Ｂでした！」

「あれ!?　名前の前に一言つけないの!?」

「あ！　しまった！　忘れてたあああああああああああ」










『おつかれさまでーす！』

　イヤホンを外して、立ち上がる。

　そして思いっきり伸び。

　あー、疲れた。

　ただしゃべってるだけなのに、ものすごい体力消しよう耗もうするよなあ。

　対して、僕の真正面に座っている音おと無なしさんはというと。

「はあ…………快・感」

　恍こう惚こつの表情でぽそり、とつぶやいている。マシンガンでもぶっ放したんですかね。たっぷりボケて、たっぷりツッコまれて、満足しているらしい。

「村むら人びとくん、おつかれさま！」

「あ、おつかれさまです」

　足取りも軽く音無さんはブースを出ていった。僕もさっさと外に行こう。

　外っていっても、建物から出るわけじゃなくて、ブースの外ってことだけど。

「おつかれさまです！　良りよう人とさま！」

　ブースの重い扉を開けると、しぐれさんがわざわざ立ち上がって出迎えてくれた。

　なんだろう、この、夫が仕事から帰ってきたのを玄関まで出てきて迎えてくれた新にい妻づまっぽい感じ。

　さっきまで笑いを堪こらえていたからだろうか。頰ほおも赤みが残っているし。

　ちょっと照れるな…………。

　しぐれさんの手には、二本のペットボトル。用意しておいてくれたのだろうか。またあの袖そでから出したのだろうか。

「お茶にします？　お水にします？」

　それとも、わ、た、く、し────？

　なんてな！　なんてな!!

　収録が終わった安あん堵どからか、妄もう想そうが暴走する僕の背後に音無さんがすっと近寄ってきて……

「うざい」

　そ、そんな、的確な一言で僕を表現しないでくれ。あと、的確に僕の妄想を読まないでくれ。

「まどかクン、おつかれさま！」

「流りゆう星せいさん、ありがとうございます。どうでした？」

「楽しかったよ。とても。あのままずっと、ブースの外から生き生きとしゃべるまどかクンを見ていたいくらいだったが…………ああ、それでは君と触れ合うことができないからね。なんとも悲しいジレンマだよ。どうぞ、座りたまえ」

　ねえ、こっちのほうがうざくない？

　理り不ふ尽じんさを感じながらも、しぐれさんの用意してくれた水を受け取り、収録前と同じように座った。

　スタジオのテーブルはそれほど大きくないので、四人が座ればもういっぱい。

　はて、なんか連絡事項とかないのかな。

　スタッフさんたちはタバコを吸いにいくと言って、喫煙スペースへ行ってしまったようだし、まずはいいか。

「まどかクン、本当にお疲れのようだね。仕事、大変なのかい？」

「え!?　うそ、顔に出ちゃってます？」

　流りゆう星せいさんが言うので、僕もついつい音おと無なしさんの顔を見てしまった。

　さっきブースから出る時にはそんなこと感じなかったけど。まだまだ僕は観察眼が甘いということか。

　いや、それよりも、出会ったばっかりの流星さんが気づいて、僕が気づかなかったってのが、ちょっとくやしい。

「疲れてるっていうか……ゴールデンウィークなのに、イベントとか、学校とか、収録とかで全然遊べてないから。ストレスがたまっちゃってるのかもしれないですね」

「それはよくないな！　よくない、よくないぞ！　健康にも、美容にも、よくない！　ストレスは大敵だからね！」

「あ、でも大だい丈じよう夫ぶですよ！　明日と明後日あさつてはお休みなんで！」

「ふむ…………明日はオフか。そうかそうか。それはちょうどいいな、うん」

　流星さんがなにかを考えるように顎あごに手をあてる。

「実は、ボクも明日は一日オフでね。すごい偶然だよ。いや、必然か。これも運命だ。うむ、どうだろう。まどかクンさえよければ、明日一緒にどこか行かないか？　ボクに、ストレスという敵を滅ぼす騎き士しの役目を与えてくれはしないだろうか」

　なっ！

　べらべらとなにを言ってるんだ、この人は！

「え、流星さんと、ですか？」

　これは完全に、デートのお誘さそいなんじゃないだろうか。

「えっと…………」

　さすがに音無さんも答えに悩んでいるようだ。

「お兄さま、わたくしもご一緒してよろしいですか？」

「あ！　しぐれも明日オフなの？　じゃあ、一緒に行こうよ」

　すげ。

　女同士の結束力を垣かい間ま見た。

　さすがに二人っきりってのは…………と渋しぶる音無さんが、しぐれさんに目め配くばせをしたのは一いつ瞬しゆん。

　しかし、その一瞬で音おと無なしさんの意図を感じ取ったしぐれさんが、助け船を出したのだ。

「良りよう人とさまも、もしご用事がなければ、いかがです？」

　おっと、船がこっちまで回ってきた。

「あ、はい。僕なら大だい丈じよう夫ぶですけど」

　と返事をした瞬間、ちらり、と流りゆう星せいさんが僕を見た気がする。

「いいね。ここにいるみんながタイミングよく空あいているというのもまた、運命かもしれない。じゃあ、みんなでどこかへ遊びに行こうか」

　むむ？　気のせい、だったか？

　流星さんはすぐに、いつもの爽さわやかな笑顔に戻っていた。

「わたくし、遊園地がいいです！」

　遊園地、か。もう長いこと行ってないなあ。たまにはいいかもしれないね。

　賛成しようとしたところで、流星さんがちょっと慌あわて気味に意見を出した。

「し、しぐれ。この連休だぞ？　混こんでるんじゃないか？　別のところにしたほうが……」

「もう、お兄さま。そんなことを言いだしたら、どこにも行けませんわ」

　たしかに流星さんの言うことも一理ある。

　が、しぐれさんの言う通りだな。狭い日本、どこに行っても混んでるだろう。

「じゃ、遊園地で決定ね！」

　おやおや、音無さん、ノリノリだね。

　絶叫マシンとか好きそうだもんな。

「決定ですわね。お兄さま、車の運転をお願いしてもよろしいですか？」

「あ、ああ、それぐらいなら任せてくれ」

「では、明日の朝、まどかと良人さまのお家うちまでお迎えに参りますわ」

　それは助かるなあ。

　僕と音無さんは流星さんにお礼を言う。

　笑顔で応こたえてくれた流星さんだが、僕の時だけちょっと笑顔がうすっぺらかったような。

　本当は音無さんと二人でどっか行きたかったんだろうからな。

　流星さんにわずかな同情を感じつつも、音無さんと二人っきりのデートにならなくてよかったと大いに安あん堵ど。

　安堵？　はて、僕はなんでほっとしてるんだ？　関係ないのに。

「明日はダブルデートですわね！」

　ちょっと待って、しぐれさん。

　あれ？　そういうことなの？

　デートってことは、あれだよね。

　しぐれさんと流りゆう星せいさんは兄妹きようだいなんだから、カップルにはならないよね。

　ってことは、僕としぐれさんのカップル、音おと無なしさんと流星さんのカップルってことだよね。

「はっはっはっ！　そういうことになるかな！」

　おいおい、とたんに元気になったぞ、流星さんが。

　急きゆう遽きよ、決まったダブルデート。

　大だい丈じよう夫ぶかな、明日…………。
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　ぴんぽーん、と軽快な音でうちの玄関が来客を告げる。

　すでに準備万端だった僕は、靴くつを履はいてドアを開けた。

　目の前には美少女が二人。音おと無なしさんとしぐれさんである。

　どうしちゃったんだろうね、最近の僕。

　こういうのを、リア充じゆうって言うんじゃない？

「しぐれさん、今日も気合い入ってますね。そのヘッドドレスやクロスのネックレスが、まさに荘そう厳ごんで華か麗れいなゴシック様式を再現してますよ」

「あら、ありがとうございます」

　ふっふっふっ。

　どうだ音無さん。僕だって勉強してるんだぞ。

　ネットでちょちょいっと検索すれば、ばっちりなんだ。

　ちょっと自信ありげに音無さんを見る。

「キモ」

　……………………どうしてさ。

「あと、スケベ」

　なぜ付け足し!?

「っていうかしぐれ、昨日の夜電話したでしょ？　普通の服着てこいって。なんでその格好なのよ」

「だって、デートといったら気合いを入れないといけないでしょう？　そう言うまどかこそ、髪を結うのは仕事などの気合いを入れる時なのではなくて？」

　そういえば。今日は仕事ってわけではないのに、音無さんはいつものサイドポニーだ。

「う、うるさいわね。動いたりするのに、長い髪は邪じや魔まなのよ」

「ええそうですわね。わたくしも髪は長いので、よく分かっていますよ」

「じゃあ、いちいち言わないでよ！」

　僕は、どっちでもいいと思うよ。かわいけりゃ。

　音無さんはしぐれさんとの会話を一方的に打ち切ると、一人でさっさと歩き始めた。

「車は大通りにとめてあるんだって」

「はい。お兄さまが待ってますので。行きましょう」

　おっけー。じゃあ、行くか。

　まだ朝も早くて、ちょっと眠い。

　が、この青空を仰あおげば眠気も吹っ飛ぶさ。朝日が目に染しみるほどだもの。

　まあ、それ以上にまぶしい美少女が、目の前に二人もいるんだけどね！

　しぐれさんの後について大通りまで出ると、一昨日おとといと同じスポーツカーが朝日を反射していた。ぴっかぴかだな、おい。

　その車の横に立っているのは、流りゆう星せいさん。

　これがまた、嫌いやみなくらいに車に似合ってるんだよなあ。

「やあ、おはよう！　まどかクン」

「おはようございます、流星さん」

「まどかクン。君はまさに地上の星だ。しかし！　普通の星とは違う。決定的に違う。どんなに大きく輝く星でも、朝日の前にはかすんでしまうというのに、君はこの朝日の下でなお、より一層光り輝いている！」

「そんな、褒ほめすぎですって、流星さん」

　朝っぱらからうぜえ。

　音おと無なしさんは両手で頰ほおを押さえている。赤くなっているのを隠しているのだろうか。

　…………けっ。

　うんざりしていると、流星さんは一応僕にも挨あい拶さつをしてくれた。

「……………………やあ」

「……………………ども」

　流星さん、明らかに嫌そうな顔したぞ。

　ま、気にしないけど！

「まどかクン。今日の服は一段とかわいいね！　ガーリーかい？」
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　む、その単語、昨日ネットで見たぞ。

　ファッション用語だよね、たしか。

　おまえも僕と同じように、音おと無なしさんに「キモ」とか言われるといい！

「ありがとうございます！　流りゆう星せいさん、詳しいんですね」

　……………………あれ？

　なんで僕の時と反応が違うのさ！

　これがイケメンパワーなのか！

　ただしイケメンに限るのか!!

「さ、まどかクン、どうぞどうぞ」

　流星さんが助手席のドアを開けて音無さんを促うながす。やっぱりそこは音無さんの席なのな。

「君は、そっちな」

　いちいち言わなくても分かってるよ！　後部座席だろ!?

　っていうかこの人、明らかに昨日と態度違わないか？

　多少の憤いきどおりを感じつつも、しぐれさんが運転席の後ろに、僕が助手席の後ろへと乗り込んだ。

「君、ぼーっとしてないで、まどかクンの荷物を後ろに置いてあげないか」

「え。あ、ああ。はい」

　音無さんの荷物を受け取って、後部座席の空あいているところへと置く。

　明らかに流星さんから敵意を感じるのは気のせいだろうか。

　言葉の端々にトゲがあるというかなんというか。

「まどかクン、コンビニとか寄るかい？」

　流星さんはカーナビをいじりながら助手席の音無さんへと尋たずねた。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

「しぐれは？」

「大丈夫ですわ」

「じゃあ君も、大丈夫だよね」

　じゃあってなんだよ！

　いやあ、なんだろうね。ここまであからさまな態度をとられると、反抗したくなるよね。

「あの、僕のど渇かわいてるんで、寄ってもらっていいですかね？」

「ん？　ああ、ちょうど一人分ならあるよ」

　運転席からなにか投げられた。

　ペットボトルに入った水だ。……全然冷たくないけど。封も開いてるし。

　いつ買ったやつだよこれ！

　ミラー越しに、僕と流星さんの視線が交こう錯さくする。流星さんの笑顔は、まるで仮面をかぶっているかのように揺ゆらがない。

「良りよう人とさま、これでよろしければ」

　代わりにしぐれさんが、ペットボトルに入った水を差しだしてくれた。どっから出したんだろう。キンキンに冷えてるんだけど。やっぱしぐれさん、マジックなんかより断然すごいよ。その袖そでからなんでも出てくるんだね。

　本気で欲しかったわけではないけど、しぐれさんにはお礼を言っておいた。

「……………………じゃ、発車するよ」

「くれぐれも安全運転でお願いしますね」

「いちいち釘くぎを刺されなくても、分かってるよ、素人しろうとクン。今日はまどかクンも乗っているのだからね」

「いままで何人の女性を乗せて安全運転したんでしょうね」

「「…………………………………………」」

　おっと、ちょっと言い過ぎたか。

　音おと無なしさんがわざわざ振り返ってまで僕を見てきたぞ。

　そんな音無さんには目もくれずに、流りゆう星せいさんと僕はミラー越しに睨にらみ合う。

　今日一日、ずっとこんな感じなんだろうか。

　殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きの僕と流星さんを見て、音無さんはため息ひとつ。

　しぐれさんはなぜかにこにこ。

　そんな四人を乗せて、車はゆっくりと走りだした。




　僕たちがやってきたのは、都心から少し離れた場所にある遊園地。

　山を開かい拓たくして造られたため、広大な土地を有する一大テーマパークとなっている。

　さすがゴールデンウィーク、混こんでるなあ。

　入場チケットを買うだけで列ができるほどの盛況っぷりで、十分ほど並んでやっと僕たちに順番がまわってきた。

　流星さんは、窓口のおばちゃんに我先にと身を乗りだした。

「プロ三枚と素人一枚いただけるかな。おっと、失礼。ボクとしたことが間違えてしまった。高校生三枚と、大人おとな一枚だったね」

　どこを、どう間違えたら、そうなるんだよ！

「自分の分は自分で払いますんで」

　この人に奢おごられるのはなんか癪しやくだ。サイフを出しながら、主張しておく。

　しかし、そんな主張を流星さんは鼻で笑い飛ばす。

「お、本当かい？　それは助かるね。女の子の分は最初から払うつもりだったけど、君の分まで払うのが、大人の男の懐ふところの深さかなあと考えていたんだよ」

　いちいちうるさいなあ、この人は。

「あの、あたしも払いますから」

「いや、まどかクンはいいんだよ」

「え？　でも、それは悪いですよ」

「今日誘さそったのはボクだ。だから、払わせてくれないか？」

「いや、でもやっぱり…………」

「まどかクン、男をたてるのも、いい女の条件だよ？」

　うっぜえええええええええええ。

　かゆいかゆい！　体のいたるところがかゆくなってくるわ！

　と、なぜか流りゆう星せいさんは僕だけに聞こえるように小声で言ってきた。

「君も男だったら、『しぐれさんの分は僕が払います』くらい言えないのか？」

「へえ、案外せこいんですね、流星さん」

　それって結局、流星さん本人の払う額を一人分少なくしようってことなんじゃないのだろうか！

「そう考える君も、ケチな男だな」

　へいへい、分かりましたよ。乗ってやりますよ。

　せこい男だと思われるのも嫌いやだし、流星さんばっかかっこつけてんのも気にくわないしな！

「しぐれさんの分は、僕が払いますよ」

「え!?　良りよう人とさま。それはいけません。わたくしの分はお兄さまが…………」

「いいんです！」

　ぴしゃりとしぐれさんに言うと、流星さんと睨にらみ合う。

　これでどうだ、と言わんばかりに。

「ずいぶんと負けず嫌いな少年だな」

「あなたほどではないですけどね」

　結局、男二人で女性陣の分の入場チケットとワンデーパスの料金を払うと、僕はしぐれさんへ、流星さんは音おと無なしさんへとそれぞれチケットを手渡す。

「ありがとうございます、流星さん」

「良人さま、ありがとうございます」

　しぐれさんが喜んでくれるなら、これくらい、安いもんさ……安い、もん、さ……ううう。

「では、参りましょうか」

「ね、ね、まずなに乗る？」

「そうですわねえ」

　音無さんとしぐれさんを追うように入場ゲートをくぐれば、そこは一気に別世界。

　俗世を忘れ、楽しい楽しい夢の国だ。

　遊園地のマスコットキャラたちが子供たちに風船を配っていたり、でかいお城の前にある湖に海かい賊ぞく船せんが浮かんでいたり。

　カップルも多いけど、家族連れも多いみたいだ。

「まずは、やっぱりジェットコースターじゃない!?」

　僕の思った通りだ。音おと無なしさんは絶叫マシン系が好きらしい。

　それにしたって、一発目からかい？　よっぽど好きなんだな。

「ま、まどかクン！　これもおもしろそうじゃないか？」

　先頭を切って歩きだす音無さんを止めたのは、流りゆう星せいさん。どこでもらったのか、パンフレットを手に別のものを提案。

　ゴンドラに乗って人形の世界を進むというメルヘンチックなアトラクションらしい。

　まったく、流星さんは分かってないな。普通の女の子だったらそういうのを選ぶのかもしれないけど、相手は音無さんだぞ？

「あ、でも、このジェットコースター、乗り場はすぐそこですよ。ほら、ちょうど、列もそんなにできてないし！」

　音無さんの指さすほうを見ると、彼女の言う通り、行列と言えるほどのものはできていない。少し並ぶだけで乗れそうだ。

「空すいているものから、どんどん乗っていきましょう」

　お、しぐれさんも絶叫マシン大だい丈じよう夫ぶなのかな。

　僕も嫌いじゃないし、一発目は決定だね。

　横を走り抜けていこうとする子供を颯さつ爽そうと追い抜いて、音無さんが列の最後尾に着く。そして、「早く早く」と僕らをせかす。

「ふふっ。まどかったら」

　そんな音無さんを「子供っぽいな」と思ったのは、どうやらしぐれさんも同じのようだ。

　列に着いて首を伸ばせば、前には数人。いま回ってるコースターが帰ってくれば、すぐに僕らの番になるだろう。

「あ、ちょっとボク、いいかな？」

「いかがなさいました？　お兄さま」

「いや、その、用を足しに」

「乗ってからにすればよいではないですか。もうすぐ、わたくしたちの番ですよ」

「しぐれたちだけで行ってきてもいいんだぞ？」

「我慢してくださいな」

　急にどうしたんだろう。

　流星さん、おなかでも痛くなったのだろうか。

　さすがに大を我慢してのジェットコースターはきついと思うけど。

「お兄さま。もしよかったらこれを」

　またしても、しぐれさんはゴスロリの袖そでからなにかを取りだした。

　え……ちょっ、それ、もしかして、おむつ!?

「いや、しぐれ、これは…………」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。大人おとな用ですから」

「そういう問題ではないんだぞ？　しぐれ」

　流りゆう星せいさんがおむつをしぐれさんに突っ返すと、ちょうど僕らの順番がやってきた。

　我先にと乗り込む音おと無なしさん。

　と、ここで、音無さんの隣となりに乗り込むのだろうと思っていた流星さんが、なぜか二の足を踏ふんでいる。

　後がつっかえているということもあり、スタッフさんにせかされて僕が音無さんの隣に座ることになってしまった。

　二人で一列のジェットコースターなので、僕と音無さんの後ろに流星さんとしぐれさんが座るというポジションに。

　がしょん、と頭上から安全装置が下りてくる。

　だ、大丈夫だよな、これ。いきなり外れたりしないよな。ちゃんと体固定されてるよな。

　きょろきょろしていると、僕の様子に気づいたのか、音無さんがずいぶん楽しそうな声で話しかけてきた。

「なにそわそわしてんのよ」

「安全確認だよ！」

「あ、恐こわいんだ？」

「こ、恐くねーし」

　始まった。僕イジりだ。なにもこんな時にまでやらんでも。

「男らしくないわねー、流星さんと違って」

「万が一の時のことを考えて、確認してただけだろ？」

「日本の科学力なめてんじゃないわよ」

「いや、なめてはいないけど」

「日本の科学者なめてんじゃないわよ」

「だからなめてないって」

「むしろ、日本の文化をバカにしてるわね、あんたは」

「いつ!?　むしろすげー感謝しながら毎日を過ごしてますけど!?」

「素人しろうとのあんたは知らないかもしれないけどね、現代のジェットコースターは、日本の技術と文化の結晶なのよ？」

「そ、そうなの？　それは知らなかった」

「『高い、早い、うまい』とかね」

「それを言うなら『安い、早い、うまい』じゃね!?　あと、ジェットコースターでうまいってなに!?」

「ほら、造りがさ」

「僕としては、あんまり激しくないほうがいいなあ」

「そんな、やおい絶叫マシンおもしろくないでしょ!?」

「なにその池いけ袋ぶくろの乙女ロードにありそうなアトラクション！　男しか絶叫しなさそう！」

「山なし、落ちなし、って意味で」

「なるほど、うまい！　たしかにそんなジェットコースターに意味はない！」

　本当に音おと無なしさんは絶叫マシン好きなんだなあ。

「じゃあ逆に訊きくけど、音無さんはどんな絶叫マシンが好きなの？」

「これからの季節は、水がかかるやつとかね」

「あー、いいね。涼しげで」

「濡ぬれて下着が透けるの狙ねらってるんでしょ！　この変態！」

「いや自分が言いだしたんでしょ!?」

「冬は水が温泉に変わるのよ」

「いらねえよ！　ゆっくり浸つからせて？　温泉は！」

「じゃあレールがないやつ」

「危ねえ！　誰だれが乗るんだよそんなマシン」

「あんたは決められたレールの上をいくだけの人生で満足できるの？」

「なんの話だよ！　ジェットコースターでしょ!?」

　ジリリリリリと発車のベルがけたたましく響ひびく。

　音無さんとしゃべってる場合じゃないぞ。

　緊きん張ちようしてきた！

　一度だけ大きく揺ゆれて、コースターは走りだした。

　まずは上りだ。ゆっくりと、あえて時間をかけてコースターが上っていく。

　ジェットコースターを擬ぎ人じん化かしたら、確実にサドっ気たっぷりの女王さまだろうな。さっさと落とせばいいのに、じわじわと緊張感を煽あおって楽しんでやがるんだ。まるで音無さんのようだね！

「いやー、いい天気ね」

　音無さんに言われて、景色を見る。たしかに、眺ながめはいい。

「よく見ておきなさい」

「そうだね、なかなか見られないからね」

「そうよ。これが最さい期ごの風景になるかもしれないんだから」

「なんでそんな不安を煽るようなこと言うの!?」

「あ、あんたの安全装置…………」

「え？　なに？　ちょっ、なんか変なところあるの？　こっちから見えないんだけど」

「いえ、なんでもないわ。気にしないで。大だい丈じよう夫ぶ。きっと大丈夫だから」

「すげえ気になんじゃん！　言えよ！」

「そう？　じゃあ言うけど…………あんたの後ろに、半分透けてる女の人の顔が」

「うわっうわっ、別の意味でこえーよ！　なんでそんなこと言うんだよ！」

「あんたが言えって言ったんでしょ？　もうさっきからなんなのあんたは。ぐちぐちぐちぐち、うるっさいわね！」

「わー、まさかの逆ギレ」

「あたしはね、あんたの緊きん張ちよう感かんを高めて、よりこのアトラクションを楽しませてあげようとしてるだけなのに」

「完全なるありがた迷めい惑わく！」

　コースターはすでに坂の中腹部まで到達している。

「まったく、しょうがないわね。じゃあ、いまからあたしが、どんな時でも落ち着ける秘策を伝授してあげるわ」

「秘策？　そんなんあるの？　それはぜひ知りたいね」

「まずは大きく息を吸ってー」

　言われた通りにする。まさか、ただの深呼吸ってことないよな。

「吐いてー。はい、もう一回大きく息吸ってー」

　すうぅぅぅぅ。

「はい、息止めて。そのまま、そのままね！」

「レントゲン撮るんじゃねえんだよ！」

　春の健康診断思いだしたわ！

「ほら。今度は目をつぶって！　大事な人の顔を思いだすといいのよ」

「だ、大事な人？」

　音おと無なしさんにならって、目を閉じてみる。ガタンゴトンとうるさい中で、真横から音無さんの声だけがとってもクリアに聞こえてくる。

「お母さん、お父さん」

　ぱっぱっと顔が浮かんでくる。二人ともいい笑顔だ。

「もう一人のお父さん」

「いるの!?　もう一人!?　複雑な家庭環境だ！」

「おばあちゃん、おじいちゃん、戦争で亡なくなったひいおじいちゃん」

「顔分かんねーって！　戦争の時まだ生まれてないからね、僕ら！」

「自分の顔」

　あんまり鏡見ないから自分の顔がぱっと浮かばないなあ。

「にやり」

「にやり、ってさせんなよ！」

「今の瞬しゆん間かんの顔、写真に撮られたわよ」

「あ、よくあるサービスだ！　ジェットコースター降りたところで買えるやつだ！」

「そんなこと言ってるうちに、ほら、もう頂上よ」

「うわ、マジだ！　全然心の準備ができてない！」

　知らないうちに頂上まで上りきっていたコースターは、一気にレールを滑すべり降りる！

　さきほどまでのそよ風とは比べものにならないほどの強風に襲おそわれる。これはこれで、爽そう快かい感かんたっぷりで気持ちがいいけど！

『わあああああああああああああ！』

　どこかから、男性の悲鳴が聞こえる。

　分かるよ。叫びたくなる気持ち。

　たかっ！

　はやっ！

　こわっ！

　でもこれが楽しい！

　右へ左へと揺ゆさぶられ、気づいた時にはまた高みへと。

　息をつく暇ひまもなく、日常では味わえないスピードで落下していく！

『ひええええええええええええええ！』

　うん、どこの誰だれか知らないけど、彼も思いっきり楽しんでるみたいだ。

　地面すれすれまで滑り降りると、体にＧがかかって押しつぶされるような感覚に襲われる。

『がああああああああああああああ！』

　それにしても、叫びすぎじゃね？　この男の人。

　よっぽど絶叫マシン好きなんだろうな。声を出すとテンションも上がって、より楽しめるのかもしれない。

　ちょっと僕もやってみようかな。

「わああああああああああああああ！」

　おっ。これは結構すっきりするぞ。

　いざ自分が大きな声を出してみると、さきほどまでうるさいくらいに聞こえていた男の人の声も気にならなくなった。




「あー、気持ちよかった！　もう一本いっとく!?」

「いや、さすがにちょっと休きゆう憩けいさせて…………」

　ご満まん悦えつの音おと無なしさんである。それもそのはず。

　今日、これまでに乗ったもの。

　ジェットコースター。

　フリーフォール。

　ジェットコースター。二本目。

　なんか船に乗ってぐるぐる回されるやつ。

　ジェットコースター。三本目。

　絶叫マシン系ばっかりである。

　次にどこへ行くかという主導権を音無さんが握っていて、しぐれさんがすぐに同意するもんだから、ラインナップが偏かたよりまくっていた。

　当然のことながら、絶叫マシン系が大好きそうな音無さんは余裕の表情。

「体がふわふわして、とても良い気分ですわ」

　女性陣は強いなあ。しぐれさんもまだまだいけそうだ。

「………………………………」

「どうしたんですか、流りゆう星せいさん。黙だまっちゃって」

　意外と参っているのは、流星さんだった。

「……………………べつに」

　噓うそつけ。強がっちゃってるじゃん。よくしゃべる流星さんにしては言葉数も少ないし。あと、それ、何様のマネ？

「君だって、足が震ふるえてないかい？」

「気のせいですよ。気のせい」

　自分で言っておいてなんだが、完かん璧ぺき強がりである。男性陣はすでにへとへとである。

「まどかクン、そろそろお昼にしないかい？」

「え？　もうそんな時間ですか？」

　よし、ナイスだ、流星さん。

　正直、昼食を食べられる胃の調子ではないが、ちょっと休きゆう憩けいさせてほしい。

　音無さんはケータイを開いて時間を確認すると、この提案をすんなりと受け入れてくれた。

　パンフレットの地図をたよりに、いまいる場所から一番近い食事処どころへ。

　屋台村のように、たくさんの出店が並んでいる。フードコートのようだ。

　パラソル付きの丸いテーブルがたくさん並んでいる。空あいているところはあるだろうか。

　かなり混こんでるけど…………お、あったあった。

　運良く空いていた席に荷物を置いて確保。

　さて。

「なにを買ってこようか？　あ、もちろんボクが奢おごるから、好きなものを言ってくれたまえ」

　あ、流りゆう星せいさんに先を越された。

「いえいえ、あたしたちが買ってきますよ」

　音おと無なしさんの言葉に、しぐれさんがこくこくと首を縦に振る。

「いや、まどかクン、ここはボクが…………」

「流星さんは休んでてください。それに、どんな屋台があるのかも自分で見て回りたいし」

「むう、そうか。分かった。じゃあお願いするよ」

　申し訳ないが、ここは音無さんのお言葉に甘えることに。

　僕と流星さんは荷物番ということだ。

　それぞれ欲しいものを伝え、代金をちょっと多めに渡す。あくまで女性陣の分は男が払うという見み栄えだ。かっこいい？　いや、あんまりかっこよくはないな。

　遠えん慮りよしながらもお金を受け取ると、音無さんとしぐれさんは屋台のほうへと歩いていった。

「ふう」

　二人を見送ってから、イスに深く腰かけてようやく一息つく。目をつぶると、まだ体が揺ゆれているような感覚。

　流星さんも同様で、いつもの爽さわやかスマイルを少しだけお休みさせて、疲れた顔を表に出していた。

　しかし、それも一いつ瞬しゆん。

　テーブルにひじを載せ、手を組み、そこに顎あごを載せてスマイル。

「まどかクン、かわいいよね」

　急になにを言いだすんだ、この人は。

「えっと、すまん。君、なんていったっけ」

「はい？　なにがです？」

「名前」

　そこからかよ！

「常つね村むら良りよう人とです」

「ああ、そうだった。常村クンだ。悪いね、男の名前と顔を覚えるのは苦手なんだ」

　そうだった、じゃねえよ。まあ、しぐれさんにある程度聞いてたのかもしれないけど、ちゃんと自己紹介するのは初めてだからね！

「君も思わないかい？」

「音無さん、ですか？」

　この人、音無さんのこと、どこまで知ってるんだろう。

「時に子供のようにはしゃぎ、時に母のように優やさしく、仕事となれば気高く凜り々りしい顔を見せる。これほどまでにすべてを持ち合わせた女性に、ボクは出会ったことがないよ」

　時に暴力的、というのが抜けてるけど？

「君は、まどかクンのなんなんだい？」

　は？　音おと無なしさんとの関係？

「べつに……ただ、一緒にパーソナリティをやることになったってだけの関係ですよ」

「そうかそうか」

　僕が言うと、流りゆう星せいさんは腕を組み、足を組み、笑顔だけはそのままでじっと見てくる。

「じゃあ、ボクの邪じや魔まはしないでくれよ？」

　邪魔もなにも、どうぞお二人で好きにしろってんだ。

「邪魔なんかしないから、安心してください。あ、でもひとつだけ忠告しておきます。音無さんって、流星さんが思ってるよりずっとじゃじゃ馬なんで、注意したほうがいいですよ」

　言ったあと、にやりとわざとらしく笑ってやった。

　風が吹いて、前髪が揺ゆれる。まるで西部劇の決闘シーンのようだ。

　周囲の喧けん騒そうなんて、まったく気にならなく────

「ママー、あのお兄ちゃんたち、にやにやしながら見つめ合ってどうしたの？」

「こらっ！　見ちゃいけません！　行くわよ！」

　家族連れが多いなあ。騒さわがしいこと騒がしいこと。

　しぐれさんたち、まだかな。

「むむっ」

　急に立ち上がった流星さん。

「どうしたんですか、流星さん」

　流星さんは僕の対とい面めんに座っていたので、僕は視線を追ってぐるりと体をひねる。

　子供が泣いていた。幼稚園に入ったくらいの女の子だ。

「迷まい子ごかもしれない」

　貴重品以外の荷物を席確保のためにその場に残して、僕と流星さんはその子のもとへと向かうことに。

　片かた膝ひざをついて、流星さんが声をかけた。

「お嬢さん、どうかしましたか？」

　お嬢さんって…………まあいいけど。

「……………………う、ふええ」

　女の子は、突然現れた知らない男の人に驚おどろいて泣きだしてしまった。まあ、無理もない。親と離れて、ただでさえ不安でいっぱいだったんだろうから。

「ああ、恐こわがらなくていいよ。お母さんとはぐれてしまったのかい？」

　流星さんは満面のスマイルで女の子の頭をなでる。

　最初こそ驚いたものの、女の子はすぐに流星さんを恐い人だとは思わなくなったらしい。頭をなでられて、落ち着いてきたようだ。

「ほら、これで涙を拭ふくといい」

　と、流りゆう星せいさんはポケットに手を入れる。

　しかし、女の子はそれよりも先に、自分のスカートを盛大にまくって、その裾すそで涙を拭いてしまった。

「うおおおおおおおお！　ああああああああああ！」

「ど、どうしたんですか流星さん！」

　突然苦しみだしたと思ったら、ロケットのように鼻血を噴出して、仰あお向むけに倒れる流星さん！　頭を抱かかえる手は、うっすらと血管が浮きでるほど。

　ど、どうしちゃったんだよ。この人、なんか持病とかあるのか？　えっと、薬とか……いや、まずはしぐれさんを呼んだほうがいいか？

「出ていけ！　煩ぼん悩のうよ！　ボクの頭の中から出ていくんだ！」

「…………………………………………は？」

「素人しろうとクン！　ボクを叩たたけ！」

　鼻血を垂らしたまま、僕にすがる流星さん。

「いや、ちょ、なに言ってんすか!?」

「いいから！　早くボクをぶってくれ！　はあはあはあ」

　恐こわい恐い恐い！　意味が分からない！
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　女の子も、完全に泣き止やんでしまっている。口を開けて、ぽかーん、だ。

「なんなんですか！　どうしたんですか!?」

　肩を揺ゆさぶって流りゆう星せいさんを正気に戻そうとするも、彼の苦悩の表情は一向に晴れない。

「君、男性アイドルに必要なものってなにか分かるか？　清潔さだよ！　ちょっとでも汚れたところを見せたら、女性ファンのみなさんはすぐに愛あい想そをつかしてしまう。だから、こんな煩ぼん悩のうに頭の中を支配されるわけにはいかないんだ！　早くボクをぶってくれええええええええ」

　よ、よく分かんないけど、ぶてばいいのね？

　手のひらで、軽く流星さんの後頭部をはたいてみる。

「ダメだ！　もっとだ！　もっっっとだよ！　はあはあはあ」

　清潔さうんぬんの前に、気持ち悪いんですけど！

　しょうがない、思いっきりいくか。さっきと同じ要領で、思いっきり、ていっ！

「……………………………………………………」

「流星さん？」

「……………………ふっ」

　よ、よかった。落ち着いたみたいだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「待ちたまえ、髪型を直す」

　手鏡とくしを取りだし、さっさっと髪を梳すく。鏡の中の自分と目を合わせ、軽く「よし」と頷うなずいた。

「もう大丈夫だ。いやあ、危なく頭の中が煩悩まみれになるところだった」

　そもそも、煩悩をかき立てるようなことがあったか？

　もしかして…………いや、まさかそんな。

　大人気アイドルさんが、そんな、ねえ？　一応確認してみる？

「流星さん、もしかして…………ちっちゃい女の子が好きなんですか？」

「違う！　断じて違うぞ！　ちっちゃい女の子も、好きなだけだ！」

「どっちにしろロリコンじゃねーか！」

「だって、君！　パンツだぞ!?」

「いや、パンツっていっても」

　いやらしさなんてまったくなかったよ？

　って、流星さん、思いだしちゃったみたいです。自爆ですか。

「ぱ、パパン、パ──────うおおおおおおおおおおお！　煩悩おおおおおおお！」

　ついに飛んだぞ鼻血ロケット！　ものすごい勢いだ！

「ぶってくれ！　ボクをぶってくれええええええええ！」

　はいはい、ばしんっと。

「……………………はっ！　髪型が」

　いちいち頭叩たたくたびに髪型直すのやめてくれないかな。うざいから。

　あと、髪型直す前に鼻血を拭ふきましょうね。

　流りゆう星せいさんが鏡を見ているうちに、僕は女の子へと話しかけることにする。

　この子、もう完全に怯おびえちゃってんじゃん。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「う、うん」

「どうして泣いてたの？　お兄ちゃんに教えてくれるかな？」

　ちらちらと流星さんのほうを見ながら、戸と惑まどいながらも女の子は口を開いてくれた。

「おかあさん、どっかいっちゃった」

「むむむ！　まさか、お空の星に…………」

「流星さんは黙だまっててください！　そんなに重い話じゃないんで！」

　急にシリアス展開にするのやめてくれよ。さすがに僕も、この子になんて言ったらいいのか分からなくなるぞ。

「どの辺りでお母さんいなくなっちゃったのか、分かる？」

「うん、あっち」

　よし、ちょっと行ってみようか。お母さんも探してるだろうし。

　手を繫つないで、歩きだす。女の子の歩調に合わせて、ゆっくりと。

「今日はお母さんと来たの？」

　少しでも不安がまぎれるように、話しかけてあげることも忘れない。

「うん、おかあさんと、おとうさんと、いもうとと、きたの」

「妹いるんだ」

「うん」

　この子がまだ幼稚園に入ったくらいに見えるから、妹はまだ赤ちゃんかな。ご両親が赤ちゃんの面倒を見てたから、はぐれちゃったのかもしれない。

「おとうさんに、いもうとがほしいっていったらね、がんばるっていってくれてね、それでね、いもうとができたの！」

「ぬうおおおおおおおおお！　煩ぼん・悩のうおおおおおおおおおお！」

「うっさい！」

　いまのは、どっから聞いても微笑ほほえましい話だろう!?

　見てくれは一応小こ綺ぎ麗れいに装よそおってるけど、汚れまくってるんじゃね？　この人の頭の中！

「恵え那な！」

「あ、おかあさん！」

　災わざわい転じて福となす？　流星さんが大声をあげたおかげで、お母さんがこっちに気づいたようだ。

　女の子がお母さんのもとへと走っていく。その間に、僕は流りゆう星せいさんの頭をばしんっと。

「……………………はっ！　髪型が」

　そろそろスルーしまーす。

「あの、ありがとうございます」

「いえいえ。よかったね、見つかって」

「うん！　おにいちゃん、ありがとう！」

　よかったよかった。

　流星さんに任せてたら、ここまですんなりとはいかなかったんじゃないかな。

　本当によかったよかった。

　親子を見送り、改めて横に立つ流星さんを見た。思わずため息が出た。

　アイドルとしての清潔さを保つために煩ぼん悩のうを追い払う。それを子供の頃ころから続けてきた結果、女性に免めん疫えきがない。なのに、サービス精神旺おう盛せいでフェミニストとは。

　良く言えばアイドルとして徹てつ底ていしてるのかもしれないけど、僕のような素人しろうとからしてみればバカバカしいね。そんなんで自分の人格ねじ曲げてるなんてさ。

「君」

「なんですか」

「まどかクンには、秘密だからな」

「はいはい、分かりましたよ」

　僕と流星さんは席へと戻る。

　あ、音おと無なしさんとしぐれさん。もう戻ってたか。荷物だけ置いていなくなっちゃってたから、心配させたかな。

　案の定だったようで、音無さんが僕に尋たずねてくる。

「どうかしたの？」

「女の子が迷まい子ごになっててさ」

「あまりにかわいかったから、連れて帰ろうとしてたの？」

「そうそう、それで僕好みの立派なレディに育てて────って、違うよ！」

　僕にはこんなフリをしてくる音無さんだが、流星さんが相手だと態度ががらりと変わってくる。

「流星さん、大変でしたね」

「いや、なに。当たり前のことをしたまでだよ。はっはっはっ」

　同じことをしたのに、評価が上がるのは流星さんのみ。その判断基準どうなってるのよ。

「良りよう人とさまはお優やさしいですね」

「い、いや。ははは。あ、ありがとうございます」

　ただ、しぐれさんのように直球でこられると、後頭部がかゆくなっちゃうんだけどね。うれしいけど。うれしいけど！　うれしいけど!!

「さあ！　とっとと食べて、午後も乗りまくるわよ！」

　ずいっと、音おと無なしさんが買ってきたものの載ったトレーを押しだしてくる。もうちょっとていねいにしてくれよ。飲み物が少しこぼれたじゃんか。

　あと、飯ぐらいゆっくり食べさせて！




「よっし！　じゃあまずは一本」

「音無さん！　僕に選ばせてもらっていいかな!?」

　先手を打つ！

　飯食った直後に絶叫系は嫌いやだ！

　目的地を決めようと音無さんが広げたパンフレットを、瞬しゆん時じに横から取り上げる。

　午前中は乗り物系ばっかりだったからなあ。なにか、別なものないかな？

「ここは、行かなくてはいけないんじゃないのかね？　定番だが、だからこそ、外せないアトラクションだろう？」

　僕が開いているパンフレットに、流りゆう星せいさんが横から指をさしてきた。

　きれいに切られた爪つめが示す先にあるのは…………。

「お化け屋や敷しき、ですか」

　僕が読み上げると、流星さんはゆっくりと頷うなずいてみせた。

　たしかに定番。とくに、男と女が一緒に遊園地に来たら、絶対に外せないアトラクション。

　こりゃ次は決まりだね。

　流星さんの強い推すい薦せん、ということにして、僕たちはお化け屋敷の前までやってきた。

　和風のお化け屋敷らしい。海外のモンスターパニック系よりも、日本の怪談のほうが、背せ筋すじがぞわぞわするような恐こわさがあるよね。

　正直、ふだんからホラーゲームをよくプレイする僕にとって、こんな遊園地のお化け屋敷など子供騙だましもいいところだ。

　ただ、まあ、流星さんが言うからしかたなく、ね。わざわざ定番のところに行かなくてもって気はしたんだけどさ。お約束だから、あえて外すってこともアリだと思ったんだけどね。

　特別なイベントを期待しているわけではないし。

　お化け屋敷の入り口を指さし、流星さんは声たかだかに提言する。

「ここは男女のペアで行こう！　妹と組んでもおもしろくないし、まどかクンはボクと組むってことでいいかな？」

「いいですね。じゃあそうしましょう！」

　すかさず賛成した音無さんは、流星さんのそばに寄ってから僕を見る。見せつけてるつもりかい？

　なら僕だって。

「じゃあ、僕はしぐれさんとですね！」

「はい、良りよう人とさま」

　しぐれさんはにこりと笑うと、僕に一歩近づいてきてくれた。

「ごめんなさいね、まどか。良人さまを取ってしまって」

　さらに、音おと無なしさんへのちょっかいまで。

「なにが？　ねえしぐれ、なにを謝ってるの？　べつに、全然、まったく問題ないんだけど」

「そうですか」

「そうよ。っていうかさ、あんたなんじゃないの？」

「なにがでしょう？」

　ゆっくりと首をかしげるしぐれさんに、音無さんは意地が悪そうな顔をして言う。

「この素人しろうとのこと好きなの」

　な、な、な、ななんあななあななななに言ってんだよ音無さん！

「…………そうですわねえ」

　え？　え？　は？　え？　ん？

「旦だん那なさまにするなら、良人さまのような男性がいいですわね」

　そう言いながら、しぐれさんは僕の腕をぎゅっと抱だきしめる。感じるこの柔らかさは、フリルの感触でしょうか。それとももっとすてきなものでしょうか！

　音無さんが僕を睨にらむ。なんでなんで。僕がなにかをしたわけではないんだよ？　男なら誰だれだって鼻の下伸びるでしょ、この状況は！

「つ、付き合うとか、そういうことじゃないと思いますから！」

　流りゆう星せいさんの目が細くなったので、慌あわててフォロー。

　まったく、しぐれさんもいくら音無さんをからかうためだからって、お兄さんの前でそんな冗談、言っちゃダメですよ。

「では良人さま、わたくしたちが先に参りませんか？」

「え？　ああ、はい。いいですよ。じゃあ行きましょうか」

　もうさっさと行ってしまおう。

　流星さんと音無さんをペアにしたって、たいした問題はないさ。

　たぶんだけど、音無さんがお化けを恐こわがるとは思えないんだよね。

　流星さんがお化け屋や敷しきに行こうと言いだしてから、とくになんにも言ってないし。きっと、得意なんじゃないかな？

　ほら、あれもあるし。

　あの、タコ。

　詳しくは教えてもらえていないけど、あれって絶対に霊れい的てきななにかなわけで、お化けだなんだってのは、もう音おと無なしさんは慣れっこなんじゃないだろうか。

　恐こわがらないってことは、きゃー、ぎゅっ、て展開もありえないわけだ。どうせ、流りゆう星せいさんはそれを狙ねらってるんだろ。

　はっはっはっ、残念だったね、流星さん。音無さんは、そんなにかわいい女の子じゃあないんだよ！

「しぐれさんは、お化け屋や敷しきとか平気なんですか？」

　音無さんよりも、僕としてはしぐれさんのほうが気になる。お約束イベントが起こるのって、もしかしたらこっちなんじゃないだろうか。

　ちょっとだけ楽しみ…………。

「ええ。大好きですわ」

　あれ？

　いざ入り口に立ち、暗くら闇やみを見つめるしぐれさんの表情は、いつも通りのふんわり笑顔だ。

　なんだ、そっか。

　やっぱり、お約束ってのはマンガとかの二次元の世界だけなんだね。

　入り口と書かれたのれんをくぐると、ひやりとした空気が肌はだをなでる。冷房がきつめにかかっているようだ。

　明るいところに目が慣れていたせいか、真っ暗でほとんどなにも見えない。手を伸ばした先が精一杯といったところか。

「良りよう人とさま」

「はい」

　ゆっくりと歩く僕の真横で、しぐれさんがにこりと笑った。

「楽しいことをしませんか？」

「楽しいこと、ですか？」

　な、なんでしょう。

　こんな暗がりで。

　僕たち、高校生の男と女ですよね。

『ゲハゲハ！　ゲハハハハ!!』

　ぷしゅーっとガスが噴きだすのと同時に、一つ目小こ僧ぞうの人形が走り抜けていく。

　僕としぐれさんは見つめ合う。

　いつの間にか、足は止まっていた。

「きっと、とても気持ちの良いことですわ」

「き、気持ちの良いことって…………」

　しぐれさんは正面から僕に密着して、胸に手を置いてくる。

『キャアアアアアアアア!!』

　パリンパリン！　と皿の割れる音がする。

　なんだか周りがうるさいな。

　ちょっと静かにしててくれ。いま大事なところなんだから。

　しぐれさんは僕の顔を覗のぞき込むと、ゆっくりと、やわらかそうな唇くちびるを開く。

「一緒に、まどかを驚おどろかしませんか？」

「え？」

　あれ？　目をつぶるところでしたよ？

　しぐれさん、なんて？

「実はまどか、お化けとか、そういうのすごく苦手なんです」

　な、なんと！　そうだったのか！

　そんな…………。マジでか…………。噓うそだろ…………。

「良りよう人とさま、動どう揺ようしすぎです」

「あ、すいません。つい」

　音おと無なしさんがいまの僕の言葉を聞いてたら、きっと殴なぐられてたんだろうな。「ついってなによ！」って感じで。

「良人さま、いつもまどかにイジられているでしょう？　たまには、仕返しをするのもいいかと思いまして」

　なるほど、そいつは気持ちが良さそうだ！

　いまこそ、積年の恨うらみ、晴らしてやる！　まだ出会って一ヶ月ちょっとだが、そんなことはどうでもいい。

「いいですね、やりましょうか！」

「そこの通路の両側にちょうどよくくぼみがあるみたいですから、両側から飛びでるっていうのはいかがでしょう」

　いいね。単純だけど、やっぱり人間は突然の大きな音や衝しよう撃げきに弱いからね。

「おっけーです！」

　さあ楽しくなってきたぞ！

　しぐれさんの言っていたくぼみに身を隠し、通路を覗き見る。だいぶ目が慣れてきた。通路の反対側にいるしぐれさんまでギリギリ見えるくらいだ。

「はっはっはっ！　まどかクン。手を握ってもいいんだよ？」

　この声は流りゆう星せいさんだな。

「だ、だだだだいじょうぶで、す」

　ほほう。音無さん、だいぶビビってるじゃないか。

　ずいぶん女の子らしいところもあるんだなあ。

『ゲハゲハ！　ゲハハハハ!!』

「ひいっ！」

　む、一つ目小こ僧ぞうが走っていったか。まだ二人の姿は見えないが、あの音おと無なしさんが軽く悲鳴をあげているところから察するに、本当に苦手なんだな。

『キャアアアアアアアア!!』

　パリンパリン！

「きゃっ!!」

「まどかクン、大だい丈じよう夫ぶかい？」

「…………………………………………」

　あーあ、ついに黙だまっちゃった。

　ちょっとかわいそうに…………なるはずもない。

　お、見えてきたぞ。

　音無さんは流りゆう星せいさんのすぐ後ろを歩いている。がんばって気丈に振る舞ってはいるようだ。まだトラップふたつクリアしただけだもんな。

　ゆっくりと二人が歩いてくる。

　通路の反対側で待機するしぐれさんと頷うなずき合う。

　もうちょっと。もうちょっと。

　さん、にい、いち──────。

「ばあああああああああああああああああ」

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　うっわ、耳がきーんとするほどの声量。

　さすが、声優。悲鳴も腹から出てるわ。

　流星さんも驚おどろいた顔。

　と、思ったら「ごうっ」という風の音と共に流星さんが視界から消える！

　なぜか、吹き飛んだ。

　大の大人おとなの男が吹き飛んだ。まさに流星のごとく、とか言ってる場合じゃない！

　視線を流星さんのいた位置に戻せば、音無さんの鉄てつ拳けんが。拳こぶしから煙が出ているように見える。お化け屋や敷しきの演出で使われているスモークだと信じたい。

　再びうなる。またあの恐怖の音が聞こえる。どれだけ本気で腕を振ろうが、常人では絶対に出せない効果音「ごうっ」だ。

　次なるターゲットは、すぐ横にいたしぐれさん。

　もはや誰だれ彼かれ構わず。音無さんの拳がしぐれさんの顔に迫る。

「あぶな────」

　ダメだ。僕の声の速度より音無さんのパンチのほうが速い！

　当たる！

　いや、待て。なにか袖そでから取りだしたぞ！

　音おと無なしさんのパンチをなにやら白いモノでガードし、「ふうっ」と息を吐くしぐれさん。

「お昼寝用の低反発まくらを持っていてよかったですわ」

「な、なんでそんなものが袖がぐぼえあああああああああああああ」

　後方へと吹き飛ばされながらもしぐれさんにツッコんだ僕を誰だれか褒ほめろ！

　いてて。顔面でくらってしまった。あれ？　鼻曲がってね!?

「げほっ、げほっ」

　殴なぐられただけでなく、背中を痛打したようだ。もうなんか体中が痛い。立ち上がる力など当然なく、上体だけ起こして辺りの様子を確認。

　壁かべに頭から突き刺さって動かない流りゆう星せいさん。やべえ、リアル恐怖の館やかただ。

　そして、僕に近づいてくるのは…………

「よくも、やってくれたわね…………」

　そんじょそこらのお化け屋や敷しきやホラーゲームなんて比べものにならない音無さん！

「ち、ちが！　これは、しぐれさんが…………」

「誰の発案だろうがカンケーねーのよ」

　体が震ふるえる。
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　これが、本当の恐怖か。

　人が生まれながらにしてもつ、生命の危機に直面した時に感じる恐怖というやつか。

　音おと無なしさんの腕が、ゆっくりと振り上げられる。

「ご、ごごごごごごごめんなさい」

「避よけたら殺すわよ」

　避けなくても殺されるんじゃないですかねえ!?

　あまりの恐怖に後ずさる。だが、胸ぐらをがっしりと摑つかまれ、もう逃げられない！

「すぅぅぅぅぅぅ」

　ゆっくりと息を吸う音無さん。気合い、入れすぎじゃないですかね？　できれば、もうちょっと肩の力を抜いて、ね？

　いよいよ拳こぶしが振り下ろされる。

　さすがに僕も覚悟を決めた。

　その瞬しゆん間かん──────。

『パァン!!』

　音無さんの背後で、風船のようなものが割れる音が。

「きゃあああああああああ」

　悲鳴。これは音無さんのものだ。

　しかし、その悲鳴を最後に、僕の体は……というか、すべての機能が麻ま痺ひしてしまったように四し肢しがフリーズする。

　感じるのは、ぬくもり。

　さわさわと僕の頰ほおを触るのは、やわらかな髪。

「お、音無、さん？」

　尻しり餅もちをついていた僕に覆おおい被かぶさるように、音無さんが抱だきついてきたのだ。

『パァン!!』

　再び破は裂れつ音おん。

　音無さんの体が、びくんと一瞬跳はねたのが分かった。だって、それだけ密着しているのだから。

　えっと、音無さん。

　胸とか、その、あたってるんだけど、いいんですかね。

　少し肌はだ寒ざむいくらいに設定されている室温のおかげか、音無さんの体温がとても心地好よい。

　グミが大好きだという音無さん。いまも甘い匂においが鼻び腔こうをくすぐってくる。

　さっき殴なぐられたダメージがみるみる回復していく。ヒーリング効果？　癒いやし効果？　とにかくたまんねえ。

　さっき僕に暴力をふるった相手だというのに、なんて正直なんでしょうね、僕の体は。っていうか、男の体は。

「はあ、はあ、はあ」

　驚おどろきすぎた音おと無なしさんは、息も切れ切れ。息を吸って吐くかすかな音すら、密着している僕の耳に届く。

　音無さんが息を吸うたびに胸が僕に押しつけられる。

　吐息が首筋にあたってくすぐったい。でも気持ちがいい。

　僕の感覚のすべてが音無さんに染まっていく。

「お、音無さん？」

　声をかけると、自分の状態に気づいたのか、ぱっと立ち上がった。ああ、しまった。もうちょっと黙だまっていればよかった。

　すぐに音無さんは、流りゆう星せいさんの介かい抱ほうをしていたしぐれさんに抱だきついた。

「連れてって」

「まどか？」

「目、つぶってるから。このまま出口まで連れてって」

　はははははは。

　ドウシヨウ。

　音無さんが、めっちゃカワイイ。

「相変わらずお化けが恐こわいのですわね。まどかほどの現実的な人が、お化けを恐がるなんて」

「なに言ってんの。ユーレイはいるのよ、しぐれ」

「はいはい、変なところで子供っぽいですわね」

　完全にダメージが回復した僕は、軽々と立ち上がることができた。

　なぜだか体の調子が前より良くなった気さえする。

「良りよう人とさま。お兄さまがまだお目覚めにならないので、お手数ですが肩を貸していただけますか？」

　どうやら息はしているらしい。

　流星さんをかつぐ。

　なんだかなあ。他人の体温って、すっごい暑苦しく感じるよね。重いし。なぜだかさきほどとは正反対の感想である。

　横を見れば、しぐれさんが自身に抱きつく音無さんの背中を「よしよし」している。

　あっちはいいなあ。あっちがいいなあ。見てるだけでもいいもんなあ。

　そんな状態のまま、歩くことほんの数分。

　外の明かりが見えてきた。ゴールだ。

「まどか、出口ですわよ」

　音無さんはしぐれさんの胸からそっと顔を離し、周りの様子を窺うかがうと、全速力で光の中へと走っていった。

　…………………………………………ふう。

　さて、どうしようかな。

　あの光の先には、きっと文字通り天国が待っているんだろうね。

　行かなくちゃ、いけないんだろうな。ずっとここで立ち止まっていてもしょうがないし。

　うん、もう充分に幸せは嚙かみしめた。堪たん能のうした。だって、あの音おと無なしさんを抱だきしめるなんて、そうそうできない経験だよ？

　ツケを、払いに行きますか。

　おそるおそる、僕は出口と書かれたのれんを押し上げて外へと出た。

　すっかり暗くら闇やみに目が慣れていたので、外の明るさに目がくらむ。

　僕は見た。

　かすむ視界の中に、怒り、荒れ狂う神の姿を。




　目を覚まさない流りゆう星せいさんを迷まい子ごセンターに預けてから、僕たちは日が傾くまで遊び倒した。

　お化け屋や敷しきのあとは、威い圧あつ感かんたっぷりの音無さんに意見を言える者など誰だれもおらず、すべて彼女の言う通りに事が進んだ。

　つまり、絶叫マシン巡りだ。

　もちろん僕は、すべてのアトラクションに付き合わされた。

　殴なぐる蹴けるなどの制裁という名の暴力行為だけでは、罰を与え足りなかったらしい。

「うん！　あらかた乗ったわね」

　満足げな音無さん。

　対する僕は、ベンチで真っ白に燃え尽きている。

　べつにさ、今日だけで全部乗っちゃおうとか考えなくてもよかったじゃん？　また来ればいいんだからさ。

　ここでようやく目を覚ました流星さんとも合流。ずいぶん長いこと眠っていたもんだなあ。毎日の激務で、疲れがたまっていたんだろう。頭部へのダメージが原因ではないと信じたい。

「えーっと、じゃあ最後に…………」

　げっ！

　ちょっと待って音無さん！

　またですか！　また絶叫マシン系ですか！

「まどか、最後の締めは、やはりあれではないですか？」

　僕が恐怖に顔を引きつらせていると、しぐれさんが遠くを指さすように言った。

　あかね色に染まりつつある空がまぶしくて、手をかざしてその先を見る。

　大きな円の周りを、小型のボックスがゆっくりと回っている。そう、観かん覧らん車しやだ。

「まあ、たしかに締めといったら観かん覧らん車しやだけど。またペアに分かれるの？」

　なぜだか音おと無なしさん、ちょっとうんざりといった顔。お化け屋や敷しきに入る時のことを思いだしたのかもしれない。

「最後くらいは、みんな一緒に乗りませんか？」

　しぐれさんに反対する人はいなかった。

　流りゆう星せいさんあたりが反対するかと思ったのに。どうしたんだろう。




「で？　なんでこんなことになってるんだ？」

「知りませんよ」

　目の前には流星さん。

　観覧車の狭いボックス内には、僕と流星さんの二人しかいない。

　なぜだ。

　どうしてこうなった。

　僕たちが観覧車に着いた時には、列はできていなかったんだ。

　しかし、いざ乗ろうかという時になって、小学生の集団がやってきた。遠足かなんかだったのだろうか。すごい人数がいたし。

　子供らしい有り余る元気で、「次、あれ乗ろうぜ！」「おー！」とか叫びながら全力疾しつ走そう。

　その集団に巻き込まれた僕たちは、係員の人に言われるがままボックスに押し込まれた。

　結果、これだ。

「なにが楽しくて、夕暮れの観覧車に男と二人っきりで乗らなくちゃならんのだ」

「だから、知りませんって」

　音無さんとしぐれさんはどうしたのだろうか。

　両りよう隣どなりのボックスには乗っていないみたいだし、僕らより前に乗ったのか、それとも遅れて乗ったのか。

　もしかしたら、僕たちとはぐれたから、観覧車には乗っていないかもしれない。

「「…………………………………………………………………………」」

　気まずい。

　なんだこの無言の空間は。

　もうちょっと速く回らないかな？　それはそれで、絶叫マシンみたいで恐こわいけど。

　観覧車は、ゆっくりゆっくりのぼっていく。

　外を眺ながめていた僕に、流星さんは突然声をかけてきた。

「乗ってしまったものはしかたがない。これも運命だったのかもしれない。ちょうどいい。神さまのくれたタイミングということで、この時間を利用して君にひとつ言っておこう」

　まじめな顔で僕を見ている。

　端正な顔立ちをしているだけに、その視線は僕に突き刺さる。

「な、なんですか？」

「君、なんていったっけ」

「はい？」

「名前、なんだっけ」

「常つね村むら良りよう人とですけど!?」

　覚えろよ！　今日一日ずっと一緒にいたんだぞ！

　流りゆう星せいさんは軽い笑い声を発しながら、「すまんすまん」と謝ってくる。本当に覚える気がないんだな、この人。

「君に、音おと無なしまどかは合わないよ」

　なっ。なんだよ、いきなり。

　ちょっとびっくりしたぞ。

　不意打ち気味に投げつけられた言葉は、彼の視線以上に鋭利で、僕の心の奥底まで突き刺さった。

「そんなの…………分かってますよ」

「そうかな？　ボクには分かっているようには見えないけど」

　僕は音無さんのことなんか…………。

「もちろん、彼女に合うのはボクだ、なんてことは言わない。選ぶのは彼女だからね」

　ボックスの中に西日が差し込む。まぶしいくらいに。

「ただ、おもしろくないんだよ。君が近くにいるとさ。ボクだって普通の男だ。好きな人の周りに男がちょろちょろしていたら、うざいだろ？」

　この人、いま、音無さんのことを『好きな人』って言ったぞ。

　なんだよ。なんなんだよ。

　なんでそんな素直に、自分の心を出せるんだよ。

　自分の立場とか、相手の立場とか、考えないのかよ。

　それとも、絶対に幸せにできるって、自信があるからなのか？

「そこでだ。提案がある」

「なん、ですか？」

　提案だって？

　おとなしく身をひけとか、そんなことを言われるのだろうか。

　代わりに妹をやろう！　とか。

　いやいや。しぐれさんだっていっぱいファンの人がいるアイドル声優さんなんだから、僕とじゃ釣つり合わないよ。

「てっ…………てててててってってっててて」

「はい？」

　え？　な、なに？

　西日で気づかなかったけど、流りゆう星せいさんの顔がいつの間にか真まっ青さおになっている！

　ろれつも回ってないし、どうしたんだ!?

「手を握ってもいいかな!?」

「はあ!?」

　それが提案!?

「ちっちっちちちち近くに行くぞ！」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！」

　正面にいた流星さんは、僕の隣となりへとやってくると、自分の膝ひざを力いっぱい摑つかみながらチラチラ見てくる。

　どういうことなの!?

　音おと無なしさんがどうこうって話から、なんで手を繫つないだり隣に座ったりになるんだよ。

　まさか、抱だいてあげるから音無さんから身をひけ、なんて言いださないだろうな!?

　なんの交こう渉しようにもなってないからね、それは！

　す、少しだけ離れよっと。

　じりじり…………。

「うっ！　ううううううう！」

　じりじり。

　逃げた分だけ、流星さんが近寄ってきた。

　いや、あの、勘かん弁べんしてほしいんですけど。

　僕にそういう趣味はないっていうか。

　じりじり。

「逃げないでくれよ！」

「逃げますよ！　当たり前でしょ!?」

　ダメだ。これ以上逃げ道はない。ボックスのはじっこまで逃げてきてしまった。

　なおも流星さんは距離を縮めてくる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ。うん。問題ない。安心しろ。大丈夫。大丈夫だから」

「全然大丈夫に感じられないんですけど！」

　ぴったりと僕の横につける流星さん。

　どうしちゃったんだよこの人。

　マジなの？　マジであっちの人なの？

「はあ、はあ、はあ、はあ、はあ」

　なんか、めっちゃ息荒いんだけど！

　助けて！　誰だれか助けて！

「も、もうダメだ！　我慢できない！」

　流りゆう星せいさんが！

　流星さんが僕の腕に！

　いや、腕どころじゃない。抱だきついてきた！

「ちょ、ちょっと！　やめてください！　お願い！　お願いだからそれだけは！」

　懇こん願がん。

　絶対に嫌いやだ。

　男の人となんて。

　しかも、外でなんて！

　アッ────────!!

「ひいいいいいいい！　恐こわいいいいいいいいいい！」

「………………………………は？」

「だ、だだだだダメなんだ。高いところは！」

「高いところ？」

　外を見る。ちょうど、観かん覧らん車しやのてっぺんまでやってきたところだろう。

　景色がとてもきれいだ。

　下を歩く人たちが、とても小さく見える。

「た、高いところが、ダメなんだよボクは！」

「高所恐怖症、なんですか？」

「そ、そうだ！」

　なんだ、そういうことだったのか。ジェットコースターを嫌がってたのも、これが原因なのか。

「よ、よかった…………」

「よくない！　本当に恐いんだぞ！」

　僕に抱きついて、がたがたと震ふるえる流星さん。

　ここ数日見てきたイケメンさんの影も形もない。

「うううううう。まだ女性の目があれば我慢できるのに！」

「それはそれで、すごいですね」

「め、目をつぶっているから、地面が近くなってきたら教えてくれ！」

「……………………もう大だい丈じよう夫ぶですよ」

「ほ、本当か…………？　ひええええええ！　まだ高いぢぁべぶお」

　あ、嚙かんだ。声優さんが。

　ちょっと楽しい。

「あ、音おと無なしさん」

「なんだと!?」

　すっと、流りゆう星せいさんが立ち上がる。

　きりっとした表情で、髪型を直しながら辺りを見渡す。

「どこだ？　まどかクンは」

「噓うそですよ」

「ひいいいいいい！　高いの恐こわいいいいいいい！」

　また抱だきつかれた。

　ちょっといじめすぎたか。

「貴様！　おぼえてろよ！　勝負だ、常つね村むら良りよう人と！　ボクと勝負しろ！　こてんぱんにしてやる！」

　いやあ、そんな、僕の胸に顔をうずめて震ふるえてる人にすごまれても。

「どこのどいつだ！　ジェットコースターだの、観かん覧らん車しやだのを開発したやつは！　死んでしまえばいいのに！」

　詳しい歴史とかは僕も知りませんが、たぶんもう死んでるんじゃないですかね？

　ってか、服引っ張らないで。伸びるから。

「流星さん、もう大だい丈じよう夫ぶですよ」

「ほ、本当だろうな！」

「はい。本当です。そろそろ本気で暑苦しいので離れてください」

　鼻水とかつけてないだろうな？

　おそるおそる、流星さんは目を開けて外を見た。

「ふっ」

　あ、復活した。

　髪型をさっと直して、僕の正面に座る。

「とにかく、勝負だ！」

「ちょっと待ってください、なんで勝負しなくちゃいけないんですか」

「好きな女性をめぐって男同士のバトル。熱い展開じゃないか。障害を乗り越えてこそ、本当の愛は手に入るのだよ。なんの障害もなく手に入った愛になど、価値はない。それが男のロマンってやつだろう!?」

　なんか勝手に陶とう酔すいを始めてしまった。人の自己満足に付き合ってられるほど暇ひまじゃないんだけど。

「君が勝ったら、ボクはおとなしくまどかクンから身をひこう」

　勝手に話を進める流星さん。

「いや、あの、僕はそもそも音無さんのことなんか────」

「その代わり、ボクが勝ったら、『ラジオの法ほう則そく』のパーソナリティをボクと代われ」

「聞けよ！　って、え？　ラジオ？」

「君とまどかクンの繫つながりは、あのラジオだ。あれさえなくなれば、君はただのクラスメイト。ボクは心が広いからね。それくらいだったら許そう。彼女にも、友達を選ぶ権利はあるのだから」

　たしかに、ラジオがあるおかげで、僕と音おと無なしさんはパートナーでいられている。

　それがなくなれば、ただのクラスメイト。

　音無まどかファンの、ただの学校の友達なんだ。

　そしたら、僕と音無さんは、どうなるんだろう。

　ふと、昨日の音無さんの言葉が頭に浮かぶ。

『あ、じゃあ、あたし、流りゆう星せいさんとラジオやりたい！』

　ラジオ中に言ってたことだし、ボケのつもりで言ったことなのかもしれないけど、もっともな意見だと思う。それはたぶん、リスナーさんだって、スタッフの人だって同じだろう。

　あの天あま乃の川がわ流星がやるってなれば、誰だれだって……ねえ。

「一応訊きいておきますけど、勝負ってなにをするんですか」

「明日、ビッグサイトでイベントがあるのは知っているか」

「はい、まあ」

　たしか、アニメ関連のイベントだったはず。

「そこで、ボクの握手会があるんだが、君も来い」

「は？」

「ボクと君が並んで、客を迎える。客には、どちらか好きなほうと握手をしてもらう。その数で勝負というのでどうだ」

　むりむり。

　勝てるわけないじゃん！

「突発イベントでね。ボクが握手会をやることは、まだどこにも発表されていない。サプライズというやつさ。だから、君の不利にはならない。安心しろ」

「いや、安心もなにもですね」

「もちろん！　ハンデだってやろう。…………そうだな。こうしよう。君の十倍だ。十倍の人数を集められなかったら、ボクの負けでかまわない」

　じゅ、十倍だって!?

　僕が十人と握手したら、流星さんは百人と握手しないと勝てないってことかよ。

　それだけ僕が下に見られてるってことかよ。

　言ってくれるじゃないか。高所恐怖症のかっこつけ煩ぼん悩のうマンが！

「どうだ。この勝負、受けてくれるかい？」

　おっと、あまりのハンデにちょっとイラっとしてしまった。

　ちょっと一回落ち着いて考えてみよう。

　僕が勝った場合。

　流りゆう星せいさんが身をひく。これはどうでもいい。まったくもって関係がない。ない、よな？

　僕が負けた場合。

　パーソナリティ交代。べつにいいんじゃないかな。そもそも、僕がやってるのだって、原作の先生のピンチヒッターみたいなもんなんだからさ。もしかしたら、正式に交代するチャンスなのかも。普通じゃなかったものが、普通の状態に戻るってだけのことじゃないか。

　つまり、僕としては勝っても負けても、どっちでもいいわけだ。

　それで流星さんが満足するっていうなら、まあ、いいか？

「………………………………分かりました」

「よし、決定だ。スタッフには、ボクから連絡しておこう」

　流星さんに詳しい場所を教えてもらっていると、ガタン、とボックスが揺ゆれて、扉が開く。ちょうど下に着いたらしい。

「楽しみにしてるよ。明日のイベント」

　このまま僕がラジオを続けていても、いつかボロが出てしまうだろう。そうなる前に交代できるなら、それでもいいんじゃないかな。……いいんだよ、な？

　ボックスを出る僕は、そんなことを考えていた。




「ただいまー」

　家に着いたのは、日がとっぷりと暮れてからである。

　あの後、観かん覧らん車しやを降りた僕と流星さんは、すぐに音おと無なしさんたちと合流することができた。

　どうやら、僕と流星さんが係員の人に押し込まれるのを見ていたらしく、もう観覧車には乗らずに下で待っていたらしい。

　その後、おみやげコーナーをぶらぶらしながら各自買い物をし、行きと同じく流星さんの車で家の近くまで送ってもらったのだ。

　ちなみに、流星さんとの勝負のことは音無さんに言っていない。

　帰りの車の中でも、流星さんは音無さんになにも言わなかったし、僕も自分から言うことはしなかった。

　家に着いた僕は、おみやげをせがむ愛あ好こにお菓子の詰め合わせを渡し、部屋へと戻る。

　そのままベッドにダイブ。

　目を閉じると、まだ体がぐるんぐるん回されているような感覚。

　絶叫マシン乗りすぎだよ、音無さん。

　なんかこう、頭がゆさゆさと揺さぶられているような。

　そんなはずないのに。

　ここは自分の部屋なのだから。

「いてっ！」

　髪を引っ張られた！

『おい』

　勢いをつけて体を起こす。

「また出たか…………」

　いままで僕が寝ていたところには、例のタコの姿が。

「あの、毎度毎度、突然出てくるのやめてもらっていいですか？　っていうか、なんでここにいるんですか？」

　さすがに、あまり驚おどろかなくなってきた。

『まどかのやつが連れてってくれなかったから、わしはもう暇ひまで暇で』

　口を突きだすと、ぷしゅう、と頭がしぼんだ。そのせいでずれたはちまきを、八本の触しよく手しゆのうち、おそらく腕としてつかっているのだろう二本で直す。

「暇だからって、勝手に人の部屋に入らないでください」

『いや、一度、おぬしとしっかり話をしておこうと思ってな』

　話をしたいなら、まずは正体を明かしてほしいところだ。

「あんた、結局なんなんですか」

　一応尋たずねてはみたが、答えを期待してはいない。

　なんだかもう、今日は疲れてるし、どうでもいい。明日の対決のこともあるしね。

『わしの口からは言えん。どうしても知りたいなら、まどかに土ど下げ座ざでもしてみるんだな。まあ、それで教えてくれるとは限らんが』

　まったくだ。土下座するだけ損ってことにもなりかねん。

　それより、このタコに何気なく訊きいたら、ぽろっと言うかもしれないな。

　ちょっと試してみよう。

「あの、源げん太たさん」

『うん？　あ』

　返事したよ。

　このタコ、源太さんって呼びかけたら返事したよ。

「やっぱり、音おと無なし源太さんなんですね？」

『……………………』

「無言は肯定と受け取っていいんですよね？」

『……………………』

　これ以上は訊きだせそうにないか。

『そんなことはどうでもいい！』

　はいはい。分かりました。

『今日は、おぬしに頼みがあって来たんだ！』

「はい？　僕にですか？」

『そうだ。あの、天あま乃の川がわ流りゆう星せいとかいう小こ僧ぞうのことでだ』

　流星さん、か。あの人に関係することで、僕に頼みがあるって？

『あいつをまどかに近づけさせるな』

「そんなことを言われても」

『今日だって、やつが誘さそったんだろう？』

　このタコ…………もし本当に音おと無なし源げん太たさんなんだとしたら、相当な親バカだな。

　音無さんの職業を考えたら心配する気持ちも分からなくないけど、あの容姿だぞ。

　それに、高校生なんだから、恋人の一人くらいできたっておかしくないだろうに。

　おかしくはない、よな。

　うん。べつに、おかしいことなんてないさ。

　まあ、みんなのアイドルだからねえ。恋人がいないにこしたことはないのかな？

　あーでも、芹せり沢ざわさんは恋愛推すい奨しようとか言ってたなあ。

　なんかちょっと胸のあたりがすっきりしないな。絶叫マシンに乗りすぎたせいかも。

「なんで僕に頼むんですか」

『わしのことが見えるのは、いまのところ、まどかとおぬしだけなんだ。まどか本人に言うのも変だろう。というか、わしが怒られてしまう。余計なことするなと』

「でも、僕には荷が重すぎますよ」

『そうだなあ』

　…………即答で肯定すんなよ。分かってたけどさ！

「それにですね────」

　ついでだし、明日の握手会のことを話した。

　僕が負けたら、ラジオのパーソナリティを交代させられてしまうということも。

『そいつは厳しいな…………わしとしては、おぬしに勝ってもらいたいところではあるのだが』

「え、それって、音無さんには僕のほうが合ってるってことですか!?」

『いや、おぬしのほうがあしらいやすい。それに、まどかがおぬしなんか、相手にするわけないしな』

　デスヨネー。

　べつに期待なんてしてたわけじゃないですよ？

「でも、音無さんだって僕なんかより流星さんにラジオのパートナーになってもらったほうがいいって思ってるんじゃないですか？」

　実際そう言ってたし。

　なんだかんだで合いそうじゃん、あの二人。美男美女のカップルでさ。ずいぶん仲も良さそうだし。

　リスナーだって、素人しろうとの僕がやるより流りゆう星せいさんのほうがいいって思うさ。

　あ、いま思いついたけど、そもそも明日会場に行かなかったら不戦敗で済むんじゃない？

『なんだ、やはりおぬしは天あま乃の川がわしぐれとかいう娘がいいのか。わしはてっきりまどかにぞっこんラヴかと思っていたのだが』

　ぞっこんラヴって。言葉が古いんだよ。いま滅めつ多たに聞かないぞ。

　って、ちょっと待て。

「なんでここで、しぐれさんが出てくるんですか」

『だってなあ。おぬしが自分のイベントに来ないで、しぐれとかいう娘と会ってたといって、まどかが怒ってたからなあ』

　ん？

　イベント？

「イベントって、この前のファンクラブイベントのことですか？」

『さよう。せっかく招待してやったのに、おぬしは天乃川しぐれと一緒にいたから来なかったんだろう？』

　なに言ってんの？　このタコ。

「招待ってなんですか？」

『……………………む！』

　タコの口がきゅっとすぼむ。

「教えてください」

　タコが体全体を横に振る。本人は首を振っているつもりなのかもしれないが……タコの首ってどこだ？

「教えなさい」

『いや、その』

「音おと無なしさんに言いつけますよ」

『くっ！　卑ひ怯きようなり』

　ふふん、観念したか。

『おぬしのチケットは、まどかが自分で送ったものなんだ。直接渡すのが恥ずかしかったらしく、ファンクラブの他ほかの会員と同じように、さも当選したかのように送ったみたいだがな』

「は？　え、なんで僕にチケットを？」

『…………………………急なキャンセルでチケットが余ったから、とかじゃないか？』

「はあ、なるほど」

『おぬし、いまので納なつ得とくするのか』

「はい？」

『いや、いい。むしろそれでいい』

　触しよく手しゆの二本を持ち上げると、『ふう』と言いながら口を突きだした。やっぱりあの二本が腕なのかな…………。

『まあ、まどかの名めい誉よのために言っておくと、いろいろ助けてもらったりしたお礼も含まれているそうだ』

　そんな、べつに気にしなくてもいいのに。

　うーん、でもそうなると、僕は音おと無なしさんのせっかくの厚意をふいにしてしまったということか。しかも、その原因はしぐれさん。音無さんってプライド高くて負けず嫌いだからなあ。

　最近、どうも僕によくつっかかってくるなあと思ってたけど……そうか、もしかしたらこれが原因だったのか？

　べつに、しぐれさんと僕が仲良くしてるのを見てイライラしてたわけじゃあないってことだね。そうかそうか。そりゃそうだ。

　いやあ、そうなるとちょっと悪いことしたかも。どうして行けなくなったのか、ちゃんと説明しなかったしなあ。

『とにかく、明日は勝て。なにがなんでも勝て』

　意外な人……タコ？　から応援されてしまった。

　ラジオをやるのは楽しい。

　音無さんとおしゃべりできるのも楽しい。

　流りゆう星せいさんと音無さんがくっつくのは……なんとなく嫌いや。

　相手が流星さんではなく、他ほかの人だったらそうは思わないんだろうか。

　うーん、そこはよく分からないけど、やっぱり流星さんは嫌。

　あれだね。ファンとして、もっといい人と幸せになってほしいなって、そんな感じ。

　まあ、僕が負けたからっていきなり音無さんと流星さんが付き合うって話ではないんだけどさ。でも、イケメンで、才能もある人に言い寄られれば、いくら音無さんでも悪い気はしないと思うんだよね。

　今後、仕事にかこつけて、定期的に会うことになるわけだろ？

　好き好き言い続けられていれば、最初は全然そんな気なくても、いつかはってこと、あると思うんだよね。

　じゃあ、僕は明日どうしなくちゃいけないのか。

　考えてもみろ。ハンデ十倍だぞ？　いくらなんでも、なんじゃないか？

「やるだけは、やってみます」

　人前に出るイベントは、二回目だ。前回ほど緊きん張ちようすることもない……と思う。

　いやいや、実際に人前に出たらそんなことないんだろうな…………。

『ふむ…………。頼んだぞ。話はそれだけだ』

　タコが八本の触しよく手しゆを伸ばして、立ち上がった──という表現でいいのかは分からないが、体勢を変えた。

『まどかの部屋に投げてくれんか』

「え、僕がですか」

『そのほうが手っ取り早い』

「分かりました」

　親指と人さし指で、頭の部分をつまみ上げる。ゴムのように弾力があって、ちょっと冷たい。濡ぬれてはいないようだ。

　そのままカーテンを開けて、窓の鍵かぎを開ける。

　音おと無なしさんの部屋を見る。

　そういえば僕はここで、音無さんの着替えを見ちゃったんだよなあ。

　しかも二回も。

　そうそう、こんな風に。

　スカートもはいてなくて、下着が丸見えなんだよね。

　世の中の女性の中には、面倒くさいからといって上下別々の下着を身につけている人も多いらしいけど、音無さんはちゃんとセットでお召しだ。

　──────こんな風に？

「きゃああああああああああ!!」

　回想じゃなかった！

　妄もう想そうじゃなかった!!

「お、音無さん!?　な、ななな」

「帰ってきたから、着替えてたんでしょ！」

　カーテンにくるまって、音無さんが抗議の声。

『きぃ、さぁ、まぁ』

　しまった！

　つまんでいたタコを、急いで音無さんの部屋へと投げる！

「え!?　お父さん？　姿が見えないと思ったら、素人しろうとのところでなにしてたの？」

　音無さんは慌あわててカーテンから飛びだすと、部屋の中央に着地したタコを拾い上げる。

『ちょっと話をな』

「ちょっとって…………言ったの？」

『いや、わしの独断では言えんと言っておいた』

「そう」

　もう分かったも同然だけどな。そのタコの正体！

「あの…………、音おと無なしさん？」

「なによ」

　ギロリ、と視線がこちらを向く。

　恐こわいんだけど…………これ、言っとかないと、後でもっと恐いことになるよなあ。

「あの…………見えてます。全部」

　タコに気をとられていたせいだろうか。

　隠すこともなく、音無さんは下着姿という扇情的な姿を全開にしている。

　さすがにこうも全開だと、僕のほうが恥ずかしくなって、目のやり場に困ってしまう。

「……………………あ」

　やっと自分の姿に気づいたのか、音無さんは真まっ赤かになってカーテンを閉めた。

　ははは、は…………。

　さて、どうしようかな。

　逃げるか？　どこへ？

　いま逃げても、学校で絶対会うしな。

　だったら、早いほうがいいかな。
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　覚悟を決めて正座で部屋のドアを見つめる。

　ドアの向こうから、声が聞こえてくる。

「あれ？　まどかさん。いらっしゃい。どうかしました？」

「あ、愛あ好こちゃん。お邪じや魔まするわね」

「兄さんに用事ですか？」

「ええ。ちょっと…………悪いんだけど、お兄さんのこと、殴なぐってもいいかな？」

「どうぞどうぞ。気の済むまでいいですよ」

「ありがとう。じゃあ、失礼するね」

　ガチャリと、ドアが開いた。

　音おと無なしさんがどすどすと部屋に入ってくる。

「兄さん。まどかさんだよ」

「うん、分かってる」

「殴ってくれるんだって。よかったね、兄さん」

「一応言っておく。愛好、僕にそういう趣味はないからな」

「そうなの？　じゃ、わたしは邪魔にならないように、下に行ってるね。まどかさん、ごゆっくり」

「ありがとね、愛好ちゃん」

　手を振りながら、愛好が退場。

　ドアが閉まる。

　それがゴングだったのか。

　音無さんの腕が振り上げられて────。

　ああ、なんだかこの光景、最近よく見るな。

　………………………………ぐふっ。

　まずは一発。

　そして胸ぐらを摑つかまれ、音無さんが僕を引き寄せる。

「どれくらい殴れば、人の記き憶おくって飛ぶのかしら」

　どうやら音無さんは、脳の記憶に障害を与えるくらい僕を殴ろうとしているらしい。

「ねえ、質問なんだけど」

「ナ、ナンデショウカ」

「どうして男ってのは、そんなに女の子の下着を見たがるわけ？」

「本能──じゃないですかね？」

「てことは、あんたの本能の部分をなんとかすればいいわけね」

　音無さんの視線が、つつつ……と僕の下半身へと移動する。

「ひいっ！　こ、ここだけはお助けを!!」

「じゃあ、なにを話してたのか、白状しなさい」

「な、なんのこと？」

「あのタコと！　なにを話したの!?」

「いや、べつに…………」

「言わないと潰つぶすわよ」

　ど、どうしよう。男の本能であるパーツの危機だ。

　タコの正体については、ちゃんと聞いたわけじゃないし。

　流りゆう星せいさんとのことは言いたくないし。

　かといって、黙だまっていて殴なぐられるのも嫌いやだし。

「ね、ねえ音おと無なしさん」

「なによ」

「音無さんって、幽ゆう霊れいとかお化けとか、嫌いなんだよね」

「は？　なに言ってんの？　そんなわけないじゃない」

　あれ？　まさかの否定。

　あれだけ恐こわがっておいて。まあ、そこをツッコむと話は進まないから、いいや。

「あのタコもさ、お化けとか、そんなものなんじゃないの？」

「知らないわよ！　そんなのいるわけないじゃない!!」

　ふーむ、そうかそうか。

　実際に身の回りに霊的な現象が起こっているからこそ、本当に幽霊がいるかもしれないって考えちゃって、余計に恐くなってるのかな。

「ごちゃごちゃ言ってんじゃないわよ！　さっさとなにを話してたのか、言いなさい！」

「ぐはっ！」

　また殴られた。顔だったのでギリセーフ。

　存在を否定してんのに、その否定した存在となにを話してたのか言えっていうんだから、むちゃくちゃすぎる。

　もう、どうでもいいから早く解放してほしい。

「お、音無さんは、流星さんのこと、どう思ってるの!?」

「は？」

　ぱっと僕の胸ぐらを摑つかんでいた手が離れた。

「いてっ！」

　あまりにも突然だったから、僕は後頭部を打つ。

「いたたた」

　頭をさすりながら立ち上がると、音無さんは腕を組んで僕を睨にらみつけていた。

　どうやら気を逸そらすことには成功したみたいだ。

「べ、べつに、どうとも思ってないけど」

「流りゆう星せいさんは、おまえのこと気に入ってるみたいじゃんか」

「え……そうね。それは分かってる。正直、見た目はパーフェクトだし、才能もあるし、ああ見えて結構な努力家みたいだし。すごくいい人なのは確かね……」

　ずきん、と意味不明の痛みが僕の胸を襲おそう。

　さっき音おと無なしさんに殴なぐられたからかな？

「……でも、いまあたしは、恋人とか、そんなこと考えられないし」

　仕事一直線だもんな、音無さん。

　あれ？　今度はちょっと胸のあたりがほっとしたような。いや、やっぱりしめつけられているような。

「ていうか、男の嫉しつ妬とはかわいくないわよ？」

　僕を見る音無さんが、急に口の端をにやりと歪ゆがませる。

「だーれが嫉妬なんかするか！」

「あんたこそどうなのよ、しぐれと。なーんか今日もいい感じだったじゃない」

「あれ？　音無さん、気になる？」

「ええ。とっても。友達のしぐれが、悪い男にひっかからないか心配で心配で」

「誰だれが悪い男だよ！」

「あの娘こだってたっくさんファンがいるのに、付き合うのがこんな素人しろうとじゃあ、誰も認めてくれないでしょ」

「そんなんじゃないから！　僕だって、いまはラジオやるのに精一杯なんだよ！」

「あらあら、いっちょまえになったことで。ま、せいぜいがんばってよね。あたしのために」

「…………がんばるよ。音無さんのために」

「な、なに急にまじめな顔してんのよ。…………なにかあったの？」

　勝って、次の収録では、なにもなかったかのような顔で音無さんの前に座るんだ。

「いや、べつに？」

　と答えたけど、一応確認してみたくなった。

「ねえ音無さん。もし、もしもだよ。『ラジオの法ほう則そく』を、流星さんとやることになったら、どう？」

「どうって…………」

　少し考えてから、音無さんは答えてくれた。

　頭の中でシミュレートしてみたのかもしれない。

「ちょっとやりにくいわね」

「それは、ツッコんでくれないから？」

「そうね。流星さんは、あんたみたいにツッコんでくれないから」

　よかった。

　その言葉だけで、僕には戦う理由ができる。

「ありがとう、音おと無なしさん」

「はあ？　ちょっと、あんた、本当に大だい丈じよう夫ぶ？　あたし、殴なぐりすぎた？」

「大丈夫、大丈夫」

「そう…………。ならいいけど。って、全然よくないわよ！」

「ちょっ！　待って！　あ、ダメだ！　僕、やっぱり、大丈夫じゃないみたい！」

　カーン、と頭の中でゴングが鳴った気がする。

　第二ラウンド開始。

　誰だれか、僕にタオルを投げてくれないか。

　ギブアップです。もう、最初っからギブアップでした。

　これがお約束ってやつなの？

　着替えを見てしまって殴られるっていう、お約束なの？

　ひいいいいいいいいいいいいいいいい。

　…………………………………………がふ。
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　イベント当日。

　天気はあいにくの雨。

　多少なりとも、お客さんの足が遠のくかもしれない。

　いや…………考えようによっては好都合なのか？

　今日の対決は、握手をした人数で勝敗が決まる。

　ハンデは十倍。僕がもし三十人と握手をしたら、流りゆう星せいさんは三百人と握手をしなければいけないということなのだ。

　客の全体数が少ないほうが、もしかしたら僕に有利かもしれない。

　なんて思ったのは、会場に着くまでの間だけだった。

　雨だというのに、なんなんだこの人の数は…………。

　まあ、僕だってイベントにはよく行くし、天候なんてあんまり気にして参加はしてなかったんだけど。

　流星さんと僕の握手会は午後から。現在はちょうどお昼。

　午前中に開場するイベントに、この時間から行く人はやはり少なかった。電車の中はガラガラだったのだ。それでちょっと油断していた。

　雨というせいもあり、会場内は大混乱。

　ビッグサイトという巨大な建物の中に、人が溢あふれかえっていた。

　大きく分けて、西館と東館に分かれているこの建物は、アニメ、ゲーム、マンガ、ガレキやプラモ、フィギュアなどなど、あらゆるイベントでたびたび使われている、ある意味有名な会場である。

　そのなかでも、もっとも有名なのは、やはりコミックマーケットか。

　今日はコミケほど規模の大きいイベントではないので、物販やイベントスペースを含めても、西館しか使っていない。でもこの様子だと、もしかしたら東館のほうも休きゆう憩けいしている人で溢れているかもしれない。

　なかなか進まない人の流れに乗って、ようやく西館のイベントスペースの前までやってきた。

　それぞれ企業ごとにブースを設けていて、グッズの販売をしたり、新作の映像を流したりしている。

　なかには、狭いブースで小さなイベントをやっている企業も。いやはや、このテのイベントは、いつ来ても盛況だねえ。

　僕も少し買い物したいところだけど、昨日の遊園地でお金を使ってしまったために断念。まあ、お昼というこの時間に来ても、メインの商品は全部売り切れで残ってないだろうけど。

　興味をそそられるいくつものブースの前を通りすぎて、指定された場所に到着。

　さて、どうしたもんか。

　そこらへんのスタッフさんに名前を言えば、分かってくれるだろうか。

「あの、すいません」

「はい！　なんでしょうか？」

「えっと、今日の握手会の…………村むら人びとＢっていうんですけど」

　本名じゃないほうがいいだろうな。やっぱり。

「ああ、はいはい！　うかがってます！　こちらへどうぞ！」

　よかった。まったく知らない人に「村人Ｂ」って言って首をかしげられたら、なんだか恥ずかしいもんな。

　スタッフさんに案内されて、ブースの中へと入れてもらった。

「おお、来たか」

「良りよう人とさま、おつかれさまです」

「あ、おつかれさまです」

　流りゆう星せいさんだけでなく、しぐれさんもいた。

　流星さんは真っ白なシャツの胸元を全開にして、男の色気を出しまくり。シルバーのネックレスが光る。

　しぐれさんはお馴な染じみのワンピース姿。

　ゴスロリじゃないってことは、仕事だったのかな？　それとも、やっぱりイベント会場に来るとなるとイメージに合った服を選ぶのだろうか。

「しぐれさん、今日はお仕事は？」

「はい。午前中にひとつ、ステージを終えてきましたわ」

　そっか。やっぱり仕事だったか。

　失敗したなあ。見に来ればよかった。

　なんて思っていたら、流星さんが僕を挑発するようなことを言いだした。

「よく逃げださずに来たね。感心感心。もしかしたら、来ないんじゃないかとも考えていたんだよ」

「パーソナリティを譲ゆずる気はありませんから」

　流星さんの目をまっすぐに見て、答えた。

　音おと無なしさんのお父さんにも応援されちゃったしね。

「良人さま。本当に、対決するのですか？」

「ええ、やりますよ」

「まどかには、今日のことおっしゃったんですか？」

「いえ、言ってないですけど」

　勝手に受けちゃった勝負だからね。変な心配はかけたくなかったのさ。

「では、ルールの確認をしようか」

　なんだか不安げなしぐれさんを押しのけて、流星さんが言う。

　今日の対決は、握手をした人の数だ。

　流りゆう星せいさんの握手会自体は以前より企画されていたものだが、サプライズイベントとして用意されていたものなので、メディアを使っての告知は一切されていない。

　よって、宣伝の面で僕が不利になるということはない。

　不利なところがあるとすれば、知名度の違いである。

　流星さんは、イケメンアイドル声優。最近の声優ブームの流れをそのまま汲くみ、雑誌のグラビアやら、ＣＤデビューしてライブをやったりと大忙し。

　本業である声優業も相まって、そんじょそこらの男性アイドルより派手に活動しているかもしれない。

　一方の僕は、素人しろうと。デビューと言っていいのか分からないけれど、ラジオに出るようになっってからほんの一ヶ月といったところか。

　ルックスは…………普通、かな。

　背も、まあまあ。

　特技はツッコミ？　音おと無なしさんいわく、だけど。

　そんな僕と、流星さん。

　二人の知名度の差を考こう慮りよし、ハンデは十倍をもらっている。

　僕が一人と握手したら、流星さんは十人。僕が十人と握手をしたら、流星さんは百人と握手をしなければいけない。

　僕の十倍の数を達成しなければ、流星さんの負け。

　ちなみに、ハンデは流星さんが言いだしたことである。

　正直、十倍は言い過ぎじゃないのか。僕もずいぶんと甘く見られたもんだ。なんて思ったりもするけど、それで勝てるならなんの文句もないので、あえてそこは指摘しないことにした。

　僕と流星さんは横に並んで、お客さんを迎える。

　お客さんには一人一回という制限を設けて、どちらかと握手をしてもらう。

　とはいえ、一人一人を厳密にチェックなどできるはずもないので、正確に一人一回にはならないと思うが。

　握手をする僕と流星さんの後ろで、スタッフさんがカウントをしてくれる。

　時間は、握手会スタートから閉会までの二時間弱。

　以上が今日の対決の概がい要ようだ。

「問題、ないね？」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです」

「では、今日はよろしく」

　流星さんと握手を交わす。力強く握ると、むこうも返してきた。

「良りよう人とさま」

　手を離すと、依い然ぜんとして不安げなしぐれさんが話しかけてきた。

　そして僕の手を取ると、胸元でぎゅっと握りしめてくれた。

「まずは一人、ですわ」

　えっと……いいのかな？

　視線で尋たずねる僕に、流りゆう星せいさんは肩をすくめてみせる。

「それもハンデだ」

　くっ……。当然だけど、余裕たっぷりだな。

「そろそろお願いします！」

　スタッフさんの言葉で、しぐれさんが手を離す。

　もう時間か。

　この前の公録の時もそうだったけど、始まってしまえば二時間なんて一いつ瞬しゆんなんだろうな。

　ただひたすら握手をする。

　それだけだ。

「じゃあ、いこうか」

「はい」




『きゃあああああああああああああああああああああああああ!!』

　黄色い歓声。

　音おと無なしさんと公録をやった時と全然違う。

　女性のファンが多いからだろう。

　会場に響ひびくというよりも、体に直接突き刺さる感覚。

　音に包まれるというよりも、はたかれている感覚。

　違う。あまりにも違いすぎる。

　なんだ。なんだこれは。

　そんななかで、流星さんは笑顔を崩くずさず、優ゆう雅がに歩いていく。

　対して僕は、音の圧力に負けて二の足を踏ふむ。

　客層が変わるだけで、こうも雰ふん囲い気きが違うものなのか。

　すぐさま女性客が駆け寄ってきて、流星さんに手を伸ばしてくる。が、机があるために手は届かない。

　今回は壇だん上じようには登らず、机で仕切られた中でお客さんを迎える形式のようだ。

「怖おじ気づいたのかい？」

　僕を振り返り、流星さんは言う。

「いえ、ちょっと驚おどろいただけです」

　こんな強がり、きっと見抜かれている。でも、認めてしまったら、前に進めなくなってしまう。

　大きく息を吸って、流りゆう星せいさんの後を追う。

　マイクが二本、机の上に置かれていた。卓上に設置するマイクではなく、コードで繫つながれた、カラオケにあるようなマイクだ。

　マイクの前までやってくると、さっきまで歓声をあげ続けていたお客さんたちが一いつ斉せいに静かになる。

　なんだってこのテのイベントのお客さんは、空気の読める人たちばかりなのだろうか。

「みなさま、本日はお足元の悪い中、ようこそおいでくださいました！」

　流星さんがマイクを取ったので、慌あわてて僕も摑つかむ。

　さらに、流星さんにならって深くお辞じ儀ぎ。緊きん張ちようで言葉が出ない中、流星さんが進行していく。

「そんなみなさまへの感謝の意味を込めて、本日はこんなサプライズイベントをご用意いたしました！　どうぞ！」

　流星さんが背後へ手をかざすと、僕たちの後方に立てかけてあった看板のたれ幕が取り払われる。

『天あま乃の川がわ流星＆村むら人びとＢ　合同握手会！』

　そう書かれている。

『きゃあああああああああああああああああああああああああ』

　再び巻き起こる歓声の中、僕は看板をまじまじと見る。

　たしかに、「村人Ｂ」と書いてある。

　僕がこの握手会に参加すると決まったのは、昨日だ。昨日の、夕方だ。

　流星さんがどのタイミングでスタッフさんに連絡をしたのか分からないが、看板は後から書き足した風ではなく、最初からそうであったかのように僕の名前が記されている。

　看板って、そんな簡単にできるものなのだろうか。

「というわけで、天乃川流星だ！　よろしく！」

　観客のボルテージも最高潮。

　すでに僕たちの周りは、女性のお客さんで埋め尽くされている。

　男性のお客さんもちらほら見えるが、圧倒的に少ない。

「ほら、君も自己紹介したまえ」

「あっ！　はいっ！　えっと…………」

　しまった！　マイクのスイッチが入ってない！

　ちゃんと音が出るのを確認してから、改めて自己紹介をする。

「こ、こんにちは！　村人Ｂです！」

　うぅ……………………。

　やっぱりお客さんは現金だよね。

　一応拍手をしてくれた人もいたが、明らかに流りゆう星せいさんよりも小さい。比べものにならない。

　それどころか、「村むら人びとＢって誰だれ？」と顔を見合わせている人までいる。

　そりゃそうだよな。

　僕が出てるのなんて、ネットラジオ一本なんだから。ラジオを聴きいている人じゃないと、知らなくて当然だ。

　べつに、調子に乗っていたわけではないけど、もうちょっとは反応があるかと思った。

　でも、認識が甘かった。

　まさか、客層の違いで、こんなにもイベントの雰ふん囲い気きが変わるなんて。

「村人クンは、この春から始まったインターネットラジオ『ラジオの法ほう則そく』で、うちの事務所の音おと無なしまどかクンと一緒にパーソナリティをやっている男の子なんだ。もしよかったら、みんなも聴いてくれよな！」

　流星さんが僕の補足説明をしてくれる。

「ボクの急なお願いに快く応じてくれてね。今日は二人で握手会をやることになったんだよ」

　流星さんは肩を組んできて、お客さんたちに仲の良さをアピール。べつに友達ってわけじゃないけど。

　その状態のまま、なにか一言ないのかね？　と僕に促うながす。

「あ、あの、握手会とか初めてなので、よろしくお願いします」

　またしても、まばらな拍手。

「じゃ、いまからスタッフさんが列を作ってくれるから、協力してくれよな！　あ、それから、なるべくたくさんの人と触れ合いたいので、一人一回でお願いするよ！」

　みんな流星さんを見ている気がする。

　誰も僕を見ていないんじゃないか。

　アウェイどころの話じゃない。

　スタッフさんの見事な手腕で、列ができていく。

　僕の前にも少しだけど人が並んでくれた。ちなみに、全員男の人だ。

　ラジオのリスナーさんかもしれない。

　というか、そうでなければ僕のほうに来る理由がない。

　流星さんの前は…………いや、気にしてもしょうがないんだけど。

　ものの数分で、ものすごい行列ができていた。

　……………………ハンデ、十倍か。

「じゃあ、そろそろ」

　スタッフの人に言われて、握手会は始まった。

　最初の人が僕の前にやってくる。

「ラジオ聴いてます！　がんばってください！」

　あ、やっぱりリスナーさんだった。

「あ、どうも。ありがとうございます」

　お礼を言って、握手しようと…………すっごい手が汗ばんでいた。じっとりと、そして冷たくなっている。

　手をズボンでごしごしとこすって、改めて手を差しだす。

　汗は拭ふけても、手の冷たさはごまかせない。

　恥ずかしい。

　緊きん張ちようしているのが、絶対伝わってるよな。

　二人目。

「今日は音おと無なしさん、来てないんですか？」

「あ、すいません。今日は僕だけなんですよ」

　そりゃそうか。

　やっぱりみんな、音無さんを見たいよな。会いたいよな。

　一人目と同じように、「ラジオがんばってください」と言われた。

　その後も、ずっと同じやりとりが続く。

　三人目、四人目。

　がんばってください。

　ありがとうございます。

　がんばってください。

　ありがとうございます。

　みんな、ラジオのリスナーさんだった。

　ちらりと横を見れば、ものすごい勢いで握手をしている流りゆう星せいさん。

　僕のように一言二言交わしてはいるものの、一息つく間もないほどだ。

　視線を前に戻すと、閑かん散さんとしていた。

　僕の前だけ、人がいない。

　この場にいたリスナーさんも打ち止めか。

　これだけ広い会場に、人が溢あふれているのに、僕の前には誰だれもいない。

「ってかさあ、村むら人びとＢって誰？」

「さあ？　知らなーい」

「つか、どうでもいいって感じ？」

「ぎゃはははは！　聞こえてるかもよ！」

「いいんじゃね？　どうせ今日流星さんの横にいるのも、バーター的な大人おとなの事情でしょ？」

「ぎゃはははははは！」

　聞こえてるよ、全部。

　分かっていた。

　こんなの、やる前から分かってたじゃないか。

　なんで、こんな勝負受けたんだよ。

　素人しろうとの僕が、プロの声優さんにかなうわけがないじゃないか。

　相手は、ライブをやるっていったら武道館が満席になるような人なんだぞ？

　ハンデがなんだっていうんだ。

　そんなもので埋まるような差じゃないだろ。

　ちょっと考えたら分かるだろ！

　僕の横では、流りゆう星せいさんが白い歯を覗のぞかせながら次々と握手をしていく。

　並んで立っている流星さんと僕の間には、大きな大きな壁かべがある。

　とてもじゃないけれど、乗り越えられない壁が。

　僕は、その壁の前で立ちつくしていた。

　笑顔の作りかたも忘れ、みっともなく、ただただ、その場に立っていた。

　流星さんの前に並んでいる人が、たまにこちらを見る。

　その視線を受け止めるのが嫌いやで、僕はいつしかうつむいてしまっていた。

　無理して顔を上げようとしても、震ふるえるだけで持ち上がらない。

　握る拳こぶしに力は入るが、熱はこもらない。

　体の芯しんは冷えているのに、背中には汗が流れる。

　騒さわがしいはずの会場が、ものすごく遠くに感じる。

　誰だれかが僕を見て、笑っている気がする。

　笑わせているんじゃない。笑われているんだ。

　僕は、なにをしてるんだよ。

　こんなところで。

「う……………………くっ」

　じんわりと、視界がにじむ。

　みっともない。

　こんな、人前で。

　同情でも買おうとしてるのかよ。

　とまれ。

　顔を上げろ。

　いつもみたいに、へらへら笑って、終わらせちゃえばいいんだよ！

「……………………くっ」

　とまれよ！

　なにがそんなにくやしいんだよ！

　くそっ！

　くそっ!!

「…………すいません」

　僕はその場から逃げだした。

　たくさんの人たちの視線に耐えきれなくなって。

　僕は、逃げだしたんだ。




　誰だれもいない部屋を見つけて、隅すみっこで涙を流した。

　誰かに見られたら嫌いやだな、なんて安っぽいプライドも捨てきれないまま、部屋の隅で、壁かべに向かって泣き顔を見せた。

「良りよう人とさま…………」

　しぐれさん、か。

　優やさしいな。なぐさめに来てくれたのだろうか。

　こんな、お客さんの前から逃げだした僕を。

　みっともない。

　本当、どうしようもない僕を。

「良人さま」

　ふわりと、僕はぬくもりに包まれた。

　背中からしぐれさんの体温が伝わってくる。

「つらかったですね。苦しかったですね」

　耳元から聞こえる、しぐれさんの優しい声。

　突っ張っていたものが、とけていく感じがする。

「僕、やっぱりダメでした。お客さんを前に、逃げだして…………」

「良人さまとお兄さまでは、キャリアが違いすぎますわ」

　人は、誰かと比べられながら生きていく。

　たとえば、五十メートル走のタイムが、クラスの誰よりも悪かったとする。

　それは、日ひ頃ごろまったく運動をしなかったせいだ。他ほかの人よりも、体を鍛きたえていなかったからだ。

　たとえば、試験の結果が誰よりも悪かったとする。

　それは、授業をまじめに受けていなかったせいだ。他の人よりも、勉強をしなかったからだ。

　じゃあ、この握手会の結果が悪いのは、なにが原因なんだ？

　ラジオは精一杯やっている。

　特別へんてこな格好をして会場に来たわけじゃあない。

　相手が悪すぎた、なんてことはない。

　そんなことは言えない。

　充分なハンデをもらっているのだから。

　それでも、いい勝負にすらならないのは、どういうことなんだ。

「良りよう人とさま。わたくしたちのお仕事は、所しよ詮せん、人気商売です。日々、誰だれかと比べられながら、誰かを蹴け落おとしながら、わたくしたちは仕事をしているのです。わたくしやお兄さま、そしてまどかも。…………親が有名だったおかげで、知名度の点でいえば、有利だったかもしれません。しかし、いざデビューしてみれば、今度はその親と比較される日々でした。それは、いまでも変わりません」

　僕が流りゆう星せいさんに挑んだように、しぐれさんたちも、自身の親に挑んで、挑み続けている。

　いや、もっと、もっとたくさんの人と競い合っているんだ。

「でもそれは、わたくしたち自身が望んでやっていること。覚悟を決めてこの世界に飛び込んだお兄さまと、良人さまとは違います。良人さまに、なにか特別な欠点があったわけではありませんわ」

　偉大なる先人たちと比べられることを望む。

　後を追う者のほうが、圧倒的に不利だと分かっていても。

　前に、ラジオに批判メールが届いた時に音おと無なしさんは言ってたっけ。「気にするなとは言わないわ、慣れなさい」って。

　批判されながらも、罵ば倒とうされながらも、それでも挑み続ける、その強さの秘ひ訣けつは一体なんなんだ。

　公録をやって、分かったつもりだったのに。

　分かっていたはずだったのに。

「だから、良人さま。そんなに落ち込まないでください、良人さま」

　しぐれさんが、僕の名前を呼ぶ。

　村むら人びとＢという仮の名前ではなく、僕の本名で、僕の心に呼びかける。

「でも……それでも僕は、逃げちゃいました。僕、あの場所で……笑っていられなかっ……」

　声がかすれて、震ふるえて、最後まで言えない。

　しぐれさんの呼びかけに応こたえられない。

　僕は、みんなの望む僕になれなかった。

　スタッフのみなさんがせっかく作ってくれた看板も、すべて台なしにして。

　どんなことがあっても、ステージの上では笑顔を絶やさない。

　音無さんと一緒にいることで、学んだこと。

　実じつ践せんするのは、とても難しかった。

「良人さま…………」

　しぐれさんの消え入りそうな声が聞こえた。

　優やさしい彼女のことだ。

　僕にかける言葉も失い、なにも言えない自分を悔くいているのかもしれない。

　しぐれさんにそこまで思わせてしまう自分が、余計に情けなくなる。

　だめだ。

　膝ひざに力が入らない。

　いまかろうじて立てているのは、後ろから抱だきしめてくれているしぐれさんのおかげだ。

　でも、もう、だめだ。

　ここが、僕の限界なんだ。

　スタッフの人におもしろいともてはやされて。

　音おと無なしさんに認められた気になって。

　音無さんの力に、人気に、助けられて。

　騙だまし騙しやってきたけど。

　もう、僕は…………。

　僕…………は？

　ふいに、スタッフさんが作ってくれた看板に書かれていた文字を思いだした。

　あの看板は、誰だれのために作られたものなんだろう。

　きっと、昨日の今日で製作するのはとても大変だっただろう。

　いくら流りゆう星せいさんに言われたからといっても、無理なものは無理と言える立場にあって、スタッフさんは、なぜそこまでがんばってくれたのだろう。

　お客さんのため？

　流星さんのため？

　僕のため、でもあるのかな。

　スタッフさんが、僕のためにあの看板を用意してくれたのだとしたら。

　みんなが、スタッフさんが、望む僕ってなんなんだろう。

　さっきまであの握手会の会場にいたのは────。

　流星さんとの対決がどうとか。

　音無さんにふさわしいとか、ふさわしくないとか。

　いろんなものを勝手に背負い込んで、お客さんの前に立っていたのは、誰なんだ？

　なにはなくても、まず一番最初に考えなくちゃいけないこと、しなくちゃいけないことって、なんだったんだ？

「しぐれさん…………」

　崩くずれかけた体に力が戻る。

　まだだ。

　こんなところにいちゃいけない。

　まだ、やれることはある。

　いや、やらなくちゃいけないことがある。

　それは、自分のためなんかじゃなくて────。

　顔を上げる。

　みっともない液体は、手の甲でぬぐう。

　思いっきり深呼吸して、体の中のしみったれた空気をすべて吐きだす。

　弱よわ音ねも。

　言い訳も。

　羞しゆう恥ち心しんも。

　かっこ悪い自尊心も。

　全部吐き捨てて。

　新しい空気を胸一杯吸い込む。

「良りよう人とさま？」

「…………戻ります。会場に。お客さんの前に」

　しぐれさんのぬくもりが僕から離れていった。

　ありがとうございます。

　もう、あったまりました。

　貴女あなたがいなかったら、きっとこの薄暗い部屋の隅すみっこで、ダメになっていたと思います。

　貴女が、僕の名前をたくさん呼んでくれたから。

　気づけました。

　────大事なことに。

「いまさら、遅いかもしれないけど。せっかく来てくれたみなさんのためにも、スタッフの方々のためにも。僕、戻ります」

「…………よいのですか？　いま、あなたが選ぼうとしている道は、とてもつらくて、苦しいものですよ」

　振り返り、しぐれさんと正面から向き合う。

　そして、力強く返事をする。

　もう、声は震ふるえない。

　笑顔で応こたえられる。

「はい」

　僕の顔を見て、しぐれさんもふんわりと微笑ほほえんでくれた。

「そうですか。では、わたくしも応援いたしますね。────村むら人びとさま」

「…………っ！　ありがとうございます!!」




「すいません、すいません」

　ごめんごめん、とジェスチャーをしながら、僕は会場に戻ってきた。

「ふむ、戻ってきた、か」

　握手をしながらも、ちらりと流りゆう星せいさんは僕を見た。

　流星さんの隣となりに着いて、僕はマイクを摑つかむ。

　気合いは充分に入っている。

　覚悟はできた。

「すいません、ちょっと急におなか痛くなっちゃって。うんこしてきました！」

『えええええええええええええええええええええ』

　周りからブーイングの声があがる。

　いい、これでいいんだ。

「あ、大だい丈じよう夫ぶですよ。ちゃんと手は洗いましたからね」

　苦しいのは分かってる。

　つらいのも分かってる。

　でも、これが僕が選んだ道だ。

「さあ！　トイレ帰りの僕と一発目に握手したい人！」

「君なあ！　握手会の途中でトイレに行くなんて、前ぜん代だい未み聞もんだぞ？」

「やった！　僕が初ですね！」

　少しだけ笑ってくれる人がいた。

　苦笑いの人がまだ多いけど、くすりとしてくれた人が、たしかにいた。

「斬ざん新しんならいいと思ったら勘かん違ちがいだぞ!?」

「じゃあ流星さんは、おなかがピーピーの状態で握手されるのと、心身ともにすっきりの状態で握手されるの、どっちがいいですか？」

「いや、そりゃそうかもしれんが」

「さあ、みなさん！　爽そう快かい感かんたっぷりのいまの僕なら、みなさんを気持ちよく迎え入れることができますよ！」

　最初の一人が肝かん心じんだ。

　頼む！

　来てくれ！

「……………………お！」

　やった！

　男性が一人、僕のところへやってくる。

「ありがとうございます！」

　九十度のお辞じ儀ぎをして、手元に最初から用意されていたおしぼりで手を拭ふく。

「あの、本当に手は洗いましたけど、一応ね、一応！」

　周りの人へのアピールも含めて、ごしごしと拭ふく。

　そうしたら、男性のほうから手を差しだしてくれた。

　感謝の気持ちとともに、力強くその手を握る。

　もう、手は冷たくない。

　ちょっとだけ、また涙がこぼれそうになった。

　悲しい涙じゃない。

　うれしい涙だ。

「みなさん！　勇気あるこの人に拍手を！」

　僕が叫ぶと、拍手が起こった。

「すごいですね！　さっきの僕の自己紹介の時より拍手大きいですよ！」

　ははは、と笑うと、男性も会え釈しやくしながらはにかむ。

　自じ虐ぎやくネタだからって、遠えん慮りよせずに笑ってくれていいんだよ！

　と、また一人、男性が。

　女の子のイラストが入った大きな紙袋を手にしている。

「お、今日はなにを買ったんですか？」

　積極的に話しかける。

「音おと無なしさんのカレンダー、買ってきました」

　そう言って、男性は紙袋から突きでた煙突を指さす。

「え、そんなの売ってたんですか？　僕も欲しいんだけど！　まだ残ってるかな」

「あー、あと残りわずかって言ってましたよ？」

「マジで!?　やっべ、握手会とかしてる場合じゃなくね!?」

「え、ちょっ！　せっかく来たんだから、握手してくださいよ！」

　おっと、ノリがいいな、この人。

　ツッコんでくれたぞ。

　お礼を言いながら、握手をする。

　そして、ついに。

　次にやってきたのは。

「本日初の女性のお客さんでーす！」

　なぜか、周りから拍手が起こる。

「ちょ！　なにその拍手！　僕のところに女性が来るのが、そんなにめずらしいんですか!?」

　もちろん、ツッコむさ。

　とはいえ。

「あの、本当によかったんですか？　一人一回ですよ？　いまから流りゆう星せいさんとこに並んでも、まだ間に合うと思いますけど…………」

　確認をしてみた。

「え、本当ですか？　どうしよう…………やっぱりあっち行こうかな」

　あ、やべ！

「あ、噓うそです！　冗談です！　ほら、手出して。握手しちゃおう！」

　僕が手を差しだすと、どこかから…………いや、流りゆう星せいさんの列に並んでいる誰だれかだな。個人の特定はできないけど。

「えろーい」

　って言われたよ。

「おい！　誰だいまの！　握手するだけでしょ!?」

　がっつきすぎたか。ま、いいや。

　笑ってくれてるみたいだし。

　ありがとうございます。と、握手をする時はちゃんと紳士な対応をする。

「ずいぶん調子がいいじゃないか」

「そんなことないですよ、流星さんには負けますって」

　当然だろ、という風に髪をふぁさっと流す流星さん。

　…………よし、ちょっとイジってみるか。

「いやー、やっぱりすごいですね、流星さんは。さっきの女性なんて、『もう一生手を洗いません！』なんて言ってましたよ？」

「はっはっはっ！　まあ、あのテの冗談はよくあるからな」

「手を洗わず、流星さんの手の感触を思いだしながら、帰って今晩、部屋で一人、なにをするんでしょうね？」

　流星さんの弱点。それは、清潔なアイドルを演じているために、あらゆる煩ぼん悩のうを追いだすことに必死で、女性への免めん疫えきがまったくないということ。

「…………………………………………くぅ」

　お、耐えたか？

「ぐぐぐぐぐぐ……………………」

　握手する手も止まり、流星さんはついにうつむいてしまった。

「ぐぅ……………………ちょっと失礼」

　さっと手をあげると、颯さつ爽そうと身を翻ひるがえす。

　あーあ、行っちゃったよ。

　去り際ぎわ、鼻を押さえているのが見えた。

　流星さんの後ろ姿を見て、次に握手するはずだった女性が僕に話しかけてきた。

「あ、あの、流星さん、どうかしたんですか？」

「いや、すぐに帰ってくると思いますよ？」

「はあ…………」

「その間に、僕と握手しちゃいます？」

「い、いえ！　結構です！」

「そんなに力いっぱい拒否しなくても！」

「あ、ごめんなさい。でも！　握手は……すいません」

「そんなに謝らないでくださいって。分かってますから！」

　なんてことを言っているうちに、流りゆう星せいさんは帰ってきた。

「失礼。ちょっとヤボ用を思いだしてね」

　ヤボ用って…………しぐれさんにひっぱたいてもらってきたんだろうか。

「君、卑ひ怯きようだぞ」

「いやあ、流星さんがかっこよすぎて、こうでもしないと追いつけなさそうだったんで」

「なに？　かっこいい？」

「はい、流星さんがかっこよすぎるから」

「そうかそうか！　ならしかたないな！」

　扱いやすいなあ、この人！

　そうこうしているうちに、ついに僕の前にも列ができた。

　ああ、いや、列っていうほどでもないか。

　三、四人が順番待ちをするくらいだ。

「………………………………」

　その内の一人。カメラを下げた小柄な女性の順番がまわってきた。

　どっかで見覚えあるぞ、この人。

「か、嘉か保ほうさん？」

　なんで、この人がここにいるんだよ。非公開のイベントだぞ？

「…………握手」

「あ、はい。アリガトウゴザイマス」

　なんだか、嘉保さんにお礼を言うの複雑！　何度も煮にえ湯を飲まされてるからな！

　この小さな手が、指が押すシャッターのせいでっ！

「あの、もしかして、昨日も僕らをつけてたんですか？」

　今日のことを知ってるとしたら、それしかないだろう。

　しかし、嘉保さんは首をひねるばかり。

「…………昨日？」

　その瞬しゆん間かん、はらりと紙切れが落ちた。机をはさんだ僕のほうへと落ちてきたので、慌あわてて拾い上げる。

　それは────ボディビルダー撮影会の半券だった。

　なにそれ。ポーズをとった筋骨隆りゆう々りゆうの人を、カメラを持った人たちが囲んでフラッシュを浴びせまくるイベント？

　日付は、昨日のようだ。

「…………返せ」

　取り上げられた！

「…………ほな」

「ちょっと待って！　いろいろ訊ききたいんですけど！　嘉か保ほうさん!?」

　あーあ、行っちゃった。

　嘉保さんが昨日、いまのチケットの撮影会に行ってたんだとしたら、今日の情報はどうやって手に入れたんだろう。不思議すぎる。

　おっと、次の人が来たぞ。疑問はとりあえず置いておこう。

「やっほー、兄さん。応援に来たよ」

「げ、愛あ好こ!?　なんでここに」

　いつもの度が入ってないメガネをかけた、見慣れた顔が目の前に。

「嘉保さんに聞いたんだ」

　余計なことを…………。

「ほら、握手しよーよ」

　なんでこんなところで妹と握手しなくてはいけないのか。恥ずかしすぎる。

　しかたない。周りの人に変に思われても嫌いやだし、さっさと握手して帰ってもらおう。

　愛好の手を取る。こいつと手を繫つないだの、いつ以来だろう。愛好がまだ小学校低学年の時くらいぶりかな。

　恥ずかしいけど、なんだかちょっと感かん慨がい深いものがある。

　いつの間にかこんなに大きくなっちゃって。なんだか今日の僕、ちょっとセンチになっちゃってるな。

「よかったね、兄さん」

「ん？　ああ、まあね」

「正々堂々と女の子の肌はだに触れられるんだもんね」

「そういうことじゃねーんだよ！　こんな僕でも、選んでくれる人がいるってことだって！」

「うんうん。こんな変態な兄さんでも、ね。世界は広いね」

「勝手に世界を広げるな！　もうおまえ帰れ！」

　気分台なし！　ああそうだった。こいつはこういうやつだったよ！

　笑っている愛好を横に追いやって、次の人を呼び込む。

　お、次の人は、また女の子だぞ。

　小柄で、毛先が少し内側に丸まっているボブの女の子。なんかどっかで会ったことあるような……？

「ウーロン茶くださいなのですよ」

「アイスですか？　ホットですか？　って、あんたなに言ってんだよ！」

　売店じゃねえから、ここ！

「はぅぅ。そうでした。えっと、えっと、黒くろ烏龍ウーロン茶って英語だと…………」

　あ、そうだ。この娘こ、霜しも月つきさんだ。

「ダーククロウドラゴンティーくださいなのですよ」

「なにその飲んだら中二病を発症しそうな飲み物！　ってか霜月さん、なにしてんの、こんなところで！」

「あれ？　愛あ好こさんのお兄さん」

　愛好の学校の友達である。超お金持ち。

「こはるん？　どうしたの、こんなとこで」

「あ、愛好さんも。ごきげんようなのですよ」

　ごきげんようって、お嬢さま学校では本当に使うんだな。二次元だけかと思った。

　すごいと思う反面、愛好が「ごきげんよう」と返す姿を見て、憧あこがれていたイメージがガラガラと崩くずれていってしまうのを感じた。おまえが言うとコントみたいだもん。

「こはるん、アメリカに行ってたんじゃないの？」

「はいなのです。劇の休きゆう憩けい時間中に飲み物を買いに来たのですけど…………ここは日本なのですか？」

　世界レベルの方向音おん痴ち！　海渡ってんじゃん！

「もー、相変わらずだなあ。こはるんは」

　相変わらずで済ましていい問題じゃないでしょ！　手続きとかどーすんのよ！　一歩間違えれば密入国者じゃね!?

「あ！　こはるんも、兄さんのオカズになってあげて！」

「オカズ？　……あの、幸こ春はるにできることなら、なんでもするのですよ」

「霜月さん!?　握手だけでいいから！　あと愛好の言うことを深く考えるのはやめようね！」

　首をかしげる霜月さんと握手をする。どうか、このかわいらしい手が、愛好によって汚されませんように、と願いをこめて。

「とりあえずこはるん、事情はわたしから話すからさ、行こっか」

「はいなのですよ」

　去っていく愛好と霜月さんの二人を見送る。

　一応、来てくれてありがとうと言っておこう。霜月さんに関しては、迷い込んだだけなんだけども。

　そして────。

　次の人、次の人。

　またお礼とともに握手をする。

　いやあ、うれしいねえ。

　途切れることもあるし、少しの間、僕の前に誰だれも来ないことだってある。

　それでも構わない。僕を選んでくれる人が、少なからずいるんだから。

　列が途切れた暇ひまつぶしに、流りゆう星せいさんの列に並んでいる人をちょっとイジってみる。

　ウケた。

　そしたら、また僕の前に人が来てくれた。

　僕が気持ちを入れ替えただけで、前半のがなんだったんだろうってくらいに、握手会は楽しいものになったのだ。




　閉会の音楽とお知らせが、館内に響ひびく。

　とはいえ、すぐにお客さんが出ていってくれるわけもない。とんでもない数のお客さんがいるのだから。

　それでも、各企業の物販ブースでの販売が終わったせいもあり、人はどんどんまばらになっていった。

　人が少なくなったことで、外の空気が館内に流れ込んでくる。

　雨はやんでいるようだが、水分を含んだ涼しい風が、イベントの熱を冷ましてくれているようだ。

　握手をしてもらってからも、帰らずに横で眺ながめていた人がいっぱいいたのだが、そんな人たちもスタッフに解散させられていく。

　流星さんの前にもついに列がなくなった。

　閉会してやっと列がなくなるんだから、やっぱりすごいな、流星さん。

　スタッフさんのカウントを見なくても分かる。

　────完敗だ。

　全然追いつけないよ。まあ、当然っちゃあ当然か。

　そんななか、一人の女性がやってきた。

　帽子を深くかぶって、うつむきがちに僕の前まで歩いてきた。

　この人が、最後の一人かな。

　最後の最後に、僕を選んでくれるなんて。

「ありがとうございます」

　しっかりとお礼を言う。

　差しだされた女性の手を、僕は、固く両の手で握った。すると、むこうも強く握り返してくれた。

　きれいな手だ。

　こんな人が、僕のことを応援してくれているんだ。

　もう、僕の負けは確定してるけど、うれしいな。

　どんだけ少なくたって、僕を選んでくれてる人がいるんだもの。

「タイムアップ、だな」

　流りゆう星せいさんが横で言う。

「はい、僕の負けですね」

　後半盛り返しはしたが、その差は圧倒的。

　差がより広がらなかっただけ、善戦したって言えるだろう。

　しかたないさ。

　それこそ、どうしようもないことだ。

　流星さんは流星さんで、毎日毎日、コツコツと積み重ねてきたものがあるんだ。

　そのすべてを覆くつがえすほどの力なんて、さすがに持ち合わせていない。

　いくらなんでも、そこまで驕おごってはいない。

　……………………ふう。

　終わり、か。

　ラジオも。

　音おと無なしさんとの、あの楽しかった時間も。

　名残なごり惜しいのは名残惜しいけど、元に戻ったっていう、ただそれだけのことだしな。

　音無さんと会えなくなるわけでもないし。

　それに、今日、僕はすばらしいものと出会えた。

　僕のことを応援してくれる言葉。

　僕のことを応援してくれる人たち。

　こんなにすばらしいものをもらえるんだもの。

　芸能界を目指す人が後を絶たないのも、よく分かるってもんだ。

　これで、僕は『ラジオの法ほう則そく』には出られなくなってしまうけれど、いつか、またこの場所に来たい。心の底から、そう思う。

　……………………将来の夢、か。

　あ、そうだ。音無さんには、一応謝っておかないといけないな。

「ちょっと待って」

　声のしたほうを向けば、最後に僕と握手をした女性が、まだ目の前に立っていた。

　その女性は、ゆっくりと帽子に手をかける。

　一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくがスローモーションになる。

　ゆるいウェーブのかかった長い髪が、帽子から流れる。

　完全にこの場の雰ふん囲い気きを吞のみ込んで。

　誰だれ一人の視線も逃さない。

　細い体に、あまりにも大きな存在感。

　小さな顔に、ちょっと強気な瞳ひとみ。

　そして、僕の大好きな声。

　これだけ注目を集められる人が、他ほかにいるだろうか────。

「あたしの握手には、一人分の価値しかないのかしら？」

　音おと無なしまどか。

　何万というファンをもち、あらゆる人を魅み了りようする、アイドル声優。

「な、な、なんで…………」

　目の前に突然現れたアイドルさんに、僕はしどろもどろ。

　音無さんは、ふふん、と笑ってみせる。

「昨日の夜、あんたちょっと様子がおかしかったからね。芹せり沢ざわさんに訊きいてみたのよ。芹沢さんも最初は知らなかったんだけど、すぐに調べてくれて。どうせ流りゆう星せいさん絡がらみだろうなとは思ってたし」

「い、いつから…………」
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「全部。最初っから見てたわよ」

　最初？

　僕がここに出てきてから、ずっと？

　一回逃げだして、帰ってきてって、ずっと？

「あんたが出てった時は、どうしようかと思ったわよ。あのまま帰ってこなかったら、あたしのほうからパーソナリティの変更を要求してたところだわ。まあ、素人しろうとにしては、少しは成長したんじゃない？」

「え、マジで？」

　やった。

　音おと無なしさんに褒ほめられた。

　素直にうれしい。

　すごくうれしい。

「調子に乗ってんじゃないわよ。ったく、ちょっと褒めるとすぐにこれなんだから。あーあ、やっぱり褒めなきゃよかった」

　そう言いながらも、音無さんは少し笑っている。

　僕がなんて言い返そうか考えていると、しぐれさんがぱたぱたと小走りでやってきた。

「まどか、来ていたのですか？」

「ああ、しぐれ。あんたのステージも、見てたわよ」

「あら、ありがとうございます」

「あーあ、せっかくの休みがパーになったじゃない。どうしてくれんのよ。この貸しはいつか返してもらうからね」

　それは、僕だけに言ってるの？

　それとも、しぐれさんや流りゆう星せいさんも含めてかい？

　借りを返すのはいいけど、連続ジェットコースターだけは勘かん弁べんしてほしいな。

「で、流星さん？」

　さて、と気を改めて、音無さんは流星さんへと振り向いた。

「ああ」

「あたしの握手、やっぱり一人分ですか？」

「…………まどかクンが来るかもしれないってのは、予想してたよ。しかし、まさか、うん。ははは、そうか。ま、これも運命だな」

　なにを一人で納なつ得とくしてるんだ、この人は。

「今回の勝負は引き分けだ。ラジオは君が続けろよ」

「流星さん…………？」

　え、なんで。僕は負けたのに。

　くやしいけど、負けは認めたのに。

「人には、それぞれ役割があると、ボクは思っている。ボクは見ての通りイケメンに生まれてしまったから、このかっこよさを生かして人を喜ばせるのがボクの役割だ。ただ、ボクだって普通の人間だし、一人の男だ。鼻毛も伸びれば、トイレにも行くし、便だってする。でも、そういうかっこよくない自分を殺して、天あま乃の川がわ流りゆう星せいはファンの前に立つ」

　音おと無なしさんがそうであるように。

　しぐれさんがそうであるように。

　この人も、やっぱり同じなんだ。

「おめでとう。今日は、村むら人びとＢという新たなエンターテイナーの誕生日だな」

　手が差しだされた。

　男なのに、きれいな手だなあ。

　ちくしょう。

　ったく、どこまでもかっこいいな、この人は。

「ありがとうございます」

　手を握った。

　と思ったら、強く引っ張られ、流星さんに密着。

　そのまま、僕の耳元へと顔を寄せて────

「改めて、君をライバルとして認めるよ。君は、ボクの愛を試す、いい障害になりそうだ」

　ちらり、と音無さんを見た。

　どう返事をしたものかと考える間もなく、トン、と軽く胸を押されて、流星さんと離れる。

「さて、ボクはまだ仕事だ。そろそろ行かせてもらうよ。ああ、これからも、ラジオは聴きかせてもらうから。楽しみにしてるよ。まどかクン。村人クン」

　去り際ぎわ、こちらを見ずに手だけ振って流星さんは行ってしまった。

　普通の人がやったらキザな仕草でも、流星さんがやると様になる。

　あの人がライバル、か。

　ははは。また僕は、勝ち目のない戦いを挑もうとしてるのかね。

　ま、負けると決まったわけではないし、負けてやるつもりもないけどね。

　流星さん風に言うなら、僕の役割、見つけたし。

　流星さんの姿が見えなくなってから、音無さんの興味は看板に向いたようだ。

「へー、こんなのまで作ってもらったんだ。大変だったんじゃない？　これ作るの」

「だと思うよ。昨日の今日だからね」

「確実に徹てつ夜やね。スタッフに徹夜させるなんて、あんたもずいぶん大物になったもんじゃないの」

　スタッフに徹夜させたら大物なのか？

　ただのはた迷めい惑わくなやつってだけのような気がするけど。だいたい、このイベントに関しては流りゆう星せいさんが全部仕組んだことだし。

「さーって、そんな大物さんには、どうやって貸しを返してもらおうかしらね」

　な、なるべく返しやすいのでお願いしたいところなんだけど。

「せっかくの休みを丸一日使っちゃったからねえ」

　にやにやと僕の顔を覗のぞき込む音おと無なしさん。

　しかし、ここで意外な援軍が。

「貸しもなにも、まどかもパーソナリティはいまのままがよくて、村むら人びとさまを選んだのではないのですか？」

「そ、それは！　それは、その…………こいつのほうが気を遣つかわなくていいし、ギャラも安く済むしっていう、ただそれだけのことよ！」

　なぜだか動どう揺ようする音無さん。見せつけるように、しぐれさんは僕に肩を寄せてくる。

「相変わらず素直じゃないんですのね。わたくしは今日、村人さまの凜り々りしい姿を見て、惚ほれ直しましたわ」

　え、ほ、惚れ!?

　かっこいいところ…………見せたかな？

　どっちかっていうと、情けないところばっかり見せたような気もするけど。

「それに、村人さまの初めての相手は、わたくしですしね」

「初めて……って、素人しろうと！　どういうこと!?」

「ちょっ！　しぐれさん、なんでそんなまぎらわしい言いかたを！」

　慌あわてて、握手のことだと釈明する。

「まどかったら、また嫉しつ妬とですか？」

　しかし、しぐれさんは止まらない！

「違うわよ！　その、えっと……そう！　こいつ、あたしのことが好きとか言うくせに、他ほかの女の子を見て鼻の下を伸ばしたりするから……」

「そうなんですか？　良りよう人とさま」

　おっと、本名できたぞ。

「違いますよ！　僕は声優・音無まどかのファンってだけで、べつに好きでもなんでもないですから！」

「…………まどかと良人さま、似てますね」

「「どこが!?」」

　思わず音無さんと声をそろえてツッコんでしまった。

　まったく、なにを言いだすんだ、しぐれさん。

「そっくりですわ。素直でないところとか。やきもち焼きなところとか」

　僕は音おと無なしさんを、音無さんは僕を見ている。

　似てないよ、全然。

　ひとっつも似てるところないよ。

「「………………………………ふん！」」

　たまたまだ。

　いまも、そっぽを向く、というアクションがたまたま、かぶっただけだ。

「うふふふふ。くすくすくすくす」

　そんな僕らを見て、しぐれさんの笑い上じよう戸ごが発動したらしい。

　撤てつ収しゆう作業の始まった会場に、しぐれさんの笑いを堪こらえる声がずっと響ひびいていた。




　っと、そうだ。あのことを言っておかないと。

　会場からの帰りの電車の中。

　帽子を深くかぶって横に立つ音無さんに、僕は話しかけた。

「音無さん、ごめん」

「は？　いきなりどうしちゃったの？　緊きん張ちようしすぎて頭おかしくなっちゃった？」

「ちがうよ、イベントに行けなくて、ごめん」

　音無さんのファンクラブイベント。せっかく誘さそってくれたのに、ごたごたしているうちに行きそびれてしまったから。

「イベントって……な、なんのこと？」

「いやあ、実はね。音無さんのファンクラブイベントのチケットがさ、当たってたんだよ。でも、どうしても行けなくなっちゃって」

「あ……あー、そういえばひとつだけ席が空あいてたわね。へー、あれ、あんたの席だったんだ。ふーん。全然知らなかった。……てか、なに当選してんのよ！　あんたが当たったせいで、あたしのファンが一人来られなかったのよ？　どうしてくれんのよ！」

「だから、ごめんって」

「なににやにやしてんのよ」

「してないよ」

「してるわよ！」

「音無さん、あんまり大きな声出すと、バレるよ？」

「バレないわよ。声くらいで」

「そうかなあ。音無さんの声だったら、どんなに周りがうるさくても僕はすぐ分かるけど」

「────っ！」

　なるほど。こういう言葉に弱いのね、音無さんは。まじめな顔して、ちょっとクサイこと言えばいいのね。

「素人しろうとのくせに、あたしのことイジってんじゃないわよ」

「べつにイジってるわけじゃないって」

「あんたはあたしがボケたらツッコめばいいの。余計なことすんじゃないわよ」

　うん、そうだね。それが僕の役割だ。

「だから、にやにやすんなって言ってんでしょ！」

「してないって！　これが普通の顔なんだって！」

「じゃあ整形してきなさいよ。あんたなんて一生眉み間けんにしわ寄せて生きればいいのよ」

　どんだけ険しい人生を歩まなくちゃいけないんだよ、僕は！

　心の中でツッコむ。けど、あえて口にはしない。

　どうも、音おと無なしさんは自分がイジられるのには慣れていないらしい。

　そりゃそうか。ボケてもツッコんでくれる人がいないくらいに気を遣つかわれてたんだもんな。業界で音無さんをイジる人なんていなかったんだろう。しぐれさんくらいかな。

　これはいいことに気づいたぞ。次回のラジオでは、また新たな音無さんをリスナーのみなさんに聴きかせられるかもしれない。

　次の収録、楽しみになってきた！

　そう考えながら黙だまって横に立つ相方を見ていると、いつもの流れにしようとしていた音無さんが業ごうを煮にやして口を開いた。

「早くあたしにツッコミなさいよ！」







あとがき




　おひさしぶりです。廊下にコウモリがいたり、カラスと会話する管理人がいたりと、少々めずらしいマンションに住んでいるサイトーマサトです。実話です。東京都二十三区内にもまだまだおもしろいスポットがあるものなんですね。

　そんなマンションに住んでいるわけですから、しょうがないじゃないですか。深夜に帰宅した大人おとなの男が、エレベーターの中から飛び出してきたセミに驚おどろいて悲鳴をあげたとしても、しかたがないじゃないですか。「わああああ」ですって。これだから夏は…………！　夏は暑いから嫌いです。冬は寒いから嫌いです。春は花粉症がツライので嫌いです。秋が一番好きです。『読書の秋』『食欲の秋』いいじゃないですか。『スポーツの秋』これは最近ご無ぶ沙さ汰たですが。あと、『女心と秋の空』って言葉がありますよね。ころころと意見が変わる我わが儘ままな女の子、かわいいじゃないですか。なんでもしてあげたくなっちゃう。ただし二次元に限りますが。

　さて、ここを読んでいる皆さまは、今どんな季節を過ごしているんだろうと想おもいを馳はせつつ、謝辞に移りましょう。

　イラストを描かいていただいている魚さかなさん。ありがとうございます。魚さんの描えがくキャラクターがかわいくて、かわいくて、かわいくて……ついつい脱がしたくなってしまう衝しよう動どうを抑え込むのに必死です。おや？　「我慢しなくてもいいんだよ」という声が、あちらこちらから聞こえてきました。了解しました。

　担当さん、今回もたくさんお世話になりました。ありがとうございました。世話になるどころか、ご迷めい惑わくまでおかけしました。すいませんでした。土ど下げ座ざして謝ります。今後、私のおでこが急に広くなったら、きっとそれは地面に擦こすりつけすぎたせいです。労ろう災さいおりますかね？

　本の制作に携たずさわってくださったすべての皆さま。感謝しております。こうして本を出せているのは、皆さまのおかげです。これからもたくさんお世話になりたいと思っております。

　そして、読者の皆さま。本当にありがとうございます。どれだけ感謝の言葉を口にしても足りません。舌が二枚欲しいくらいです。とたんに感謝の言葉が噓うそくさくなると思いますが。

　一巻をお届けすることができてからというもの、作中のある生物について、皆さまからたくさんのツッコミをいただきました。ぞくぞくしました。ありがとうございました。なので……おっと、これ以上は語りますまい。

　ではでは、今回もこの言葉をもって結びとしたいと思います。

　あなたの貴重なお時間をほんの少しでもいただけたのなら、こんなに幸せなことはありません。本当にありがとうございました！　お相手は、サイトーマサトでした！
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サイトーマサト

仕事サボッて麻雀をやると、全然勝てないことに最近気づきました。びっくりするぐらい勝てません。惜しいところにまですらいかないのです。

人生って、うまくできてるんだなあ。
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イラスト／魚さかな

細々とイラストレーター、ゲーム原画などやってます。趣味は釣りですが、今年の釣行回数はゼロ。いっそのこと年内は趣味を断つか、などと意気込んでましたが、ここにきて禁断症状が。禁煙は地獄だ！…って気持ちが良くわかるこのごろ。










彼女アイドルはつっこまれるのが好すき!2
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